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 ﾉﾉﾄは特別。抽具を取る。いつもと違うことや、ふつうでないことを表わす。ｴﾒﾄのように

同じものが何度もある場合、いつもと違うという意味になる。ｶﾏﾀｱのように人生に一度し

かない場合、他人の死と比べてふつうでないという意味になる 

 良悪の区別はない。ﾉﾌﾄは普通。特定という意味はない 

 

 ｵﾌﾏは珍しい。抽具を取る。頻度や数が少ないことを指す。良悪の区別はない 

 目新しいという意味はない。それはｴﾉｹ。珍しい企画はﾉｵﾏ ｵﾌﾏだが、それは他の会社が

していない企画という意味である。まだ他の会社が思いついていない企画という意味では

ない 

 単に他の会社が知っていても知らなくてもいずれにせよ行っていない企画という意味で

ある。他が思いついていない企画の場合は同じ珍しいでも新しいという意味なのでｵﾌﾏ ｴﾉｹ

である 

 稀でも良い。悪い意味で使えば異常な、奇異なとしても良い。良い意味なら貴重として

も良い 

 ｵﾌﾒは陳腐。珍しくないこと 

 尚、ｵﾌﾏはｱﾉｸ,ﾁﾉﾄの基本的に上位概念である 

 

 ｱﾉｸは貴重。抽具。同じく頻度や数が少ないことを指すが、こちらは良い意味でしか使わ

ない。ｵﾌﾏの下位概念で、良い意味でしか使わない 

 ｱﾌｸは貴重でなくどうでもいいこと。当然これ自体はｱﾉｸと違って悪い意味。貴重になる

うるものと共起する。ｧｦ万の時計は貴重だが、ｧｦｦ円の時計は貴重でない。ゆえにｧｦｦ円の

時計はｱﾌｸである 

 

 ﾁﾉﾄはｵﾌﾏの下位概念で、悪い意味でしか使わない。奇妙なと訳す。悪い意味で珍しいこと



である 

 ﾁﾉﾄは完全にはｵﾌﾏの下位概念ではない。風変わりなと訳すこともあり、この場合は悪いと

は限らない。得体の知れないとか謎のとか常識では考えられないという程度で、悪いとは

言い切れない点がある 

 未来にタイムスリップできる時計があったとしたらその時計は奇妙である。ﾁﾉﾄである。

だがこのﾁﾉﾄは悪い意味ではない。そんな便利なものは奇妙であっても悪いものではない。

ゆえにﾁﾉﾄは悪いとは限らない 

 ﾁﾉﾄには正体の分からない不思議なという意味がある。人間は得体の知れないものを恐れ

る傾向がある。怖いものは悪いものに分類する傾向もある。ゆえに悪い意味での珍しいを

表わすﾁﾉﾄを使って不思議を表わすことができる 

 一方、ﾁﾌﾄは変哲のないこと。悪い意味の逆なのでふつう悪くないことを表わす。ﾁﾉﾄにな

りうるものに使う。つまりタイムスリップのできない時間だけを表わす時計は奇妙でも何

でもない普通の変哲のない時計である。このときﾁﾌﾄという。ｵﾌﾒといっても良いが、それだ

とｵﾌﾏの反対であり、ｵﾌﾏを反映している点で異なる 

 

ﾉﾏ,ﾉﾒ,ﾉﾉｻ,ﾉﾌｻ,ﾉﾂﾄ,ﾌﾂﾄ,ｳﾉｹ,ｳﾌｹ,ﾀﾉｹ,ﾀﾌｹ,ﾉｱｳ,ﾌｱｳ 

 

 ﾉﾏは良い。抽具を取る。主観的でも客観的でも良い。何かを評価して良いと判断された

ものに使う 

 ﾉﾒは悪い 

 これ以降はﾉﾏの下位概念 

 

 ﾉﾉｻは結果に関して良いということ。ﾉﾌｻは結果が悪いこと。ｱﾉｻｴ ﾉﾉｻは良い点数のテス

トという意味である。結果を考えられないものは取れない。人はふつう取らない 

 ﾉﾂﾄは評価が良いこと。ﾌﾂﾄは悪評。ｳﾉｲ ﾉﾂﾄは評価の高い絵 

 ｳﾉｹは価値に関して良い。つまり価値があること。ｳﾌｹは価値がない 

 ﾀﾉｹは質に関して良い。良質である。ﾀﾌｹは質が悪い 

 質が良ければふつうは価値も高いのでｳﾉｹ,ﾀﾉｹは混同されがちである。だが、ｧ秒も狂わ

ない時計は質は良いが、価値があるとは限らない。物によってはｧｦｦｦ円程度の安物の時計

でさえｧ秒も狂うことはないからである。逆にブランド物で価値のある時計が壊れやすく、



すぐ狂ってしまうような場合、質は悪いといえる 

 

 ﾉｱｳはおいしい。味が良いこと。ﾌｱｳはまずい。味が悪いこと。ﾌｱｳはかなり意味がきつい。

おいしいですかと問われてよほどまずくてもﾌｱｳとは言わない。陰ではﾌｱｳといっても本人

を目の前にﾌｱｳというにはかなり親しい間柄でないとならない 

 

ﾉｿｸ,ﾌｿｸ,ｽﾉｿﾉ,ｽﾉｿﾌ 

 

 ﾉｿｸは忠誠の高い、忠義にあつい、忠実な。人の態度に使う。上に従い、犠牲になること

もいとわないさま。人しか取らない。メトニミーで人以外も取れる。たとえば不忠な下請

会社 

 ﾌｿｸは不忠な 

 ｽﾉｿﾉはチームワークが取れているさま。チームなど、成員間にチームワークという人間

関係が認められる集団を取る 

 ｽﾉｿﾌはチームワークが全然取れていないさま 

 

ﾉｷ,ﾌｷ,ﾏｷ,ﾒｷ 

 

 温度を表わす形容詞。ﾉｷは熱い、ﾌｷは温かい、ﾏｷは温い、ﾒｷは冷たい。気温も表わすこ

とができる。順に暑い、暖かい、涼しい、寒いである 

 

 ﾉｷは性格が熱血でホットという意味にもなる。熱心で元気よく前向きで積極的、考えな

しにつっこむことが多い性格である。強い良悪の区別はないが、アルバザードではふつう

嫌われる 

 また、ｵﾉ-ﾒ ﾉｷだと気温が暑いだが、ﾒｱ ﾉｷだと体温が熱い、つまり熱があるという意味

である。ｱﾕ ﾒｱ ﾉｷはこれが熱を持っている。ﾉｵ ﾒｱ ﾉｷはｱﾕがﾉｵに変わっただけである。だ

から私が熱を持っているという意味になり、風邪などによる熱があるという意味である 

 

 ﾌｷは性格が暖かいという意味も持つ。寛容で安らげる人である 

 温度としては温かいだが、風呂の湯などもﾌｷである。ﾉｷは熱湯で、日本人が飲む茶くら



い熱い。アルバザードでは茶はﾌｷで飲むので形容詞もﾌｷを使う 

 ﾌｷの具体的な温度は被修飾語によって変わる。茶ならｬｦ度くらいでﾌｷだが、これが風呂の

湯なら滅法ﾉｷである。この温度の不定さはﾉｷ～ﾒｷまで全て共通している 

 

 ﾏｷは性格が冷静でかっこいいことも表わす。クールと同じ発想である。アルバザードは

涼しいと暖かいを好み、寒には冷静、暖には熱血を振り分けている。ゆえにﾏｷは冷静で好

ましいという意味になる 

 温度としてのﾏｷは冷たいと温かいの間である。コールドドリンクはアルバザードではふ

つうﾒｷでなくﾏｷで飲まれる。コールドの茶などである。但し、コーラなどは流石にﾒｷで飲

まれるが、そもそもそういった飲料は好まれない 

 

 ﾒｷは温度が低いことと、性格が冷たいことも表わせる 

 

ﾉｺﾒ,ﾉｺﾌ 

 

 ﾉｺﾒはぐるぐる渦巻いたさま。渦巻状のものなら何にでも使える 

 ﾉｺﾌは蔓を巻かれたさま。ｵﾌﾉﾄ ﾉｺﾌで蔓を巻かれた柱 

 

ﾉｲｴ,ﾌｲｴ,ﾒｲﾏｴ,ﾒｲﾒｴ,ﾂﾉｺ,ﾂﾌｺ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ]  

 ﾉｲｴは滑らかなさま。行為の進行が滑らかなさま。饒舌や流暢の場合はﾒｲﾏｴ。さらさらつ

るつるしている場合はﾂﾌｺ。柔らかいという意味もない。行為の進行が滞りないということ

である。道路が渋滞していないことも表わす。車の進行が滞らないからである 

 ﾌｲｴは行為の進行が滞ること。進行や態度がぎこちないこと。喋り方がぎこちないとき、

舌足らずなときはﾒｲﾒｴ 

 ねばねばぐちゃぐちゃしているさまはﾂﾉｺ。粘度が高いことである 

 ﾂﾉｺはねばねばした粘着力の強い状態だけを表わすが、ﾂﾉｲは移動動詞。移動することに

対する路面などの表面の摩擦力が大きいとか小さいとかいうことを表わす。だからﾂﾌｲは滑

るである 

 



ﾉﾄｼ,ﾌﾄｼ,ﾉﾄﾉｻ,ﾉﾄﾌｻ  

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉﾄｼは飢えた。食欲を主に表わすが、それ以外にも使える。つまり、ひどく何かを欲する

さまである 

 ﾌﾄｼは飽きた。食傷したものである。食欲以外にも使う 

 

  ﾉﾄﾉｻは空腹なさま。ﾉﾄﾌｻは満腹なさま。ﾉｵ ｵﾉ-ﾌ ﾉﾄﾉｻなどと使う 

 物にも使える。ｷﾒｵｺﾀﾉ ﾉﾄﾉｻは直訳だと空腹な蜘蛛の巣だが、要するに獲物がかかってい

ないという意味 

 

ﾉﾄｹﾌﾉ,ﾉﾄｳﾒ,ﾉﾀｱﾌﾉ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 懐かしい。ﾉﾄｳﾒがﾉﾄｹﾌﾉの上位概念 

 ﾉﾄｳﾒは以前体験したことを思い出させるような何かに遭遇したときの感情である。自分か

ら思い出そうとするのではなく、認知したものから自然と思い出させられるような場合に

使う 

 日本語と違って良い意味で用いるとは限らない。良悪はない。囚人時代も懐かしいとい

える 

 日本語の懐かしいより広い。懐かしい数学とは言えないが、ﾉﾄｷ ﾉﾄｳﾒはいえる。数学の中

で昔学んだ分野がふいに思い出されるような場合に使う 

 

 ﾉﾄｹﾌﾉは主に思春期の甘美な思い出を思い出したときの感情。ﾉﾄｳﾒの下位概念だが、こち

らは良い意味でしか使わない 

 

 ﾉﾀｱﾌﾉは子供のころに抱いた夢をその当時或いは大人になって感じたときの気持ち。将来

の実現可能な夢ではなく、実現不可能な夢。王になる、大統領になるということはたとえ

囚人で事実上不可能だとしても虚構ではなく現実の夢である。現実に対する夢はﾉﾀｱﾌﾉとは

いえない。魔法が使えるようになったらとかそういった虚構に対する夢しかﾉﾀｱﾌﾉといえな

い 

 ﾉﾀｱﾌﾉという気持ちは虚構の夢を想像したときにふと沸き起こる強いドキドキと恍惚感



を指す。そして思わずそれを何らかの形にして少しでも現実化しようと強く思う瞬間や、

その想像に傾倒して酔いしれる瞬間を指す。何らかの形とは、その想像を絵にしよう、小

説にしよう、音楽にしよう、ゲームにしようなどという意味である 

 ﾉﾀｱﾌﾉは特に思春期に感じる。ﾉﾄｹﾌﾉと意味が似ているが異なる。ﾉﾄｹﾌﾉは昔の現実の記憶

について懐かしいと感じたときの気持ちである。ﾉﾀｱﾌﾉは虚構なので実体験ではないから懐

かしいとは言いづらい。あくまで、そんな風だったら素敵だなと酔いしれたときの虚構に

対する甘美な気持ちである 

 ﾉﾀｱﾌﾉは楽しく陽気というよりは、やや寂しく綺麗な感情である。虚構である点が寂しく、

大抵内容は夢見がちな少女が想像しそうな綺麗な内容である。金や復讐などをテーマにし

ておらず、魔法を使って空を飛びたいといったようなものである 

 また、その虚構の世界の中で特に美しいと思われる名場面を想像したときの気持ち、或

いはその場面を後から思い出したときの気持ちもﾉﾀｱﾌﾉという。たとえば使徒リディアの実

例でいうとこうである。魔法の世界で魔法剣を杖代わりにして湖畔に座り込み、湖を見る。

すると青い月明かりが森の上から注いで水面を照らす。顔を仄かな光が照らし、白い剣が

鈍く光を反射する。空気は穏やかで涼しく、木々のざわめきが聞こえている。そして明日

はどこへ行こうかと考える。そのような場面を想像したり思い出したときに切なくも美し

いと感じるときの感情をﾉﾀｱﾌﾉという 

 

ﾉｸｻ,ﾌｸｻ,ｱﾉｱｵ,ｱﾌｱｵ,ﾉｲｱﾉ,ﾉｲｱﾌ,ｽﾉｲ,ｽﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 人を取る 

 ﾉｸｻは誉れ。何らかの点で誇らしく凄いと思われるさま。ｷﾉｵ ﾉｸｻは誇らしげにされた女。

恥の反対で、名誉を感じることである 

 ﾌｸｻは恥。何らかの点で誇らしくなく凄くないと卑下するさま。ｷﾉｵ ﾌｸｻは辱められた女。

具体的には罵倒されたりした女である 

 ｱﾉｱｵは強気ででしゃばりなさま。ｱﾌｱｵは内気で弱気なさま 

 

 ﾉｲｱﾉは名声が立つさま。ﾉｲｱﾌは悪評が立つさま。これらは人以外にも使える。ｶﾒｵｹ ﾉｲｱﾌ

は評判の悪い会社 

 ｽﾉｲは誉められるさま。ｽﾌｲは貶されるさま。恥や誉は辱めなどを受けた相手が感じる感



情であるが、ｽﾉｲ,ｽﾌｲは誉める行為であって感情ではない。人以外も取れる。ｳﾉｲ ｽﾉｲは誉

められた絵。ただ、実際に誉められているのは描いた人なのでメトニミーともいえる 

 

ﾉﾄﾄﾏ,ﾉﾄﾄﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉﾄﾄﾏは衒学的なさま。ﾉﾄﾄﾒは衒学的なものを馬鹿にするさま 

 どちらも悪とされる。ﾉﾄﾄﾒのほうがより悪とされる 

 ﾒｸ ｾﾏﾄ-ﾌｷ ﾉﾄﾄﾏ ﾄﾒｳ ﾄﾒﾌｲﾉ（衒学者は図書館として使うべし。バカと鋏は使いよう）という

慣用句があるように、衒学は必ずしも悪いものではない 

 主に人を取る。ｷﾉｵ ﾉﾄﾄﾏのように。ﾄﾒﾌ ﾉﾄﾄﾏも可 

 

ﾉﾄｴ,ﾌﾄｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉﾄｴは直接。当事者間に何も仲介を挟まないさま。ﾌﾄｴは間接。仲介を挟む 

 人ｱが人ｲに言葉を伝える際、間に誰も関与しなければﾉﾄｴ。間に誰か関与すればﾌﾄｴ。ゆえ

に電話や目の前での会話はﾉﾄｴ。伝言はﾌﾄｴ。掲示板や電報もﾌﾄｴ 

 チャットは中間にあり、画面の向こうに人がいてそれをリアルタイムで伝えているので

ﾉﾄｴということもある 

 直訴はﾉﾄｴであるが、役人を通せばﾌﾄｴになる 

 間に物理的な仲介を含まない場合もﾉﾄｴである。手袋をして皿を洗う場合は手袋が水と皿

の物理的な仲介であるからﾌﾄｴである。コンドームを使ったセックスもﾌﾄｴである。俗にいう

生はﾉﾄｴである 

 

ﾉﾄｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉﾄｱは他の、別の。相違を表わす。固有名詞以外なら取れる。ｸﾌﾌｲ ﾉﾄｱは別のりんご。そ

の時点で指示されたりんごとは違ったりんごを指す 

 都道府県別のといった「区別」の場合は使わない。「国別の」はｱﾉｱ ｲﾉｹ 

 除外も表わさない。これとは別にｩ万円かかるという場合には使えない。「更に」を使う 

 ｵﾒｴは形容詞では使わない。ﾒ ｵﾒｴで他人の。ｵﾏｴも同様。動詞がないからである 



 

ﾏｵｱ,ﾒｵｱ,ｱﾉｳ,ｱﾌｳ,ｶﾉｹ,ｶﾌｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 全て、はやさに関する語である 

 ﾏｵｱは心理的なはやさである。急いだという意味。人のように心理を持つものを取る。ｷﾉ

ｵ ﾏｵｱで急ぐ女。用事や仕事のように人でないものも取れる。ﾄﾉｼ ﾏｵｱで急ぎの仕事。かとい

って実際に仕事が急ぐのではなく、人がその仕事に対して急ぐさまを表わしている 

 ﾒｵｱは逆にゆっくり 

 

 ｱﾉｳは物理的な速度に関するはやさである。速い球などに使う。ｱﾌｳは速度が遅いこと。

心理的なはやさでも時間的なはやさでもない 

 

 以下の語は全て時間的なはやさである 

 ｶﾉｹは時間的な進行速度のはやさ。人がｧｦｦメルフィをｧｦｦ秒で歩くときを基準に考えると、

同じ距離をｫｦ秒で歩くのははやいといえる。このとき、時間が半分になっているので時間

的にもはやいが、それよりも手足の動かす物理的な速度が速くなっていることに人は焦点

を当てる。だからこの歩きはｱﾉｳである 

 では、コンピュータがｧｦ秒かけて処理するのを、マシンを変えてｫ秒にしたらどうか。先

ほどと同じで時間的にはやくなっているが、物理的にはどうか。コンピュータはカリカリ

いうだけで物理的な動作は目に見えない。ゆえにｱﾉｳとはいえない。そしてこのような時間

的な進行速度のはやさをｶﾉｹという 

 つまりｶﾉｹは素早いとかてきぱきてっとりばやいとかすぐ済むというようなはやさであ

る。ｹﾉｶﾉ ｶﾉｹだと朝食を食べる時間的なはやさが早いことをいう 

 逆にｶﾌｹは時間的な遅さをいう。いってみればのろいである。のろのろとのろく、時間が

かかるさまがｶﾌｹである 

 一方、ｷﾏｵは時間が長いさまである。所要時間でも非所要時間でも良いが、始まりがあっ

て終わりがある事柄の時間の長さが甚大であることを指す。たとえば人生や授業や食事な

どは長いといえる 

 ｹﾉｶﾉ ｶﾌｹだとちんたら食べる朝食で、ｹﾉｶﾉ ｷﾏｵだと長い朝食時間を指す。前者は食べる

のが遅いというように、行為の存在を仄めかす。後者は単に時間が長いということだけで、



のろのろ食べている絵は想像しない 

 ｷﾒｵは短いさま 

 ｷﾏｵとｶﾌｹ、ｷﾒｵとｶﾉｹは異なる。ｮｦ年の長い人生を忙しく過ごした場合、ｷﾏｵではあるがｶﾌ

ｹではない。ｶﾉｹである。逆に短い時間でもつまらない嫌な時間なら長く感じる。この場合、

ｷﾒｵではあるがｶﾌｹである 

 

ﾉｹ,ﾌｹ,ﾏｹ,ﾒｹ,ｵﾏｶ,ｵﾒｶ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｹは行為より前で、しかも行為から遠いことを示す。相の場合、開始と終了のみに使う。

アオリストにも使える。「まだまだ～ない」と訳す 

 ﾌｹはﾉｹと同じで、行為から近いことを示す。まもなく～する、すぐ、早速、即、即座に、

とっとと、手早く、速やかに、速やかな、などの意味 

 ﾏｹ,ﾒｹは行為の後で、順に行為から近い、遠いの違いを持つ。意味は「～したばかりだ」

と「～してから時間が経った」 

ﾄﾉ ﾄﾒｶ-ﾏ ﾉｹ ﾉｵ 彼はまだまだ着かない 

ﾄﾉ ﾄﾒｶ-ﾏ ﾌｹ ﾉｵ 彼はもうすぐ着く 

ﾄﾉ ｳﾏｵ-ﾌｲ ﾏｹ ｹﾉｶﾉ 彼は朝食を食べたばかりだ 

ﾄﾉ ｳﾏｵ-ﾌｲ ﾒｹ ｹﾉｶﾉ 彼は朝食を食べてから随分経つ 

 

  ｵﾏｶはある期間の中の前半部、早いほうを指す。１日という期間なら朝がｵﾏｶになる。１

年なら春。冬休みなら序盤のほう。２日間の旅行なら１日目 

 期間の枠を超えないのが特徴。３時から５時までの間が期間で、５時が締め切りだとす

ると、２時の場合はｵﾏｶを超えてｶﾉﾁになる。逆に５時を越えれば遅刻なのでｶﾌﾁになる 

 

ﾉｸｱ,ｱﾌｵ,ｾﾏ,ｾﾒ,ｶﾒｵ,ﾏﾉ,ﾏﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 全て程度を表わす。名詞にかかれば何らかの点でその名詞の程度を表わす。実際の解釈

は文脈による 

 ｸﾌﾌｲ ｱﾌｵは「とてもりんご」だが、これだけでは意味が分からない。だが、状況次第で

はこれが「周辺的なりんごではなく非常にりんごらしいりんごだ」などの解釈を持つ 



 動詞にかかって副詞になってもその動詞の程度を表わす。やはり解釈は文脈による。文

脈によらなくとも分かるものもある。ｼﾉﾏｴ-ﾒ ｱﾌｵならふつう強く殴るといった意味になる 

 

 ﾉｸｱは極端な。程度が極端であることを表わす。良悪はない。ｱﾌｵよりも程度が高い 

 ｱﾌｵ,ｾﾏ,ｾﾒ,ｶﾒｵは程度を表わすｪ段階の形副詞である。ｱﾌｵが程度が高くて「とても」。ｾﾏ

は少し程度が高くて「かなり」。ｾﾒはやや否定的で程度が低く、「ちょっと、少し」。ｶﾒｵは

程度が甚だしく低いことで、「かろうじて、ほとんど、まったく～ない」 

 ﾏﾉは最大とか最高の。ﾏﾌは最低とか最悪 

  

 ある名詞や動詞の中に程度という尺度を考えたとき、その尺度を線分で表わすとする。

ﾉｸｱはその線分の端のみに焦点を当てる。一方、ｱﾌｵ～ｶﾒｵは線分内部を四つに区切り、区切

った区分一つずつを各々が請け負う。ﾉｸｱは端を表わすが、ｱﾌｵらは線分の内部を表わす 

 ﾏﾉ,ﾏﾌはﾉｸｱと同じく端を請け負うが、両端の区別がある。更にﾉｸｱにはない良悪の区別も

持つ。ﾉｸｱより具体的である 

 

ﾉｵﾉ,ﾉｵﾌ,ｲﾉｴﾏ,ｲﾉｴﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｵﾉはセンスがある。人を取る。日本語では主に服に対して使うが、それ以外にも料理、

スポーツ、芸術、勉学などに使える。その点はﾉｵﾉも同じ。何かを行う際に、そのコツを知

っていて合理的に上手に行えるさま。才能がなく努力でセンスを勝ち取っても良いが、し

ばしば才能がある人がﾉｵﾉといわれる(ｧ) 

 

(ｧ) ｷﾉｵ ﾉｵﾉ ｱﾏｱﾒｵ ﾉﾄｷ（数学にセンスのある女） 

 

 ﾉｵﾌはセンスがない、悪い。ださい 

 

 ｲﾉｴﾏは洗練された。何度も研鑽を重ねて上手になったという意味。このことは語源が古

ｲﾉｸﾉｴﾏで、原義は「たくさんした」であることからも分かる。ﾉｵﾉと同じようにコツを知っ

ていて上手にできることを表わすが、ｲﾉｴﾏのほうが努力を前提にしている。ｲﾉｴﾏのほうが

努力の影があるということである 



 言ってみればﾉｵﾉのほうが天才に近い。ｲﾉｴﾏは秀才である。日本語で「貴婦人の洗練され

た振る舞い」というからｲﾉｴﾏを使いたいが、これは状況によっては失礼。努力の影がある

からである。ﾉｵﾉのほうが才能を感じさせる。日本語に惑わされないように 

 ｲﾉｴﾒは逆に洗練されていないさま 

 

ﾉｵｹ,ﾌｵｹ,ｶﾉﾄ,ｶﾌﾄ,ｲﾒﾉ,ｲﾒﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｵｹは元気。人を取る。活力があふれているさま。肉体的な元気と精神的な元気がある。

順にﾒｱ ﾉｵｹとｵﾉ-ﾒ ﾉｵｹで区別 

 ﾌｵｹは疲れている。活力がないさま 

 

 ｶﾉﾄは健康。人を取る。活力というよりは 病気がないことを表わす。ﾒｱ ｶﾉﾄとｵﾉ-ﾒ ｶﾉﾄ

で肉体的な健康と精神面の健康を区別 

 ｶﾌﾄは病気。活力の点ではなく、病気であることに焦点 

 

 ｲﾒﾉは正常。あるべき状態を表わす。抽具を取る。解釈は文脈次第である。人の場合肉体

的精神的にあるべき状態であることだが、その他色々な解釈がある。ストライキしていた

人が元の社会的地位や状態に戻ることでもあるし、裏切っていた人や迷っていた人が常時

に戻ることも表わす。元のあるべき状態と考えられるなら何でも良い 

 ｲﾒﾌは異常。あるべきでない状態 

 

ﾉｵｷ,ﾌｵｷ,ｴｻﾉｱ,ｴｻﾌｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｵｷは待遇や扱いに差が存在することで、不公平、不平等。ｷﾉｵ ﾉｵｷで不公平な女。文法

上、このままでは不公平に人を扱うとも扱われるとも取れる。ﾄﾉｼ ﾉｵｷは不公平な仕事。何

か差を設けられることなら何でも取れる 

 ﾉｵｷは悪い意味で使われる。不公平、不平等と同じである 

 ﾌｵｷは公平で差がないこと。こちらは良い意味で使われる 

 

 ｴｻﾉｱは差別されるさま。待遇に差をつけられて区別されること。ﾉｵｷと違って良悪がない。



良い意味にひいきされる場合も表わせる 

 ｴｻﾌｱは区別されるさま。良悪に差はない。待遇も差がない 

 ﾌｵｷは公平であることだからいわばイコールである。だがｴｻﾌｱは区別されるのでイコール

ではない。ｴｻﾌｱはｴｻﾉｱやﾉｵｷと同じくイコールではない 

 つまりｴｻﾌｱは待遇に差がなく区別されること 

 

 まとめると、ﾉｵｷは良い待遇で区別されること。ｴｻﾉｱは良悪なく差を持った待遇で区別さ

れること。ｴｻﾌｱは良悪なく差がない待遇で区別されること。そしてﾌｵｷは区別されないこと 

 

ﾉｵｲ,ﾌｵｲ,ﾄﾉｵｱ,ﾄﾌｵｱ,ｻﾉﾉｸ,ｶﾉﾀｸﾉ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｵｲは可愛い。人を取るが、物も取れる。ｷﾌﾉｵ ﾉｵｲ,ﾄﾕｴ ﾉｵｲなど。ﾉｵｲは幼げで守ってあげ

たくなるようなさま 

 ﾄﾕｴ ﾉｵｲのように物にかかる場合、幼げで守ってあげたくなるような人にふさわしいとい

う意味である。つまりﾄﾕｴ ﾉｵｲは可愛い子が着てそうなスカートである。ｸﾒﾄｲ ﾉｵｲも可愛い

子が持ってそうな時計である 

 ﾌｵｲは小憎たらしいさま。幼げではあるが、生意気で気に食わない態度。また、そういう

人にふさわしい物 

 

 ﾄﾉｵｱは美しい、綺麗。具象に対しては容姿やプロポーションの優れていることを述べる。

男にも使える。姿形だけでなく、動作の仕方などについても言える。姿形が均整のとれた

ものであるという綺麗さも表現するので、非常に無駄のない贅肉の取れた体は美しい。同

時に、無駄のない数式や論理式やプログラムも美しいという 

 ﾄﾌｵｱは醜い 

 

 ｻﾉﾉｸとｶﾉﾀｸﾉはかっこいい。どちらも人の内面的外見的な要素について誉めることである。

外見のかっこよさと内面のかっこよさのどちらも表わせる。人を取る。その人にふさわし

い物も取れる 

 ｶﾉﾀｸﾉは恋愛対象に使う。ｻﾉﾉｸはそれ以外に使う。間違って気のない相手にｶﾉﾀｸﾉといえ

ば気があるといってしまったことになるので注意 



 

ﾉｻ,ﾏｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｻはおまけ。付け足しという意味。既に完成度がｧｦｦ％に達しているものにプラスアルフ

ァを加える場合に使う。ｲﾕ ﾉｻは付け足しの言葉。ｺﾌﾄ ﾉｻは付け足しの金。既に金が足りる

ところに少し加えること 

 ﾏｻは補い。補足。完成度がｧｦｦ％に満たないものに使う。ｧｦｦ％に近付けるために補って

やることである。ｲﾕ ﾏｻは補いの言葉。言葉足らずなところに補足として加える。ｺﾌﾄ ﾏｻは

補足金。足りないところに少しカバーしてやること 

 

ﾉｻﾒｵ,ｻﾒﾄｴ,ｻﾒｴ,ﾄﾌﾁｵ,ﾄﾉﾁｵ,ｷﾉｵｹ,ｷﾌｵｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｻﾒｵは呆れた。悪い事態が起こって対処すべき行動や言葉を失い、その事態に対処した

り関わったりする気力が減ることを表わす。また、その悪い事態を引き起こした原因に対

して評価を下げることも意味する。更に、その原因がその事態を起こしたことを俄かには

信じがたいと思っているニュアンスも持つ。つまり「呆れる」である 

 同じ悪い事態でも自然発生的なものにはふつうﾉｻﾒｵを使わない。ふつうﾉｻﾒｵは人為的な

原因に対して抱く気持ちである。山火事には呆れられない。但し、もしこの山火事が放火

魔の起こした人為的なものであったり、工場のミスで起こした爆発が原因だったりすれば

山火事も呆れられる 

 

 ｻﾒﾄｴは自分が何をすれば良いのかは分かっているけれども、それでも問題を解決できなく

て困り悩むさま。人や問題を取る。ｷﾉｵ ｻﾒﾄｴで困っている女、ｾﾒｱ ｻﾒﾄｴで困らせるような問

題 

 

 ｻﾒｴは起きたことに対して悔やむことで、「後悔」の意味である。ｷﾉｵ ｻﾒｴで後悔した女。

ｴﾏｹﾉ ｻﾒｴで後悔させるような事故 

 

 ﾄﾌﾁｵは問題に対してどうすれば良いのか分からない状態や気持ちを指す。対処法、解決法

など、自分のすべきことが分からずに迷う場合に使う。ｷﾉｵ ﾄﾌﾁｵで迷った女。道に迷うとい



う意味でなくどうすれば良いか分からないという意味 

 ﾄﾉﾁｵは逆に自分のすべきことが分かっていて悟っている状態や気持ちを指す。ｷﾉｵ ﾄﾉﾁｵで

悟った女 

 

 ｻﾒﾄｴがひたすら困ったと思うことで、ﾄﾌﾁｵがどうすれば良いのかと悩むことである一方、

ｻﾒｴはああしなければ良かったと否定的に考えることである。ｻﾒﾄｴやﾄﾌﾁｵはその問題からの

脱却を目標にしている一方で、ｻﾒｴは単に否定的に悔やみ続けるだけである。ｻﾒｴのほうが

ｻﾒﾄｴ,ﾄﾌﾁｵより後ろ向きで否定的で消極的である 

 

 ｷﾌｵｹは面白みが感じられなくなって場や人が沈静化することで、「白ける」である。白け

るのが人でも座でも良い 

 ｷﾉｵｹは興がわくこと 

 

ﾉﾀ,ﾌﾀ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉﾀは完全な。完成度や進捗度がｧｦｦ％かそれに近いさま 

 ﾌﾀは不完全な。完成度が低いというよりむしろｦ％かそれに近いさま 

 完成度や進捗度が考えうるものなら何でも取れる。人も人間の理想像との比較で完成度

を考えられる。理想的な人間へどれだけ近いかで完全な人間といえるかどうかが決まる 

 ｷﾉｵ ﾉﾀといえば完全な女。スポーツも勉強もできて美人で性格も良いような女。ただこ

れはｷﾉｵ ﾉ ﾉﾀの解釈。ｷﾉｵ ﾌ ﾉﾀの場合は完璧主義の女 

 

 副詞として使ったときは、その動詞の完遂度を示す。ｷﾉﾌ-ﾉ ﾉﾀは完全に燃やした。燃や

し尽くした。完遂度はｧｦｦ％である 

 逆にｷﾉﾌ-ﾉ ﾌﾀはｦ％の完遂度で燃やしたことを示す。ﾌﾀは完遂度がｦ％であることを示す。

火にかければ全く燃えないことは少ない。青い草は燃やしてもなかなか燃えない。だから

といって青い草が燃えなかったというときはｷﾉﾌ-ﾉ ﾌﾀではない。青い草でも燃やせば少し

は燃える 

 だからこの場合、ｷﾉﾌ-ﾉ ﾉﾀ ﾏｴかｷﾉﾌ-ﾉ ﾌﾀ ﾏｴという。前者より後者のほうが燃えていな

い。ﾏｴを付けた結果、完全でないのほうが不完全でないより程度が低いという逆転現象が



起こるからである 

 殺そうとしたが殺せなかったを訳すとき、ｴﾒｱ-ﾉｻとｴﾒｱ-ﾉ ﾉﾀ ﾏｴでは意味が違う。前者

は殺そうと考えたが実行には至らなかった。準備までで止まっている。仮に捕まっても殺

人予備罪でしかない。そして後者は殺そうと実行に移しているが、殺しきれなかったとい

うことである。これは殺人未遂である 

 

 ｴﾒｱ-ﾒのようにﾏｵに変化を与える動詞は完遂度を考えやすい。ｼﾉﾏｴ-ﾒのようにﾏｵに変化が

ない一回切りの瞬間動詞は完遂度が考えにくい。仮に拳が相手に当たるところを完遂とす

ると、ｼﾉﾏｴ-ﾒ ﾉﾀ ﾏｴとｼﾉﾏｴ-ﾒｻは事実上同じことを表わすことになる 

 

 「～しようとしたができなかった」という日本語は長い。それに比べてアルカは副詞の

ﾌﾀでそれを表現できる。簡単である。しかもﾌﾀはｦ％を示し、それより少し程度の高いこと

にﾉﾀ ﾏｴとﾌﾀ ﾏｴを使うことができる 

 つまりアルカでは「～しようとしたができなかった」を簡単かつ三段階という細かさで

表現できるということである。将前相も入れれば四つである。それゆえアルカでは「～し

ようとしたができなかった」の訳し分けは重要である。表現が広がる反面、訳し分けが難

しい 

 

 「～しきった」を訳すときは-ﾒｲなのか-ﾒ ﾉﾀなのか区別せねばならない。説得しきった

は説得し終わったのか説得して成功したのか分からない。ｴﾏｴ-ﾒｲなのかｴﾏｴ-ﾒ ﾉﾀなのか区

別せねばならない。更に、ｴﾏｴ-ﾒｲ ﾉﾀの可能性もある。この日本語からでは判断できない。

前後の文脈と合わせて考えねばならない 

 

ﾉﾀｲ,ﾌﾀｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉﾀｲは繋がった状態。単に接触しているだけでなく、何か接着剤を媒介して連結している

場合に使う。接着剤に準じるものでも良い。鉤と鉤をはめ込んで組み合わせて連結させた

場合でも良い。はめ込むということが二つを繋ぐ媒介と考えられる 

 接触と違って連結しているのでふつうは容易に離せない。力を加えたり時間が経過しな

いと離れない 



 積み木を組み合わせてはめ込むんで繋ぐのもﾉﾀｲ。接着剤でくっつけるのもﾉﾀｲ。ヌンチ

ャクのように木と木の間を鎖を媒介にして繋ぐのもﾉﾀｲ。セックスで性器を挿入するのもは

め込みの一種と考えてﾉﾀｲ。ｷﾉｵ ﾉﾀｲ ﾉﾄﾒｵ ｷﾌｵ ｱﾏｱﾒｵ ｽﾌｻｱは性交に関して男と繋がった女で、

やや婉曲的な言い回し 

 

 ﾌﾀｲは外れた。連結していたものが外れたさま 

 

 ﾉﾀｲ,ﾌﾀｲは抽象的な意味はない。人との繋がりという意味はない。本当に性交などで繋が

った場合しか意味しない。人との繋がりというときは要するに有縁のことだからｱﾏｱを使う。

新顔をあの先生と繋げるという場合、ｱﾏｱ-ﾒ ｴﾉｹ ﾉﾄ ｳﾉｳﾉｵ ﾄﾉで、ｱﾏｱを使う。ゆえに繋がっ

た新顔はｴﾉｹ ｱﾏｱである 

 

ﾉｴ,ﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｴは心理的な甚大さを表わす。ｱﾌｵなどは程度を表わしたが、ﾉｴは心理的な甚大さである。

客観性はない。主観である。たまたまその主観が客観に一致することはあっても、ﾉｴ自体

は主観的な甚大さである 

 被修飾語が話者にとって何らかの点で甚大であることを指す。ﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ｶﾌ ｸﾌﾌｲといえ

ば単にりんごを三つ食べたという意味である。ところがこれをﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ｶﾌ ｸﾌﾌｲ ﾉｴといえ

ばどうなるか。三つもりんごを食べたという意味になる。ここではﾉｴを使うことによって

話者はｶﾌ ｸﾌﾌｲを食べる数として甚大であると主観的に判断している 

 逆にﾌｴは心理的な甚小さを表わす。つまりﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ｶﾌ ｸﾌﾌｲ ﾌｴといえば三つしか食べな

かったという意味になる 

 尚、ﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ｶﾌ ﾉｴ ｸﾌﾌｲといっても意味は変わらない。三つもりんごを食べたである。

数そのものにも付ける 

 もし数がなくなってﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ｸﾌﾌｲ ﾉｴとしたらどうなるか。数がないので数的な甚大さ

ではないことになる。では何が甚大なのか。りんご自体が甚大である 

 私はそれまでにみかんやバナナを食べたかもしれない。それで満足だったのにその上に

まだりんごを食べた。りんごは充足率という点で甚大である。ゆえにこれはりんごも食べ

たとかりんごまでも食べたと訳す 



 ﾄﾉ ｲﾒｱ-ﾉ ｲﾏﾉは彼はここに来たであるが、ﾄﾉ ﾉｴ ｲﾒｱ-ﾉ ｲﾏﾉとすると上記と同じく彼まで

もが来たとなる。他の人は来ているが、彼までもが来たという意味である。メンバーの充

足率に対する超過分である。超過といっても良悪の区別はない。彼が来たことが余計なお

まけなのか更なる幸福なのかの区別はない 

 逆にﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ｸﾌﾌｲ ﾌｴとしたら充足率が甚小であることを表わすため、りんごしか食べ

なかったという意味になる。ﾄﾉ ﾌｴ ｲﾒｱ-ﾉ ｲﾏﾉだと彼しかここに来なかったという意味 

 

 これらは否定と組み合わせても意味は変わらない。ﾉｵ ｳﾏｵ-ﾉ ﾏｴ ｶﾌ ﾉｴ ｸﾌﾌｲでりんごを

三つも食べたりなんかしなかったという意味。ﾉｴが数の多さを甚大と捉えている点は一向

に変わらない 

 ﾄﾉ ﾉｴ ｲﾒｱ-ﾕ ｲﾏﾉでは超過分で予想外の彼が来なかったことで、いわば当然の結果である。

ﾄﾉ ｲﾒｱ-ﾕ ｲﾏﾉだと単に彼が来なかったことだが、ﾄﾉ ﾉｴ ｲﾒｱ-ﾕ ｲﾏﾉだと当然彼は来なかった

というニュアンスになる 

 ﾄﾉ ﾌｴ ｲﾒｱ-ﾕ ｲﾏﾉは彼しか来なかったの否定である。彼しかということは彼は最低限の出

席者である。最低限の出席者が来なかったということは、彼でさえ来なかったということ

になる 

 たとえばﾉﾄｱﾌｴ ﾌｴ ﾏｸｱ-ﾉ ﾉｵは幼馴染だけが私を喜ばせてくれたである。もしﾉﾄｱﾌｴ ﾌｴ ﾏ

ｸｱ-ﾕ ﾉｵになると、幼馴染でさえ私を喜ばせてくれなかったになる。単にﾉﾄｱﾌｴ ﾏｸｱ-ﾕ ﾉｵだ

と幼馴染は私を喜ばせなかったということしか表わさない。他の人が喜ばせたかもしれな

い。だがﾌｴを付けるとその可能性さえなくなるので意味が強まる 

 

 ﾉｴ,ﾌｴは動詞にも使える。ﾄﾉ ｼﾉﾏｴ-ﾉ ﾉｴ ﾉｵは彼は私を殴りもしたである。殴る前に小突

いたり突き飛ばしたり引っ掻いたりといったことがあったのだろう。私は自分が殴られる

ほどのことをした覚えはないという気持ちが表われている。殴られまでするのは不当だと

考えている 

 逆にﾄﾉ ｼﾉﾏｴ-ﾉ ﾌｴ ﾉｵにすると彼は私を殴っただけだったである。私の中で彼は普段もっ

と暴力を振るう。殴るは勿論、蹴ったりもする。ところがそのときはどういうわけか殴っ

ただけだった。と、このような解釈ができる 

 或いは大変悪いことをしてしまった罰を食らうとき、鞭で叩かれるかということぐらい

は覚悟していたのに予想外にも殴られただけですんだというような解釈もできる 



 

 このように、ﾉｴ,ﾌｴは主観的な甚大さを表わす。極めて自己中で個人的である。それゆえ

に話者の気持ちを良く表わしている 

 命題としてはﾄﾉ ﾌｴ ｲﾒｱ-ﾉ ｲﾏﾉとﾄﾉ ｲﾒｱ-ﾉ ｲﾏﾉは大した差がない。前者は他の出席者の排

他を表わすという点を除けば全く同じ命題である。だが、前者のほうが話者の気持ちが表

われている。他にも来てほしかったのにという気持ちが表われている。後者は単に彼が来

たということだけで、話者の気持ちは伝わってこない 

 

 ﾌｴは「さえ」などと訳すが、「～なんか」と訳す場合もある。ﾉｵ ﾄﾉｳ-ﾕ ｸﾌﾌｲはりんごが

ほしくないだが、ﾉｵ ﾄﾉｳ-ﾕ ｸﾌﾌｲ ﾌｴといえばりんごなんかほしくないという訳す。りんご

に対する話者のちっぽけなで甚小なものという見方をﾌｴで表わしている 

 逆にﾉｵ ﾄﾉｳ-ﾌ ｸﾌﾌｲ ﾉｴというとりんごまでもほしがるである。ﾉｵ ﾄﾉｳ-ﾌ ｸﾌﾌｲ ﾌｴはりん

ごしか望まない。ﾉｵ ﾄﾉｳ-ﾕ ｸﾌﾌｲ ﾉｴはりんごなんてとんでもないもの望みませんという遠

慮した気持ちが含まれる。りんごに対する甚大さをﾉｴが表わしている 

 

ﾉｴｱ,ﾌｴｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｴｱは代わりの元を表わす。逆にﾌｴｱは代わりを表わす。今本当はワインが飲みたいのだ

がビールしかないのでビールを飲む場合、ワインが代わりの元でビールが代わりである 

 ｻﾒｴﾀ ﾌｴｱは代わりのビール。ワインの代わりとしてのビールとか、まずいビールやぬる

いビールの代わりとしてのビールなどの意味 

 

ﾉｱﾉﾄ,ﾉｱﾌﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｱﾉﾄは近づきやすい。ﾉｱﾌﾄは近づきがたい、畏怖を感じる。距離的な近づきやすさも表わ

せるが、基本的に心理的な近づきやすさである 

 人を取るが、物も取れる。ﾃﾉﾄ ﾉｱﾌﾄで近づきがたい山。これは心理的だけでなく本当に距

離的にも近づきがたいことも表わす 

 

ﾉｱﾄ,ﾌｱﾄ 



[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｱﾄは礼儀正しい。ﾌｱﾄは無礼、失礼。言葉遣いも振舞いも態度も表わせる。ゆえに

rude,impoliteの違いはﾉｱﾄにはない 

 人を取るが、振る舞いも取れる。物は取れない。無理に取ってﾀﾒﾌ ﾌｱﾄといった場合、ワ

インの入れ方や飲み方などが失礼という意味である。結局ワインを通して人が失礼といっ

ている 

 ﾌｱﾄは日本語の無礼に比べて遥かに使用率が高い。どの場面で使うかは日本語とかなり開

きがある。アルバザードではどのようなときに無礼と感じるか 

 基本的に自分の存在を軽視されたと感じるときに無礼と感じる。挨拶したのに返さない

のは勿論、自分と相手の立場を踏まえない返し方にも無礼と感じる。たとえば目上と目下

が同じ挨拶を返してはいけない。目下ほうが丁寧でなくてはならない 

 このことは挨拶だけでなく応対の態度全般についてもいえる。返事、喋り方などが立場

をわきまえたものでないとき無礼と感じる。これは日本でも同じである 

 また、こちらが質問をしたのに答えないと無礼と感じる。これは日本も同じ。但し、そ

の内容が婉曲なものでも無礼だと感じる。これは日本と正反対である。日本では無礼講で

遠慮なしにいうと無礼である。そのためにわざと婉曲にいう。ところがこれはアルバザー

ドでは大変失礼である。相手の質問に誠意をもって返す意思がないと見られるためである 

 質問の答えが的を射なくても無礼である。知能を働かせて答える気がないと判断される

ためである。勿論、相手が知能の乏しい子供の場合、無礼とは思わない。軽視されてるわ

けではないからである 

 質問に率直に答えないのも無礼。会話の先を読んで次の段階の答えを返すのはかなり無

礼。必ずその一歩先をいった答えを返す前に"ｾﾉ"一つでも相手の質問に対して答えていれ

ば無礼でなくなる 

 他にも、自分が公園のベンチに座っているとき、誰かが無言で隣に座ると無礼だと感じ

る。ベンチは自分の所有物ではなく公共のものであるが、その公共物を現在使用している

のは自分である。そこに誰かが来ればそのスペースを公共のものである以上、素直に明け

渡す。使用権を半分渡しているわけである。したがって相手はそれに対する礼を表わさな

ければならない 

 このように、公共のものであっても誰かのスペースを分けてもらう際は礼を示して一声

かけねば無礼である 



 また、感謝に値することをしてやったのに相手が無言の場合も無礼と感じる 

 自分の話が途中で遮られても無礼と感じる 

 道でぶつかっても無言だとか、本屋で棚の目の前を通り過ぎるときに無言だといった場

合も無礼だと感じる 

 また、自分が悪いことをして謝罪したときに相手が無言でも無礼と感じる。相手が正当

に抗議してくるのは無礼でない 

 室内に入ったとき、その日一回目に会った知り合いに目配せでもいいから最低限の挨拶

をしないで、あたかも彼がいないかのように用事を済ませるのも無礼。逆に相手が集中し

ているのにわざわざ声をかけるのも無礼 

 むやみに人を疑ったり貶したりするのも無礼 

 冗談関係にない人に冗談をいうのは極めて無礼。ユーモアならかろうじて許される 

 電車などで席を譲れといわんばかりの態度をしたり、またそのように請求するのも無礼。

年齢に関わらず先にいたほうが座る。座っている人が自発的に譲れば良いとして、自分か

らせがむのは無礼。但し、具合が悪いときに正々堂々頼むのは無礼でない 

 プレゼントされたものはその場で開けるべき。内容に対する満足度に偽りをいうのは失

礼。出された食事を一般にまずいというのは無礼。一般的にまずいではなく自分の味覚に

合わないというのは無礼でない 

 道を譲ってもらって無言なのも無礼 

 評価を求められて正直に答えないのも無礼 

 むやみに人を笑うのは極めて無礼。日本の比ではないほど無礼。殺人の動機として情状

酌量されるくらい無礼である 

 大声で馬鹿騒ぎするのも無礼。周りの迷惑を考えないのも無礼。特に祈りを捧げている

人の周りで騒ぐのは極めて無礼 

 また、このような例もある。ある女が男に質問をした。男の回答は道徳的に見て極めて

悪徳であった。たとえば事故で死んだ子供を見てどう思う？という質問に「これまでの養

育費を無駄にしないようにすぐに捌いて臓器を売り、次を作るべき」と答えた場合などで

ある 

 このとき、日本人ならこれを聞いた女が怒っても女を咎めない。むしろ男を咎める。と

ころがアルバザードでは絶対に男を咎めることはない。女が怒れば必ず女を咎める。この

場合がﾌｱﾄに当たる 



 勿論、男の考えは非道徳的である。にもかかわらずこれが善良な民意である。なぜか。

アルバザードでは質問した者はその回答によって不快になってもその不快さに対して責任

を負うというのが常識である。つまり、何を聞くことになろうと聞き出した人の責任とい

うことである 

 アルバザードは個性を尊重する。当然、個人個人の思想も尊重する。自分の考えと他人

の考えが異なることはもはや前提である。相手の考えが自分や常識に添わないことは十分

想定できる。したがって相手に自分の考えを述べさせる場合、その回答が全く予想不可能

なものである可能性を常に考えなければならない。自分から聞き出したのだからそれが自

分にとって不快な回答でもその感情に責任を持たねばならない。聞いておいて怒り出すの

はお門違いである 

 ただ、相手に対する嫌悪を感じるなということではない。自分と違う考えが気に食わな

いのは人間らしい姿である。当然それを捨てろとは言わない。冷静に私は貴方の考えが嫌

いであると述べれば良い。相手もまずそれに対して逆上するようなことはない。もし怒れ

ばそれこそ無礼である 

 尚、貴方の考えが嫌いと述べるときに気をつけるのは、間違って貴方としてはならない

ということである。思考と本人は別物である。本人は思考そのものではない。だから貴方

が嫌いといってはいけない。こういえば無礼なので相手に怒られて当然である 

 また、思考と実行も別である。そう考えているからといって実際にそうするかどうかは

別である 

 

 他にもたくさん無礼といえる事例があり、枚挙に暇がない。日本と共通しない点には特

に注意が必要である 

 

ﾉｱｵ,ﾌｱｵ,ｾﾉｲ,ｴﾏｵﾒ,ｴﾏｵﾏ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｱｵは近い。ﾌｱｵは遠い 

 ある物事とある物事の距離が空間的・時間的・心理的に近いことである。空間的な近さ

はたとえばﾄﾏｻｵ ﾉｱｵ（近い駅）。時間的な近さはﾌｸ ｴﾒﾄ ﾉｱｵ（近い日に）。心理的な近さはｽﾉ

ｿｵ ﾉｱｵ（近しい友人） 

 



 また、数量の近さも表わせる。但し、約という意味ではない。約は概数を表わすｶﾌﾉであ

る。ｫｦｦｦ ｶﾌﾉで約五千である。ではｫｦｦｦ ﾉｱｵはどれくらいの数か 

 一般的にｫｦｦｦ ｶﾌﾉはｪｯｫｦ～ｫｦｪｯくらいまでの狭い範囲である。狭い範囲の桁を四捨五入

してｫｦｦｦになる数である。一方、ｫｦｦｦ ﾉｱｵの方が広く、ｪｫｦｦ～ｫｪｯｯくらいまでの範囲を表

わす 

 数学ではともかく、日常生活では上のように細かく区別することはない。ただなんとな

くﾉｱｵのほうが範囲が大雑把といった感じで使う 

 

 ﾌｱｵは遠いこと。全てﾉｱｵと同じ語法で、意味だけが逆。空間的な遠さ、時間的な隔たり、

心理的な疎遠さを表わす 

 

 ｾﾉｲは準ずるものを表わす。それそのものではなく、それに近しいものである。つまり程

度や関係の近さを表わす。ｸﾌﾌｲ ｾﾉｲでりんごに準ずるもの、つまりりんごのようなもの。

ｽﾉｿｵ ｾﾉｲを近しい友人としてはならない。友人のようなものである 

 ﾉｵ ｼﾉﾏｴ-ﾉ ｾﾉｲ ﾄﾉは殴るようなことをしたという意味である。これは日本語にありがちな

婉曲用法ではない。婉曲なら結局は殴ったということである 

 だがこれは婉曲ではないので実際には殴っていないことになる。殴るというほどのこと

でなく、もう少し弱くひっぱたいたり、或いはもっと強くぶっ飛ばしたりといった意味合

いになる。大体実際より弱くという意味で解釈される 

 名詞を取っても同じことである。ﾄﾉ ﾒｱ ｱﾌﾉｵだと彼女は恋人だという意味であるが、ﾄﾉ ﾒ

ｱ ｱﾌﾉｵ ｾﾉｲだと彼女は恋人のようなものだという意味である 

 

 ｾﾉｲは複合語前置要素で、～に近いという意味がある。ｾﾉｲｶﾏﾀｱは死に近いから瀕死であ

る。瀕死はｶﾏﾀｱに近い状態である 

 ところが出そうで出ないくしゃみはｾﾉｲｼﾉﾉｲでなくｴﾏｵﾒｼﾉﾉｲである。ｴﾏｵﾒは実行されない、

不発なという意味である。瀕死は死に近い状態だが、くしゃみが出そうで出ない状態はく

しゃみの状態とは全く違う 

 瀕死はそのまま死へ向かっていく状態で、瀕死と死は連続した状態である。だがくしゃ

みの予備動作とくしゃみそのものはまるで異なる別の動作である 

 瀕死から死へ移行していくのに比べると、くしゃみの予備動作とくしゃみは見た目にも



動作が全く異なる。死は息の弱い状態が徐々にゼロへと移行していく。だが、くしゃみは

全然違う。息を吸う動作と爆発的にそれを吐き出す動作ではまるで逆である。予備動作と

くしゃみは全く別の行為である 

 このような場合、ｷﾌﾌではなくｴﾏｵﾒを使う 

 

 逆にｴﾏｵﾏは実行されたという意味である。ｶﾉｴ ｴﾏｵﾏで始まってしまった戦争。ﾉｵﾏ ｴﾏｵﾏ

で実行された計画。ｷﾉﾌｲ ｴﾏｵﾏで発射された爆弾 

 ｴﾏｵﾏ,ｴﾏｵﾒは主に行為を取る。会議や戦争などのイベントが特に多い。人はふつう取らな

い。取ると文脈にとって解釈するしかない 

 

ﾉｶｵ,ﾌｶｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

ﾉｶｵは主に物理的な強さを表わす。力のあることを指す。精神的に強いことも指す。ｷﾉｸも

同じである。では何が違うか。前者は攻撃する上での強さで、何かに働きかける力が強い

ことを指す。後者は防御的な強さで、物理的には打たれ強さ、精神的には心の強さを表わ

す。前者が攻撃的で外向的なら、後者は防御的で内向的である 

同じ体が強いといっても、力の強さは働きかける方なので、腕っ節がいいことはﾄﾉ ﾒｱ ﾉｶｵ ｱ

ﾏｱ ｸﾉﾌなどという。ｷﾉｸだと筋肉が良いことではなく、打たれ強いことを言う。より筋肉に

ついていうときはｸﾉﾌでなくｶﾌｸﾒという。ただし、ｶﾌｸﾒとする場合、ﾉｶｵとは共起しやすい

がｷﾉｸとは仲が悪い。ｸﾉﾌだとｷﾉｸの場合は特に病気に強い意味にとられかねない。また、ｱﾏ

ｱ ｵﾉの場合、ﾉｶｵはあまり使わず、ｷﾉｸと仲が良い。これは心が打たれ強いことを指す 

 

ﾉｳ,ﾌｳ,ﾏｳ,ﾒｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 確率を述べる語。ﾉｳはｧｦｦ％かそれに近い値。ﾌｳは高確率。ﾏｳは低確率。ﾒｳはｦ％かそれ

に近い値。確率といっても日常的にこれらの語を使う場合は所詮主観的な確率である。ど

のくらい話者がそうであろうと思っているかを表わす目安に過ぎない 

 公的な場面や科学的な場面で使うこれらの語はもう少し確率に対して慎重である。公的

な場面でﾉｳといえば必ずそうでなければ責任を負う 

 さて、日常的な言葉に直すとこれらをそれぞれ「必ず」、「多分、恐らく」、「もしかした



ら」、「絶対ない、ありえない」である 

 これらは抽具を取れる。解釈は文脈による。ﾒｴｲ ﾉｳだと絶対降る雨。ｷﾉｵ ﾉｳだとたとえ

ば出席者候補の話をしているときなら絶対呼びたい女など。ｴﾏｹﾉ ﾉｳは絶対起こる事故。こ

のように、これらは何の確率についていっているのか分からないので具体的な解釈は文脈

による 

 副詞のほうが解釈はやや簡単である。ｲﾒ-ﾒ ﾉｳは絶対行く。ｶﾏﾀｱ-ﾒ ﾒｳは絶対死なない。

動詞の起こる確率を述べたものなので解釈は容易である 

 

ﾉｳﾉ,ﾉｳﾌ,ﾃﾉｵ,ﾃﾌｵ,ｲﾉﾄｴ,ｲﾌﾄｴ,ｱﾉｻ,ｱﾌｻ,ｱﾒﾉ,ｱﾒﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 抽具を取る 

 ﾉｳﾉは正確。ﾉｳﾌは不正確。ﾉｳﾉは事実に合っていて信頼できるさま 

 

  ﾃﾉｵは仕事の内容や作品の精度がいい加減で大雑把。人に関していう場合、仕事の仕方が

大雑把というように、気持ちでなく性格を指す。ﾃﾌｵは性格に関するので、几帳面なさま。

ｲﾉﾄｴは人の気持ちについて表わす。寛容で、少しのことは気にしないこと。ｲﾌﾄｴは心が繊細

でデリケート ﾂﾌｵｴ ﾉｳﾉは事実に整合した判断。ﾂﾌｵｴ ﾃﾌｵは細かい点までの考慮した上で

の判断 

 

 ｱﾉｻは態度や様子がきちんとしているさま。意味は広く、解釈は文脈による。人の態度が

きちんとしているとは具体的には丁寧だったり真面目だったりすること。他にも実直、率

直、誠実、正直など 

 物事の場合は様子が詳細だったりきちんとしているさま。ｱﾉｼ ｱﾉｻは詳細な調査。きちん

と調べた調査である。整然としたという意味ではない。それはﾀﾒｷ 

 ｱﾌｻはいいかげん。人がいい加減で雑なこと。物事が雑でいい加減なこと。適当で乱雑で

中途半端なこと。人の態度がいい加減だったり雑だったり、物事がいい加減なこと。ｱﾉｼ ｱ

ﾌｻでいい加減な調査 

 

 ｱﾒﾉは正しい。道理、法律、事実、法則、基準などから外れないさま。誤りのないという

意味である。ｸﾌﾌﾀ ｱﾒﾉは正しい論理。ｸﾉﾌｸ ｱﾒﾉはあるべき姿勢という基準から外れない正



しい姿勢 

 ｱﾒﾉは広い。正確なという点ではﾉｳﾉを含み、真実なという意味ではｳﾉｵやｷﾌﾏを含む。ｱﾒ

ﾉはそれらの語の上位概念に当たる 

 ｱﾒﾌは不正な、正しくない 

 

ﾉｳｲ,ﾌｳｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｳｲは得意、上手。ﾌｳｲは下手、苦手。ｷﾉｵ ﾉｳｲ ｱﾏｱﾒｵ ﾉﾄｷで数学が得意な女。ﾉﾄｷ ﾉｳｲで

得意の数学。詳細にいえばｷﾉｵ ﾌ ﾉｳｲ ｱﾏｱﾒｵ ﾉﾄｷとﾉﾄｷ ﾉ ﾉｳｲ 

 ﾉｳｲはある物事のやり方をしっていて合理的に失敗なく行えるさま 

 

ﾉｳｸﾉ,ﾉｳｸﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｳｸﾉは論理的な。論理的なという意味が基本だが、アルバザードでは論理性が重んじら

れるため、それがそのまま賢いとか「理由のある尤もな」といった意味に通じる。ｲﾕ ﾉｳｸﾉ

は論理的な言葉とも賢い言葉とも尤もな言葉とも取れる 

 ﾉｳｸﾉは人もしくはその付随物を取れる。付随物とは論理的な人が論理的な才覚を見せる

場面で行う何かである。論理的な人が議論の場で論議をした場合、ｸﾌﾀｴ ﾉｳｸﾉといえる。だ

が実際論理的なのは論議ではなくその人である 

 このように他にも人を取る形容詞は付随物を通してその人を表わせる。人を取る形容詞

は原則として付随物も取れる 

 

 ﾉｳｸﾌは非論理的。愚かで非合理的、尤もでないなどという意味を持つ 

 

 アルバザードでは論理性のあることが好まれるため、ﾉｳｸﾉは良く使われる誉め言葉であ

る。日本語で「それは論理的だね」といって誉めることは少ない。そもそも論理的である

ことがあまり誉め言葉には聞こえない。むしろ中立的な評論に聞こえる 

 だがアルバザードではﾉｳｸﾉは誉め言葉で、日常的にも良く使われる。相手の発言の受け

答えにﾉｳ,ｾﾉ,ﾉﾏなどと答える代わりにﾉｳｸﾉと肯定することもできるくらいである 

 ﾉｳｸﾌもまた貶し言葉として良く使われる。ﾄﾌｵｱやﾌｱｳなどと違って本人を目の前にしても



言える罵倒である。ｼﾒﾒｵやﾌｱｳなどといえば相手は当然怒る。だがﾉｳｸﾌは確かに相手がﾉｳｸ

ﾌであるかぎり相手は怒れない 

 日本人なら不機嫌になって拗ねるところだが、それはアルバザードではありえない。ﾉｳｸ

ﾌ言われたほうは厳粛にそれを受け止めるか、或いはなぜﾉｳｸﾌかを聞き返す。そうしないで

怒り返したりするとふつう自分に対して恥ずかしいとか心苦しい感じる 

 

ﾉｳｸﾏ,ﾉｳｸﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｳｸﾏは時間通りの。時間に正確で時間厳守。人、乗り物、イベントなどに使う。ことの

起こりが時間通りであることを指す。人や列車の到着や出発、イベントの開始など、こと

の起こりの時間が予定通りであることを指す 

 ゆえに時計の時間が正確という意味では使えない。何もことが起こらないからである。

正確な時計はｸﾒﾄｲ ﾉｳｸﾏではなくｸﾒﾄｲ ﾉｳﾉ。ｸﾒﾄｲ ﾉｳｸﾏだと目覚ましの鳴る時間が正確な時計

という意味になる。目覚ましは開始が考えられるからである 

 そのほか、ｷﾉﾌｴ ﾉｳｸﾏは時間通りの爆発、ｷﾉﾌｲ ﾉｳｸﾏは時間通りに爆発する爆弾、ｸﾌﾏ ﾉｳ

ｸﾏは時間通りに来た娘のほか、出産予定日通りに産まれた娘とも取れる 

 ﾉｳｸﾒは逆で、時間を守らない、時間にルーズな。ｵﾏﾉ ﾉｳｸﾒは出産予定前後に産まれた娘

とも 

 

ﾉｳｵ,ﾌｳｵ,ｶﾏｹ,ｶﾒｹ,ｹﾌﾉｶ,ｹﾌﾌｶ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾉｳｵは正統な。ﾌｳｵは異端の、破格な 

 ﾉｳｵはある系統における分派の中で最もその系統にとって純粋でその系統の本質を受け

継いでいるものを表わす。血筋や宗教や伝統、習慣、文化などに使う。血筋でも教理でも

文化でも商品の流通でも何らかの系統であれば良い 

 人も取れる。ｷﾉｵ ﾉｳｵで正統な血筋の女などの意味 

 

 ﾉｳｵには合法という意味はない。合法はｶﾏｹ。法に合致するさまである。基本的に何でも

取れる。それが合法であるというだけである。空気でも何らかの点で合法性があれば取れ

る 



 ｶﾒｹは違法 

 

 また、ﾉｳｵは正統な血筋も表わすのでｸﾌﾏ ﾉｳｵといえば正統な血筋の娘とも取れる。だが、

これは血筋でなく宗教など、ほかの解釈もありえる。教祖の教えを良く受けた娘がいると

する。これは非嫡出だが教祖から見ればその宗教にとって彼女こそ後継者にふさわしい。

つまり宗教的に正統な娘である。と、このような解釈もありえる 

 そこで嫡出を専門に表わす語がｹﾌﾉｶである。これは正妻の子という意味である。ｹﾌﾌｶは

逆に妾の子。庶出である。一夫多妻において第二婦人以降の子も非嫡出なのでｹﾌﾌｶである。

これらは人及び付属物を取る。ｸﾌﾏ ｹﾌﾉｶは嫡出の娘。ﾀﾉ ｹﾌﾉｶは嫡出子のいる家 

 

ｼﾉｵ,ｼﾌｵ,ﾄﾏﾄ,ﾄﾒﾄ,ﾏｸｱ,ﾒｸｱ,ｵﾏﾄ,ｵﾒﾄ,ｳﾌｵﾉ,ｳﾌｵﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｼﾉｵは思わず笑ってしまうような愉快で楽しいさま。興味深いという意味ではなく、愉快

の意味での面白い。ｼﾌｵはつまらなく退屈なさま 

 

 ﾄﾏﾄは興味深い。奇妙で面白い場合も興味深いということでﾄﾏﾄ。日本語では事件が起こった

ときに面白いというと不謹慎だが、ﾄﾏﾄだと不謹慎ではない。無論、ｼﾉｵは不謹慎である 

 ﾄﾏﾄは当事者も非当事者も言える。事件の犯人も被害者も平然とﾄﾏﾄという。興味深いことは

アルバザードでは美徳であるため、不謹慎だという発想にはふつう至らない 

 ﾄﾒﾄはつまらない、面白くない、興味を惹かれない。ｼﾌｵは退屈で、近い意味があるが、愉

快でないことを表わす。ﾄﾒﾄは興味の観点からつまらないことである。愉快かどうかはそもそ

も関係ない 

 つまらない勉強は興味がないということでﾄﾒﾄを使う。つまらないお笑いは笑えないので

ｼﾌｵである 

 

 ﾏｸｱは嬉しい。自分の欲求が満たされたことを意識したときの状態。幸運ではない 

 ﾒｸｱは悲しい。喜ばしくない自体に遭遇したときの嘆かわしい気持ち。不運ではない 

 人を哀れむ気持ちでもない。悲しい人という用法はない。悲しい主人公、悲しい少女は

こちらが同情したくなる主人公や少女のことであるが、ｷﾌﾉｵ ﾒｸｱだと悲しんでいる少女で

ある。こちらの気持ちではない 



 

 ｵﾏﾄは幸せ。幸福である。だが幸運ではない。その時点での状況に満足しているさま。ﾌｲｵ 

ｵﾏﾄで幸福な暮らしぶり。ｷﾉｵ ｵﾏﾄで幸せな女。ｸﾉﾀｴ ｵﾏﾄで幸せな結婚。全てその状態で満足

しているさまを表わす 

 ｵﾒﾄは不幸。その状態に満足していないどころかむしろ不満があるさま 

 

 ｳﾌｵﾉは幸運。幸福ではない。物事が偶然にも自分の都合の良いように運ぶさま。つまり

運が良いさま。ｷﾉｵ ｳﾌｵﾉでラッキーな女。ﾉﾂﾌ ｳﾌｵﾉでラッキーな籤。つまり当たり籤。ｷﾒﾄ

ｲﾉ ｳﾌｵﾉでラッキーな学校。だがこれだけでは具体性に欠く。たとえば回りは爆弾で破壊さ

れたのにたまたま戦火を免れた学校など 

 ｳﾌｵﾌは不運。運が悪いさま 

 

ｼﾏｼ,ｼﾒｼ,ﾄﾉｱﾄ,ﾄﾌｱﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｼﾏｼは匂いが強いさま。ｼﾒｼは匂いが弱い。客観的には匂いの分子が高密度であるさま。

主観的には分子が高密度である上、更に鼻がつまっていないことも必要 

 ﾄﾉｱﾄは良い匂い。ﾄﾌｱﾄは臭い。匂いの強さではなく、匂いの種類。匂いの良悪である 

 ｼﾏｼとﾄﾌｱﾄは日本語ではしばし混同される。あの女は香水臭いというが、香水が臭いはず

がない。香水は動物の匂いを使ったものがあるにせよ良い匂いのものを使っている。香水

そのものが臭いはずがない。売り物にならないからである。なのに日本人は香水臭いとい

う。これはｼﾏｼとﾄﾌｱﾄの分化が曖昧な証拠である 

 一方、アルカでは匂いの強弱の良悪は精密に分化している。香水がどんなにきつかろう

とﾄﾌｱﾄとはいわない。ｼﾏｼである 

 ｶﾉｵｲ ｼﾏｼは匂いの強い果物で、匂いの良悪は不明。桃もように香りが強い果物を指す。

ｶﾉｵｲ ﾄﾌｱﾄはドリアンのように臭いもの 

 ｳﾒｷ ｼﾏｼは匂いの強い息。良悪は不明なのでミントを食べた後の強い清涼感のある良い匂

いでも、ニンニクを食べた後の強い臭気でも使える 

 体臭は日本人のようにあれば何でも臭いとは言わない。ある程度体臭があるのは当たり

前なので、感じれば即臭いということはない。体臭を感じる程度ではｼﾏｼ止まりである。た

だ、それを不快に感じた瞬間ﾄﾌｱﾄになる。口臭も同じ 



 風呂上りの女の髪の香りをいう場合はｼﾏｼともいえる。シャンプーが強く漂うからである。

間違ってﾄﾌｱﾄといったら怒られる 

 

ｼﾏｵﾉ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ぐにゃぐにゃするさま。ぶよぶよ、ぷよぷよ。形が変化しやすく弾性が少ない様子。空

気の抜けたボールやタイヤ、ゼリー、プリン、柔らかい大き目の胸、女の尻などに使う 

 

ｿﾏｲ,ｿﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｿﾏｲは正常。いつもと同じで間違いや故障のないさま。機械や人に使う。機械なら故障し

ていないさま。人なら頭が狂っていないこと 

 ｿﾒｲは異常。いつもと違ってどこか具合が悪いさま。機械や人に使う。機械なら故障。人

なら頭が狂ったという意味。体がおかしいという意味はない。気違いという意味しかない。

酔っ払った場合もｿﾒｲとはいえない。気が触れたときだけである 

 

ｹﾉ,ｹﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉは多い。数量や割合や頻度が大きいさま。ｸﾌﾌｲ ｹﾉは数量。ﾀﾉﾒ ﾉｶ-ﾒ ﾒﾄ ｹﾉ（トマトは

水分が多い）は割合。ﾉｲﾌｸ ﾒｱ ｹﾉ ｱﾏｱ ｻﾉﾀｸ（日本は地震が多い）は頻度 

 

 経験の多さも取れる。これは頻度と言い換えても良さそうである。たとえば休みの日に

もよく会社にいったものだはﾉｵ ｲﾒ-ﾉ ﾄﾏﾌｱ ﾌｸ ｷﾌｹｴﾒﾄ ｹﾉ ｱﾉｵである。ｹﾉをｲﾒ-ﾉにかけては

いけない。休みの日にもその一日の中で何度も会社に行ったことになってしまう 

 

 ｶﾉ ｸﾌﾌｲ ﾌｱ ｸﾉ ｹﾉ ｹﾕ ｶﾉはりんごが四つで多くなったである。たとえば出席者が五人い

てりんごが足りなかったが、そのうち二人が帰ったため、りんごが四つだけなのにむしろ

多くなってしまったという状況である。四つのりんごで多い状態になってしまったという

ことである。これはりんごが四つ余ったということではない。その場合、ｶﾉ ｸﾌﾌｲ ﾌｱ ｸﾉ ｷ

ﾌｲｵという 



 

 ｹﾉを副詞にすると「たくさん」「何度も」の意味。ｼﾉﾏｴ-ﾉ ｹﾉは何度も殴った。回数を数

えられる動詞と共起する 

 よく～したものだと解釈する場合もある。ﾉｵ ｳﾏｸ-ﾉ ｹﾉ ｲﾏﾉといえば「よくここを訪れた

ものだ」と訳せる 

 

 ｹﾉにかかる副詞はｱﾌｵやﾀﾉｲなど。ｱﾌｵは非常に多い。ﾀﾉｲは多すぎる 

 

 一方、ｹﾌは少ない 

 

ｹﾉﾏ,ｹﾉﾒ,ｸﾌﾄﾉ,ｸﾌﾄﾌ,ｱﾀﾉｵ,ｱﾀﾌｵ,ｹﾉﾄｲ,ｹﾌﾄｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾏは偉大。偉い、立派。地位や身分が高く人物も優れているさま。人と付属物を取る。

ｷﾉｵ ｹﾉﾏで偉大な女。ｷﾉｹ ｹﾉﾏで偉業 

 ｹﾉﾒは偉くないさま。地位や身分が低く、人物も無能なさま 

 

 ｸﾌﾄﾉは高貴。身分や地位が高いこと。王族は高貴なので当然ｸﾌﾄﾉだが、社長は地位が高い

のでｸﾌﾄﾉといえる。日本語では社長は高貴とはあまりいわないので惑わされないように 

 ｸﾌﾄﾉは身分が高いことだけをいう。人物が優れているかは不明 

 ｸﾌﾄﾌは身分が低いこと。下賤 

 

 ｱﾀﾉｵは高尚。身分の問題ではない。理性や精神が高尚なこと。知性や教養が高く、倫理

もわきまえているさま。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｱﾀﾉｵで高尚な女。ｴﾉﾌｸ ｱﾀﾉｵは高尚な人が

集まるクラス 

 ｱﾀﾌｵは下等、下賤、下品のほかに、娯楽的、享楽的、野蛮といったニュアンスも持つ。

ﾉｳﾏｵ ｱﾀﾌｵは享楽的な趣味などとも取れる 

 

 ｹﾉﾄｲは態度が尊大なこと。横柄、傲慢も同じ。自分を必要以上に誇示し、同時に他人を見

下す様子。悪い意味 

 ｹﾌﾄｲはは控えめ、謙虚。自分を実際より低く扱い、他人をむしろ見上げる様子。やりすぎ



ると悪いことだが多少の謙虚さは好まれる。ｷﾉｵ ｹﾌﾄｲで謙虚な女 

 物にも使える。大きく華麗な花の中でひときわ小さく咲いている花などはｸﾌｵﾉ ｹﾌﾄｲとい

える。逆に周りが小さいのに一つだけ大きく咲き、周りの花に影を作って太陽光を遮断す

るような花はｸﾌｵﾉ ｹﾉﾄｲである。つまり偉そうな花である。嫌われるが、そういう花が好き

な人もいる 

 

ｹﾉﾉｴ,ｹﾉﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾉｴは逞しい。体が健康で筋肉質なさま 

 ｹﾉﾌｴは貧弱で貧相な 

 

ｹﾉﾉｱ,ｹﾉﾌｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾉｱは見かけが良いさま。人の服装が良いさま。顔が良いという意味ではなく、身なり

が良いこと。また、服のセンスが良く、かっこいいさま 

 ｹﾉﾌｱはみすぼらしいさま。ｷﾉｵ ｹﾉﾌｱでみすぼらしい女。ｴﾉｼ ｹﾉﾌｱでみすぼらしい服。擦

りきれたり履きつぶしたものも意味する。ﾄﾉｴﾄ ｹﾉﾌｱで履きつぶした靴 

 

ｹﾉｼ,ｹﾌｼ,ｳﾏｻ,ｳﾒｻ,ｴﾏｸ,ｴﾒｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏｸは複雑。仕組みや体系が複雑なこと。問題などの抽象から髪型のような具象も取れる。

ｵﾌﾉ ｴﾏｸで複雑な髪型。セットするのに面倒な髪型のこと 

 ｴﾒｸは単純 

 

 ｳﾒｻは難しい。ｴﾏｸと違って難易度が高いことを表わす。ｳﾒｻなら大抵ｴﾏｸといえるが、同

一ではない。フェルマーの定理は問題としては非常に単純であるが、難易度は極めて高い。

このような場合、ｳﾒｻではあってもｴﾏｸではないといえる。ゆえに両者は同一ではない 

 ｳﾏｻは簡単。難易度が低いことを表わす。ｾﾒｱ ｳﾏｻは簡単な問題。すぐに解けるもの。ｾﾒ

ｱ ｴﾒｸは単純な問題。簡単かどうかはわからない。フェルマーの定理はｴﾒｸだがｳﾒｻ 

 



 ｹﾉｼは面倒。難しいとか複雑だということではない。労力がかかることである。しかも大

抵は難しくない単純作業の場合に使う。労力がかかる上に退屈である。このような場合に

面倒だということでｹﾉｼという 

 ｹﾌｼは簡単。ｳﾏｻは難易度が低いという意味だが、ｹﾌｼは面倒くさくないという意味である。

労力がかからず、時間もかからない。更に場合によっては退屈でさえないかもしれない 

 

ｹﾉｹ,ｹﾌｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｹは重い。重量があるさま。重量に関して使い、抽象的な意味は少ない。罪が重いとは

いえない。ｱﾀﾏ ｱﾌｵである。つまり、程度の大きさはいえない。責任の重い仕事ともいえな

い。身分や地位に関しても使えない 

 

 ｹﾉｹは重量のほかに体のだるさも表わす。ｷﾉｵ ｹﾉｹは重い女かだるい女か分からない。繋

詞の場合、ﾉｵ ﾌｱ ｹﾉｹだと体重があるという意味で、ﾉｵ ｵﾉ-ﾌ ｹﾉｹだと体がだるいという意

味である。繋詞では両者を区別できる 

 体がだるいとき、体が重く感じる。だからｹﾉｹという。比喩ながらも重いという意味が残

っている 

 

 あの女は愛が重すぎるというときはｹﾉｹを使えない。その抽象的意味はない。その場合は

ｸﾌｵｹﾉ 

 重い仕事もｹﾉｹではない。もしｹﾉｹといえば荷物運びなどの仕事を意味する。精神的に辛

い仕事という意味にはならない 

 また、重大なはｶﾏﾄｳであってｹﾉｹでない。程度が甚だしいのはｱﾌｵ。眠くて瞼が重いときは

単に眠いと表現し、ﾏｸﾏを使う 

 ｹﾌｹは軽い 

 

ｹﾉｹｸ,ｹﾌｹｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｹｸは重荷であるさま。料理が胃にもたれるさま。ﾄﾉｼ ｹﾉｹｸだと重荷な仕事。できればな

くなってほしい重荷であることを指す。ｷﾉｵ ｹﾉｹｸは重荷な女。一緒にいると面倒ばかりか



けて厄介な女 

 ｹﾌｹｸは逆にできれば一緒にいたい人や物。心のよりどころ。また、心の気楽さ。ｷﾉｹ ｹﾌｹ

ｸは心のよりどころになる仕事。ｷﾉｵ ｹﾌｹｸはよりどころになる女 

 

ｹﾉｹｵ,ｹﾌｹｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｹｵは悲観的。物事が上手くいくだろうと考えがちな傾向にあるさま。ネガティブでペ

シミスティックな気持ち。人と付属物を取る。ﾏｴﾌｴ ｹﾉｹｵは悲観的な考え。ｷﾉｵ ｹﾌｹｵは悲観

的な女 

 ｹﾌｹｵは楽観的。物事が悪くいくのではないかと考えがちな傾向にあるさま。ポジティブ

でオプティミスティックな気持ち 

 

ｹﾉｷ,ｹﾌｷ,ｹﾏｷ,ｹﾒｷ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 色を表わす。茶、桃、灰、紫の順 

 

 ｹﾉｷは茶色。褐色。茶色らしい茶色は勿論、黄土色からこげ茶色までを含む。土のように

やや黄色い茶色も含むし、トーストの焦げ後のようなこげ茶も含む 

 日焼けした肌は黒、赤、茶のどれか 

 髪の毛を茶に染めた場合もｹﾉｷ。ブルネットもｹﾉｷ 

 木々が緑から赤を経て茶色になったらｹﾉｷ 

 茶色は木や土の色である。木は白っぽいものや黄色っぽいものもあるが総じて茶色が多

いし、土もアルバザードのものは中心的な茶ではないが、総じてｹﾉｷに入る 

 茶色は落ち着きのある色というイメージがある。その点では灰色と同じだが、茶色は更

に暖かい色というイメージも加わる。落ち着きがあって暖かいことから家具など、家庭内

の物に好まれる 

 逆に灰色は後述のとおり落ち着きがあるが、暖かみはない。それを上手く活かしたのが

机であろう。家庭の机は団欒を招くために大抵茶色くしている。一方、オフィスや学校の

机は落ち着いて仕事がはかどるようにするために灰色のものが多い。日本でもおおよそ同

じである 



 また、木や土など、身近で手に届く自然の色でもある。これらの事情からｹﾉｷは基本、自

然、落ち着き、安心、暖かいといったイメージを持つ色である 

 

 ｹﾌｷは桃色。ピンク。薄い桜色からやや赤めなピンクまでを含む。白がかった赤のことで

ある 

 ピンクは肉の色で、そこから肉体の部分を表わせる。たとえば唇は肉体の一部で赤みが

かっていて、色はピンクが健康かつ艶かしく良いとされる。爪や頬や乳首や性器も同様で

ある 

 ピンクは抽象的な意味として性的な意味を持つ。性に関わる色である。肉体を連想する

からである。ｳﾏﾏｲ ｹﾌｷはやらしい対話、下ネタ 

 ただし、卑猥な感じではなくむしろ婉曲な感じがする。ﾒｴﾒﾄだと同じ淫らでも硬い感じが

するが、ｹﾌｷは卑猥ではなく婉曲な感じがする 

 ピンクは薄いピンクであるとあまり卑猥な感じがなく、暖かで幼げで柔らかいイメージ

がある。それらの連想から甘い記憶をも連想させる。アルバザードはテレビなどで、良い

回想シーンには薄いピンクが背景か周囲を取り巻き、それが回想であることを表わす 

 ピンクが濃いとやらしい意味が如実に出る。風俗などは濃いピンクの看板が多い。性欲

を掻き立てる色である 

 少女は薄いピンクを好むが、濃いピンクは好まない。濃いピンクを着ていると淫乱であ

ると揶揄される 

 また、太っている人はピンクを避ける。だが、ピンクを着せるとより太って見えるので、

他人は太っている人を見るとピンクの服が似合うと考えがちである 

 このように、ピンクは濃さで意味合いが変わるため、注意のいる色である 

 

 ｹﾏｷは灰色。グレイ。白っぽいグレイから黒っぽいグレイまで含む。銀も光沢が少なく、

広く見ればｹﾏｷといえる 

 ｹﾏｷは灰やアスファルトの色 

 ｹﾏｷは灰の色であることから、終わってしまった残骸を連想させ、そこから死を連想させ

る。更に死から静かさをも連想させる。ゆえにｹﾏｷは死や静かさの象徴となる。実際、ｹﾏｷ-

ﾒは俗語で殺すという意味がある 

 アルバザードでは静かさを必要とするものは好んで灰色を取り入れる。パソコンのよう



に神経が苛立つものは沈静化させるために灰色を選ぶことが多い 

 

 ｹﾒｷは紫。青みがかった紫、つまりバイオレットから赤みがかった紫、つまりパープルま

で含める 

 また、醤油やコーラのような黒い紫もｹﾒｷといえる。同時にこれらはｻﾌﾄともいえる 

 逆に雲や煙のような白っぽい紫もｹﾒｷの周辺的成員である 

 紫は昔、貴重な染料であったことから未だに高貴な色として認識されている。一方、青

は冷静沈着で、赤は情熱である。そして高貴は情熱よりは冷静沈着と共に連想される。ゆ

えに赤紫より青紫のほうが高貴である 

 むしろ青紫が高貴を表わすようになったせいで、対極にある赤紫はむしろ下賤を象徴す

るようになった 

 宝石でも青紫のほうが好まれる。髪を染めるにしても青紫のほうが好まれる。ルシーラ・

クミールは若干青黒いような紫に髪を染めたことがあった。これは高貴さを象徴して使徒

をまとめようと考えたためであるといわれている 

 

ｹﾉｺｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｺｹはいらいらした気持ち。物事の進行が思い通りにいかなかったり遅かったりしてい

るせいでじれったくて怒っているさま。人や物を取る。ﾄﾉｼ ｹﾉｺｹはいらいらさせるような仕

事。ｷﾉｵ ｹﾉｺｹはいらいらさせる女か苛立っている女のどちらか 

 

ｹﾉﾂ,ｹﾌﾂ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾂは親切。困っている人や弱い人を無報酬で助けてやるさま。金銭など、見返りを求め

たらいくら助けてもｹﾉﾂではない 

 説明が丁寧な文章を親切な説明、親切な手紙などというが、ｹﾉﾂではない。ｴﾒｶ ｱﾉｻや、

ｴﾒｶ ｳﾏｻﾄﾏｲなどという。ｴﾒｶ ｹﾉﾂというと親切な人による親切な内容の文。たとえば、君を

助けようなどという内容の文 

 ｹﾌﾂは不親切 

 



ｹﾉｲ,ｹﾌｲ,ｳﾏｲｱ,ｳﾒｲｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｲはピーンと張った状態。ｹﾌｲはその逆で、ダラーンとした状態。二次元にも三次元に

も使える。人にも物にも使える。顔や腕の筋肉を弛ませられる 

 ｳﾏｲｱはｳﾒｲｱの集まりである。縮れは皺がいくつも寄り集まって縮まったものである。ど

ちらも二次元、三次元に使える。紙を少し折れ目をつけたくらいでは皺であるが、無数に

皺を与えるとその紙は縮れた紙といえる 

 髪の毛は皺にできるが、皺程度では目立たないのでふつうｳﾏｲｱの段階で問題にされる。

だから皺の髪というのはふつう言表されず、縮れ髪が言表される。逆に顔の場合、一本の

皺でも問題になる。ゆえに顔の皺についてはｳﾒｲｱが使われる。顔にｳﾏｲｱということもでき

るが、老人のように皺くちゃになった顔をいう。したがってｳﾏｲｱは皺くちゃにするという

意味もある 

 

ｹﾉﾄｴ,ｹﾌﾄｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾄｴは動きの大きいこと。動的なさま。アクティブな様子である。物の反応が活発である

ことや、人が活動的であることを指す。ｸﾉﾌﾄﾉﾀｲ ｹﾉﾄｴで活発な化合 

 ｳﾉｲ ｹﾉﾄｴで活動的な絵。勿論、絵が動くのではなく、躍動的という意味。実際に仕掛け

で絵を動かしても同じくｹﾉﾄｴといえる。これは本来的な意義である 

 ｷﾉｵ ｹﾉﾄｴで活動的な女。精力的な女 

 ｹﾌﾄｴは非活動的な。物が不活性な。液体が淀んでいるさま。ﾒﾄｷﾒ ｹﾌﾄｴで淀んだ泉。もう

殆ど水が沸かず、水の循環が行われていない非活動的な泉のこと 

 ｷﾉｵ ｹﾌﾄｴは非活動的な女。内向的とか引きこもりと連想されやすいことは確かだが、それ

そのものではない。あくまで非活動的でアクティブでない女。休日は家でじっとして、ス

ポーツや趣味などに出かけたりしない女 

 

ｹﾉｸ,ｹﾌｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｸは適した。ある条件に適うさま。むしろその条件から見て好都合であるさま。抽具を

取る。ｷﾉｵ ｹﾉｸで適任な女。何に適任かは不明。ｷﾉｵ ｹﾉｸ ﾉﾄﾒｵ ｷﾉｹ ｱﾕでこの仕事に適任な女



というように具体化する 

 ﾄﾉｼ ｹﾉｸだと適任で条件に好都合な仕事。ｺﾌﾄ ｹﾉｸは適した金。たとえば香典として適切な

額の金という意味や、何かを買うのに足りる金という意味。ｶﾌﾄｱ ｹﾉｸで適切な診察。症状に

合わせた回復に都合の良い診察 

 ｹﾌｸは不適。適さないどころか条件にとって都合が悪いという意味 

 

ｹﾉｸｼ,ｹﾌｸｼ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｸｼは時間が多くかかる。ふつう悪い意味。良くても中立。ﾄﾉｼ ｹﾉｸｼで時間のかかる仕事。

人も取れる。ｷﾉｵ ｹﾉｸｼでのろい女。人の場合、行動に時間のかかるのんびり屋のことで、

やはりふつうは悪い意味 

 ｹﾌｸｼは時間のかからない。人も取れる。その場合は行動が素早い人 

 

ｹﾉｵ,ｹﾌｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｵは深い。あるものの底や内部までなかなか届かないさま。深い谷はﾃﾌﾄ ｹﾉｵ。深い穴は

ｸﾉｳ ｹﾉｵ。積もった雪も深い。穴や谷は底があるので貫通していない。では、トンネルのよ

うに貫通したものにｹﾉｵはいえるか？これはいえる。深いトンネルはﾄﾏｵｻﾏｵ ｹﾉｵ 

 ここにあげたのは細長い棒状や筒状のものが多いが、別に細長くなくてもｹﾉｵといえる。

目鼻の掘りの深さはｹﾉｵである。鍋も平鍋と深鍋があり、深鍋はｹﾉｵである 

 椅子に深く腰掛けるは距離に関することであるものの、ｹﾉｵは使えない。ｴｲﾌｵ-ﾒ ｽﾉｵでも

ない。これは電車や路面などで脚を広げてスペースを多く確保して座ることである 

 深く座るはｴｲﾌｵ-ﾒ ﾄﾌﾒである。奥に座るである。椅子はどちらが前面かといえば背もたれ

のないほうであろう。なぜなら人が背もたれに背をかけて座ると人の前面がそちらを向く

からである 

 椅子の前面から見て背もたれは奥まったところにある。そこに座るのでｴｲﾌｵ-ﾒ ﾄﾌﾒである。

背もたれのない椅子も同じ考えが適応される。つまり人の顔が見えるほうがその椅子の前

面になる。そこから後ろへ下がるほど奥である。ゆえに背もたれのない椅子でも同じくｴｲﾌ

ｵ-ﾒ ﾄﾌﾒという 

 同じく電車の長椅子やソファーなども全てﾄﾌﾒである 



 

 濃いという意味はない。濃い霧はｹﾉｵではない。ｵﾒﾉである 

 深い森もｹﾉｵではない。ｱﾉｴである。また、深い森は単に広い森でなく、木々の密度が濃

密なというニュアンスがある。それを活かして訳すとﾒﾁﾏ ｺﾉｳである。これこそ深い森であ

るといえる。いずれにせよｹﾉｵは使えない 

 深遠なという抽象的な意味もない。深い考え、研究、知識などはｹﾉｵではない。深い考え

はﾏｴﾏｵ ｷﾄﾏｵである 

 程度が大きいことも表わさない。深い悲しみはﾒｸｱ ｱﾌｵ。深い興味、眠り、傷なども同様。

深い緑はﾉｶ 

 深く息を吸うもｴﾉｻｴ-ﾒ ｹﾉｵではなくｴﾉｻｴ-ﾒ ｱﾌｵ。これは大きく息を吸うと同じ意味。ぜ

いぜいはあはあ何度もいう場合はｴﾉｻｴ-ﾒ ｹﾉ ｱﾌｵといってもいいし、ｽﾉｽ-ﾒやﾉﾉｽ-ﾒといって

も良い 

 親密なという意味もない。深い関係、男女の深い仲はｵﾉﾉｲ。彼と深く付き合うなはｱﾏｱ-ﾏ

ﾄ ｵﾉﾉｲ ﾉﾄ ﾄﾉ 

 

 ｹﾌｵは浅い。語法はｹﾉｵと同じ。物理的な意味だけで抽象的な意味はない 

 日本語の場合、浅いは深いと違って時間も表わす。開店してから日が浅いというような

例である。ｹﾌｵは時間は表わせないのでｹﾌｵではない 

 

ｹﾉｵﾄ,ｹﾌｵﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｵﾄは分別があって思慮深いさま。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｹﾉｵﾄ,ｴﾏﾏﾄ ｹﾉｵﾄなど 

 ｹﾌｵﾄは分別がなく浅はかなさま 

 

ｹﾉｵｱ,ｹﾌｵｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｵｱは陽気。考えが前向きでポジティブ。しかも素行や態度も外交的。ｹﾉｹｵ,ｹﾌｹｵは物の

見方を表わしているが、ｹﾉｵｱは外見的内面的を合わせた総合的な人格の明るさを指す 

 人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｹﾉｵｱ,ｸﾌｲｴ ｹﾉｵｱなど 

 ｹﾌｵｱは陰気。考えが後ろ向きでネガティブ。素行や態度も内向的。総合的な人格の暗さ 



 ｹﾉｵｱは良～中立の意味。ｹﾌｵｱは悪～中立の意味 

 

ｹﾉﾀ,ｹﾌﾀ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾀは自動。ﾏｸﾌ ｹﾉﾀで自動ドア。ｹﾌﾀは手動。ﾏｸﾌ ｹﾌﾀで手動ドア 

 いずれも物を取る 

 ｹﾉﾀは機械仕掛けという意味合いがある。自然の力でそうなるというよりは人間が作った

仕掛けによる自動である。ゆえにﾒｴｲ ｹﾉﾀというのは天然の降り注ぐ雨ではなく、撮影に使

う自動で雨を出す装置、つまり撮影用の雨を作るシャワーなどを指す 

 ｹﾉﾀの自動性は完全な自動性からある程度の主導性を含むものまである。自動ドアは手で

押せば自動で開くドアがあり、手動との中間的存在である。このような場合でもかろうじ

てｹﾉﾀということができる 

 水洗はｹﾉﾀの場合、手を出せば自動で水が出るもの。蛇口を捻るものはｹﾌﾀ 

 時計は自動巻きはｹﾉﾀ、手巻きはｹﾌﾀ 

 いずれにせよ、自動といっても完全に自動とはいいがたいものが多い。自動ドアも自動

蛇口もいずれにせよその前まで移動したり手を出したりする動作までは自動ではないから

である。だがｹﾉﾀは完全でない自動の場合でも表わせるので狭く見ないよう注意が必要 

 

ｹﾉｱ,ｹﾌｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 形容詞の場合、ﾉ,ﾌの区別がなければどちらも同じ意味になる。ｹﾉｱ-ﾒは言いなりにする

で、ｹﾌｱ-ﾒは言いなりになる。いずれにせよｹﾉｱ,ｹﾌｱは「言いなりな」。人と付属物を取る。

ｷﾉｵ ｹﾉｱ,ｽﾒｲ ｹﾉｱなど。ｽﾒｲ ｹﾉｱは内容が相手の言いなりになっている 

 

ｹﾉｳ,ｹﾌｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｳはざらざら。ｹﾌｳはつるつる 

 ｹﾉｳは感触がざらざらという意味ではない。表面がまっ平らで何も表面になければそれは

ツヤツヤなのでｹﾌｳである。だが、表面に小さな突起が無数にある状態をザラザラと捉え、

ｹﾉｳという。ヤスリや生姜おろしのようにザラザラしてしかも固いものや、タオルや舌のよ



うに感触は柔らかいものの、表面にヒダが多く平らでないものをｹﾉｳという 

 

ｹﾉｳﾄ,ｹﾌｳﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉｳﾄは経験豊富な。玄人の。熟練した。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｹﾉｳﾄ。ﾄﾉｼ ｹﾉｳﾄは経験豊

富な人のやる仕事ぶり。ｽﾒｲ ｹﾉｳﾄは経験豊富な人が書いた流暢な手紙 

 ｹﾌｳﾄは経験が浅い。素人の 

 

ｹﾉﾁ,ｹﾌﾁ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾉﾁはふさわしい。それに当たるのが当然であるという意味。ｱﾀﾒ ｹﾉﾁは当然の報い。ｷﾉｵ 

ｹﾉﾁは何らかの点において当然選ばれる女。ﾄﾒﾌ ｹﾉﾁは読む価値がある本。～する価値がある

という意味もある 

 ｹﾌﾁはふさわしくない。不相応な 

 

ｹﾏｲ,ｹﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾏｲは幅広い。二次元体或いは三次元体の持つある面積について、その幅が大きいさま。

幅を求められる以上、その面積は正方形ではなく、長方形、特に細長いものを表わす。た

とえば川やノートや道などは好例である 

 細長いものの横幅しか表わさない。それ以外の比喩的な用法はない。幅広い知識はﾄﾒｳﾕ ｹ

ﾉｻﾌｱ。幅広い支持はｹﾉﾄｸ ｹﾉ,ｹﾉﾄｸ ｹﾉｻﾌｱなど 

 ｹﾒｲは幅狭い 

 

ｹﾏﾄｲﾉ,ｹﾏﾄｲﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾏﾄｲﾉは本当の、裏の、実の、名目上でない、黒幕の。抽具を取る。ｷﾒﾄ ｹﾏﾄｲﾉで実学。ｷﾉ

ｵ ｹﾏﾄｲﾉで黒幕の女など。ﾄﾉﾏ ｹﾏﾄｲﾉで実の母親 

 ｹﾏﾄｲﾌは名目上の、上辺だけの、虚偽の、偽りの、表向きの。ｱﾌﾉｵ ｹﾏﾄｲﾌで上辺だけの彼女。

ｱﾒﾄｵ ｹﾏﾄｲﾌで表向きの性格 



 ｷﾒﾄ ｹﾏﾄｲﾌで虚学。偽りの学問。哲学など、実例や実世界のことをあまり省みず、自分の

机上の空論で考えを進めていく学問。アルバザードでは実世界を直接反映しないので軽視

される。データを使って実証したり、科学的な手法を取れない学問のこと 

 武士道などもこれに当たる。仮に結果的に真理を捉えていたとしても過程が根拠不十分

なので軽視される。答えが偶然一致した数学の回答と扱いは同じである 

 ｶﾒｵｱ ｹﾏﾄｲﾌで名目上の会社。架空の企業 

 

ｹﾏｸｱ,ｹﾒｸｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾏｸｱは典型的な、型どおりの、型にはまった。つまりプロトタイプである。動作でも概

念でも良いが、いずれにせよある集合の中心的事例、典型的事例を表わす 

 たとえばｶﾉｵｲ ｹﾏｸｱで典型的な果物。具体的にはりんごのことである。ﾌｱﾒ ｹﾏｸｱはその人

の中での典型的なデート。内容やコースがお決まりのデート 

 ｹﾒｸｱは型破りの。或いは周辺的な。ﾃﾌｱ ｹﾒｸｱは型破りの挨拶。ｲﾕｱﾏ ｹﾒｸｱは周辺的な鳥、

非典型的な鳥。たとえばｲﾉｵﾌ（孔雀） 

 ｷﾉｵ ｹﾏｸｱは何らかの点で典型的な女。解釈は文脈による。或いはｱﾏｱで表わす。ｷﾉｵ ｹﾏｸｱ 

ｱﾏｱﾒｵ ﾌｱﾒ（デートがお決まりな女）など 

 

ｹﾏｵｲ,ｹﾒｵｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｹﾏｵｲは言葉で表わされたという意味である。言葉という形に具象化されたという意味で

はｶﾏﾄｱも使えるが、既に具象である人物について言葉で表現されたときもｹﾏｵｲは使える。尚

この場合、ｶﾏﾄｱは使えない 

 ｷﾉｵ ｹﾏｵｲは言葉で表わされた女。たとえば目撃者が犯人の女の顔を言葉で伝えた場合な

どがこれに当たる。もしモンタージュを作って具体化すればｶﾏﾄｱとも言える 

 ﾒﾒﾄ ｹﾏｵｲは今述べたような事情の顔など 

 

 逆にｹﾒｵｲは言葉で示さず、暗黙のうちに秘めて伝えられたという意味を持つ。ｹﾒｵｲは言

葉を使って表わさないため、言葉以外の何かで伝えることになる。それは身振りでも信号

でも良い。或いは敢えて何もしないことで伝えても良い。たとえば沈黙で何もしないこと



によって却って怒りをあらわにする場合が考えられる 

 ﾀﾒｱ ｹﾒｵｲは暗黙の依頼。ｷﾉｵ ｹﾒｵｲは状況によって解釈が変わる。たとえば物事の伝達を

暗黙のうちに済ませる女など 

 

ｹﾏｱ,ｹﾒｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 動作の程度が甚だしいさま。川、滝、火、台風など、有形で動的でないと使えない。激

しいと訳すが感情は無形なのでﾂﾏ ｹﾏｱとはいえない。あえて言えば怒り狂って暴れた場合、

動作が伴うので言える。ｹﾒｱは穏やかなさま 

 

ﾏｷﾄ,ﾒｷﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｷﾄは一定でない、変動の。抽具を取る。ﾄﾉｼ ﾏｷﾄは何らかの点で変動する仕事。ｷﾉｵ ﾏｷﾄ

は何らかの点で変動する女。仕事が変動するとか気分が変動するなどである。ﾒﾒｱ ﾏｷﾄは値

が変動する株 

 ﾒｷﾄは一定。不変で変動がないさま。ﾏﾁ ﾒｷﾄは変動のない一定な規則 

 

ﾏｲﾄ,ﾒｲﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｲﾄは共有、共通、共用。同じものを誰かと共に使うさまや、同じ特徴を別の誰かや何か

と共に持っているさま。ﾒﾁ ﾏｲﾄは共用の部屋。誰と共用しているのかはﾏｲで示す。たとえば

ﾒﾁ ﾏｲﾄ ﾏｲﾒｵ ﾄﾉ 

 ｱﾒﾄｵ ﾏｲﾄは共通の性格。ｷﾌｵ ﾏｲﾄは一夫多妻における妻から見た夫。つまり共有の男 

 ﾒｲﾄは特有、固有、独特、自分の、ユニーク。他と共用や共通しないこと。ﾒﾁ ﾒｲﾄで自分専

用で他と共用しない部屋 

 

ﾏｲｵ,ﾒｲｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｲｵは交差を表わす。交差角度は気にしない。平行でなければ良く、直角でも浅くても気

にしない。物理的に何かと何かが交差しているさまを表わす。プロトタイプは線だが、三



次元体でも細長いもの動詞が交差していれば使える。人でも組み体操などでは使える。ｻﾏｵ 

ﾏｲｵ,ﾉｵｱ ﾏｲｵ,ｷﾉｵ ﾏｲｵなど 

 ﾒｲｵは平行。完全な平行でなく少しくらい曲がっていても日常的には問題ない。おおよそ

平行に見えればﾒｲｵである。勿論、数学では完全に平行でなくてはならない。ﾒｲｵも物理的

な意味しかもたない 

 

ﾒﾄｴﾉ,ﾒﾄｴﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾒﾄｴﾉは躁鬱の躁。極端に外交的な状態。ﾒﾄｴﾌは逆に鬱。極端に内向的な状態 

 人と付属物を取る。ｷﾉｵ ﾒﾄｴﾌは鬱な女。ﾂﾒｵｱ ﾒﾄｴﾌは鬱にさせるような天気。曇りなど。

晴れが嫌いな人にとっては晴れ 

 

ﾒｸﾉｱ,ﾒｸﾌｱ,ﾒｸﾌﾄ,ｶﾉｵｹﾉ,ｶﾉｵｹﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾒｸﾉｱは他人本位の。自己中の逆で、他人のことを考えて行動するさま。美徳。但しやり

すぎると悪徳。自分が不幸なのに身を切って他人に与えることはないという考えに反する

ため 

 この倫理は募金でも同じ。貧乏人の募金は美談にはならず、見栄張り、貧乏からの現実

逃避、自分より下の者を見つけて喜ぶ、愚か者など、必ず悪く解釈される。日本と逆の価

値観で、たとえ良かれと思ってやっても悪行になるので注意 

 ﾒｸﾉｱは人と付属物を取る。ｷﾉｵ ﾒｸﾉｱ,ｹﾉﾄ ﾒｸﾉｱなど 

 ﾒｸﾌｱは自己中、自分本位、自分勝手、我儘。気まぐれではない。気まぐれはﾒｸﾌﾄ 

 ﾒｸﾌﾄは気まぐれ、気分屋。気分がすぐ変わり、しかもそれに従って態度や振る舞いをころ

ころと変えるさま 

 日本よりアルバザードのほうが感情を素直に表わすので、多少の気分屋は許される。だ

が、やりすぎは悪徳。首尾一貫しない態度は嫌われる 

 ﾒｸﾌﾄも人か付属物。取るものはﾒｸﾌｱと変わらない 

 ｶﾉｵｹﾉはおせっかい。本人はいいつもりだが、相手は嫌がっている場合。ｶﾉｵｹﾌは不干渉

で冷たく助けてくれないさま。ｹﾌﾂは助けようと思いつかない状態で、気がつかない人間。

或いは気がついても助ける気がない。ｶﾉｵｹﾌは助けがいると分かっているのにあえて無視す



る冷酷な人間。或いは頼まれても断る人間 

 

ﾏｵｲ,ﾒｵｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｵｲは連続。連なって連続したさまを表わす。空間的・時間的な意味を持つ。抽具を取る。

空間的に連続したものを取る。席、雲、人、ベッド、山など空間的に隣接した状態が蛇の

ように連なっていれば良い。二つだと単にｸﾏｳであるから、最低三つは連なってなければな

らない 

 時間的な連続も取れる。会議の次に会食があり、その後会見がずっと続いている場合、

これらのイベントが連続しているといえる。途中に会議会食会見以外の何らかのイベント

が入った場合これらは連続していないことになる 

 だが、ちょっと休み時間が入った程度ならまだﾏｵｲといっても良いと判断する人がいる。

しかしながらそこは厳しく判断してﾏｵｲといえないとする人もいる 

 ﾒｵｲは単一。連続していない単一のものを指す 

 

ﾒｵﾁ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾒｵﾁはできる限りの。最大限の。その人やその物の能力や努力を最大限発揮させるさま。

抽具を取る。ｹﾉﾄ ﾒｵﾁで最大限の援助。ｷﾉｵ ﾒｵﾁは解釈が文脈による。たとえば提供しうる限

り最大限の女とか、ある劇団で役として映画などに出演させうる団員の中で最良の女など。

様々な解釈を持ちうる 

 

ﾒｴﾉ,ﾒｴﾌ,ｸﾒﾄﾉｴ,ｸﾒﾄﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾒｴﾉは気持ち良い。快楽な。心地良い。快適な刺激を受けた結果、気分が良いさま。原因

は何でも良い。誉め言葉で気分が良くなっても良い。マッサージで気持ち良くなっても良

い。そのほか、風、光、音、味、愛撫、セックスなど、多くを原因に取れる 

 ﾄﾒｱｴ ﾒｴﾉは気持ち良いピアノ。弾き心地が良いピアノや、聞いていて音が心地良いピア

ノなどを指す 

 ﾒｴﾌは不快な。気持ち悪い。気分の悪くなる刺激を受けるさま。ﾒﾒﾄ ﾒｴﾌで見ていて気持



ち悪くなる顔、或いは気持ち悪がっている顔。厳密にいえばﾒﾒﾄ ﾌ ﾒｴﾌとﾒﾒﾄ ﾉ ﾒｴﾌ 

 

 これらが肉体的な快不快であるのに対し、ｸﾒﾄﾉｴ,ｸﾒﾄﾌｴは精神的なものを指す 

 ｸﾒﾄﾉｴは清々しい、さわやかな。認知した結果、気分が良く晴れやかになるさま。抽具を

取る。ｷﾉｵ ｸﾒﾄﾉｴはさわやかな女。ｹﾉｶ ｸﾒﾄﾉｴはさわやかな朝 

 日本語と違ってｹﾒｶ ｸﾒﾄﾉｴも可能。これは風物の一つで、夜の綺麗な空気と月の光を浴び

たときにアルバザードの人間が感じる気持ちである 

 ｸﾒﾄﾌｴは気持ち悪い、不気味な、気色悪い。認知して気分が悪くなり、鬱になったり吐き

気を催したり具合が悪くなったり悪心がするさま 

 ｶﾏﾀｱｸﾉﾌ ｸﾒﾄﾌｴは気持ち悪い死体。ｱﾏｴ ｸﾒﾄﾌｴは吐き気を催す匂い。ｳﾏﾌ ｸﾒﾄﾌｴは気持ち悪

くなる味。ｴﾌﾀ ｸﾒﾄﾌｴは見たり触ったりして気持ち悪い肌。脂ぎっていたり、アトピーなど

のアレルギーの斑点がある肌。つまり五感全て使える 

 また、何かを認知しなくても病気などで自ずから気持ち悪いと感じることがある。これ

もｸﾒﾄﾌｴで、ﾉｵ ｵﾉ-ﾌ ｸﾒﾄﾌｴなどという。健康で具合が良く晴れやかな場合も認知を介さずｸ

ﾒﾄﾉｴといえる 

 

ﾒｴﾏﾄ,ﾒｴﾒﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾒｴﾏﾄは身持ちの固い人やお堅い内容の物を指す。ｷﾉｵ ﾒｴﾏﾄで身持ちの固い女。ﾄﾒﾌ ﾒｴﾏﾄで

お堅い内容の本 

 ﾒｴﾒﾄは淫ら。ｷﾉｵ ﾒｴﾒﾄ,ﾄﾒﾌ ﾒｴﾒﾄなど 

 

ﾏｱｵ,ﾒｱｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｱｵは耐えるさま。人や物を取る。物の場合は耐久性のあるという意味。具体的な耐える

内容はｱﾏｱ。ｷﾉｵ ﾏｱｵで我慢する女、我慢強い女 

 ﾒｱｵは甘えたさま。耐久性のないさま。ｷﾉｵ ﾒｱｵで甘えた女。ｴﾉｼ ﾒｱｵで耐久性のない服 

 

ﾒｶﾉ,ﾒｶﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ﾒｶﾉは湿った、潤った、濡れた。物が水を含んでいるさま。液体以外を取る。金に潤うと

か湿っぽい生活など、抽象的な意味はない。物理的に物体が水を含んでいるさま 

 ｷﾉｵ ﾒｶﾉは濡れた女。雨に降られたり水をかけられた女のこと。ｻﾏｷ ﾒｶﾉは湿ったパン。

濡れたと湿ったの違いはない。濡れたというと湿ったよりたくさん水を含んでいるが、ﾒｶﾉ

にその区別はない。ﾒｶﾉ ｾﾏ,ﾒｶﾉ ｾﾒなど、副詞をつけて水量を表わす 

 ﾒｶﾌは乾いた。乾いた心など、抽象的な意味はない。喉が渇くはｵﾉ-ﾒ ﾒｶﾌ。食事が水気な

くパサパサなのもﾒｶﾌ 

 

ﾏｶﾄ,ﾒｶﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｶﾄは大胆で豪快でスケールの大きいさま。人や付属物を取る。ｷﾉｵ ﾏｶﾄは豪快な女。ｷﾉｹ ﾏ

ｶﾄはスケールの大きな仕事 

 これらは良い意味だが、ﾏｶﾄは悪い意味になることもある。大胆ゆえに慎重でなく軽率と

いう意味がある。ｴﾏﾏﾄ ﾏｶﾄは大胆な行動である反面、軽率な行動ともいえる 

 ﾒｶﾄは慎重でスケールの小さいさま。良くも悪くもある 

 

ﾏｳｱ,ﾒｳｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｳｱは清潔。綺麗ともいえるが、ﾄﾉｵｱと混同しないように。美しいという意味はない。ﾏｳ

ｱは清潔である。具象を取る。人、物、水、空気など、具象のものならなんでも 

 ｴﾉｻ ﾏｳｱは綺麗な空気。汚染されていない。ﾒﾄ ﾏｳｱは綺麗な水。化学物質に汚染されてい

なかったり、泥などが混ざってないもの 

 ﾒｳｱは不潔 

 

ｷﾉﾉﾄ,ｷﾉﾌﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｷﾉﾉﾄは縛りが強く窮屈であるさま。態度がきつい、生活がきつい、酒の度数がきついなど、

抽象的な意味はない。縛りの強いさま 

 ｷﾉﾌﾄは緩い。これも縛りに関してのみ。規制が緩いなどの意味はない 

 



ｷﾉﾉｵ,ｷﾉﾌｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｷﾉﾉｵは勤勉。真面目に一生懸命働いたり勉強したり研究したり作業したりすること。美

徳だが、やりすぎは過労で悪徳。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｷﾉﾉｵ,ｷﾉｹ ｷﾉﾉｵ（勤勉に行った仕

事）など 

 ｷﾉﾌｵは怠け。怠慢。過労以上の悪徳 

 

ｷﾉﾄﾏ,ｷﾉﾄﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｷﾉﾄﾏは高潔。自分を厳しく律し、他人をも甘やかさないさま。美徳。人と付属物を取る。

ｷﾉｵ ｷﾉﾄﾏ,ｳﾉｳ ｷﾉﾄﾏ（高潔な教え） 

 ｷﾉﾄﾒは堕落。自分に甘く、律さず、他人はとにかく自分に都合良く動けば良いと考えるさ

ま。悪徳 

 

ｽﾏｵ,ｽﾒｵ,ｸﾉｵｹ,ｸﾌｵｹ,ｷﾉｸ,ｷﾌｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾏｵは純粋な固さに使う。感触の固さについて使う。鉄はｽﾏｵだがボールはｽﾒｵである。床

はｽﾏｵだがカーペットや布団もｽﾒｵである 

 ｸﾉｵｹは曲げにくい変形しにくい固さについて使う。ワイヤー部分が金属でできたハンガ

ーの感触は固い。ゆえにｽﾏｵである。しかしハンガーのワイヤーは細いので簡単に曲がる。

ゆえにｸﾌｵｹである 

 ｷﾉｸは壊れにくい固さについて使う。ゴムボールはｽﾒｵでｸﾌｵｹだがｷﾉｸである 

 このように、ｽﾏｵ,ｸﾉｵｹ,ｷﾉｸは適応範囲も意味も異なる。ｽﾒｵ,ｸﾌｵｹ,ｷﾌｸについても同様で

ある 

 これらは頭が固いなど、抽象的な意味は持たない 

 

ｷﾉｵｹ,ｷﾌｵｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｷﾉｵｹは面白みを感じて場や人が興奮するさま。盛り上がった 

 ｷﾌｵｹは面白みが感じられなくなって場や人が沈静化するさま。白けた。人と付属物を取



る。ｷﾉｵ ｷﾌｵｹ,ﾉﾄｵﾉ ｷﾌｵｹなど 

 

ｷﾉｴｱ,ｷﾌｴｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｷﾉｴｱは簡潔。手短で要点を捉えているさま。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｷﾉｴｱは簡潔な態度

の女、ｳﾏﾏｲ ｷﾉｴｱは簡潔な対話 

 ｷﾌｴｱは冗長 

 

ｷﾉｶ,ｷﾌｶ,ｺﾉｵｲ,ｺﾌｵｲ,ｳﾉｺ,ｳﾌｺ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｷﾉｶは華やか。良い意味で派手。性格は表わさない。人や付属物を取る。ｷﾉｵ ｷﾉｶは華や

かな格好の女。服装や化粧をいうのであって性格ではない。ｴﾉｼ ｷﾉｶは華やかな服 

 ｷﾌｶはさっぱりした。飾らない。服や化粧が良い意味で地味 

 

 ｺﾉｵｲはけばい。悪い意味で派手。詳細はｷﾉｶ。下層の女子高生が派手な化粧をして歩いて

いる場合、ｺﾉｵｲという 

 ｺﾌｵｲは地味。悪い意味で飾らない。飾り気がないさま。服や化粧が地味すぎて目も当て

られないさま。中年の女がもう誰からも相手にされないからと、ろくに化粧もしないでみ

すぼらしい顔で出かけた場合、ｺﾌｵｲという 

 また、ｺﾉｵｲ,ｺﾌｵｲは味も表わせる。ｺﾉｵｲは味がこってりして胃に負担がかかりそうなさま。

悪い意味。ｺﾌｵｲは味気がなくてまずいさま。いずれにせよこれらの語は悪い意味で使われ

る 

 

 ｳﾉｺは豪華。金をたくさんかけているようにみえるさま。物をとるが人にも使える。その

人の身なりが豪華であることを指す。悪徳 

 ｳﾌｺは簡素、質素。美徳 

 

ｺﾉｸ,ｺﾌｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｺﾉｸは得な。利益のある。抽具を取る。ﾄﾉｼ ｺﾉｸ,ｷﾉｵ ｺﾉｸなど。ｷﾉｵ ｺﾉｸは利益を生む女 



 ｺﾌｸは損な。損失のある 

 

ｺﾉｳ,ｺﾌｳ,ｵﾒﾉ,ｵﾒﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｺﾉｳは密。ある体積や面積を占める複数の物の間にある距離が少ないさま。つまり、同じ

空間にできるだけ多くのものが入っているさま。隙間が少ないさま。森などはｺﾉｳといえる。

木々が密になった濃い森のことである。人にも使える。人が鮨詰めになっているさまであ

る 

 抽具を取る。森や人などは具象の例で、スケジュールは時間という抽象の例である。ぎ

っしりつまったスケジュールは密であるといえる 

 ｺﾌｳは疎 

 

 ｵﾒﾉは濃い。ある空間にある物質がたくさんあるさま。たとえば紅茶の砂糖が濃い場合な

ど。これはコップの中にある液体という空間において、砂糖の物質が多いさまを表わして

いる 

 ｵﾒﾉは何かの中に含まれている成分の比率が大きいとも言い換えられる。紅茶に含まれる

砂糖の比率が大きいとﾒｱﾒｲ ｵﾒﾉといえる 

 色には使えない 

 度合にも使えない。疲労が濃いはｱﾌｵ 

 関係も使えない 

 一方、ｵﾒﾌは薄い 

 

 ではｵﾒﾉとｺﾉｳは何が違うか。ｵﾒﾉが表わすのは濃度である。ｺﾉｳが表わすのは密度である。

砂糖が多い紅茶はｵﾒﾉである。ｺﾉｳではない。砂糖分子間の隙間が小さいことを言いたいの

ではなく、紅茶に対する砂糖の比率の大きさを言いたいからである 

 森の場合、逆にｺﾉｳである。木々の間がつまって隙間が少ないことを言うことによって、

少ない空間にたくさんの木があることを言いたいからである 

 一方、ひげが濃いのはｺﾉｳともいえるがｹﾉともいえる。状況によってはｷﾏｵでも良い。ｺﾉ

ｳといえばひげ間の距離が少ないことに焦点を当てている 

 だがふつうひげが濃いという場合、森と違って顔全体を見渡している。全体が視野に入



っているため、ひげの密度よりひげ全体の数の多さに焦点が当たるのがふつうである。ゆ

えにｹﾉというのがふつうである 

 一方、ひげが長い場合はｷﾏｵである。一本だけ伸ばすわけでもなかろうから、ひげがｷﾏｵ

といえばふつうついでにｹﾉでもある 

 

ｺﾏｴ,ｺﾒｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｺﾏｴは発酵。ｺﾒｴは腐敗。ふつう物を取る。食材や死体などである。ただ、人も取ること

がある。ｷﾉｵ ｺﾒｴで腐ったような悪い女。性格が悪かったり醜かったり、腐っているかのよ

うなという意味である 

 

ｺﾏｳ,ｺﾒｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｺﾏｳは有料。ｺﾒｳは無料 

 いずれも抽具を取る。商品、サービスなどである。人も取れる。ｷﾉｵ ｺﾏｳで何かを無料で

してくれる女、無料で買える女、無料でセックスできる女など 

 

ｽﾉ,ｽﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾉは空間的な上を指す。立っているときは空の方向。寝ていれば頭の方向。水中や宇宙

でも頭の方向を上という 

 地位が上という意味はない。上位の意味はない。大抵の言語では上が良いものを表わし、

上位を表わす。ところがアルティス教は上にはエルトが住み、下にはサールが住んでいる。

そして彼らは対等なので下を悪い意味にすることは許されない。ゆえに上は上位を表わさ

ない 

 能力が高いことも意味しない 

 数量が勝っていることも意味しない 

 数も表わさない。ｩよりｪの方が上だという場合もｽﾉではない 

 表面という意味もない。紙の上というと紙から離れた上部か、或いは紙の上側である。

紙の上側とは紙を目の前にして奥の側である。紙に字を書くとき、書き始める部分のこと



である。紙の上とは表面のことなのでｽﾉﾄである 

 また、池の上を走る鳥という場合もｽﾉではない。紙と同じくｽﾉﾄである 

 関係も表わさない。書面の上ではこう書いてるがという「上」もｽﾉではない。ｱﾏｱである 

 成立条件も表わさない。覚悟の上ですという「上」もｽﾉではない 

 更にという意味もない。殴った上に蹴ったの「上」もｽﾉではない 

 

 ｽﾌは下である。詳細はｽﾉ 

 更に、内側にあって見えないものという意味もない。下心、シャツの下にブラジャーを

着るなどの下はｽﾌではない。下塗りも同じ 

 予めという意味もない。下調べ、下準備など 

 地面に直接という意味もない。下履きなど 

 

ｽﾉﾄ,ｽﾌﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾉﾄは表。テープやコインの表など。また、水や体の表面などを表わす。物理的な意味し

かない。また、表裏が決めにくいものは見えている側を表とする。服の表裏はそうして決

まる 

 ｽﾌﾄは裏 

 

ｽﾉｵ,ｽﾌｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾉｵは広い。二次元体と三次元体の面積部分が大きいさま。面積の大きさを純粋に表わす。

面積以外には使えない。公園や部屋は広いとはいえない。敷地面積だけをういことは日常

的にはありえないからである 

 仮に敷地面積だけを指すのなら面積ｧｦｦ平方メルフィの部屋は必ず広いことになる。だが、

もしこの部屋の高さがｧメルフィしかなかったらどうか。必ず狭い部屋だと感じるだろう。

つまり部屋が広いというのは面積だけでなく天井までの高さも関与している。つまり、面

積でなく体積で広さを判断している 

 ｽﾉｵは純粋に面積の大きさしか表わさないため、部屋は広いとはいえない。ｱﾉｴである。

森や公園も同じ。ｱﾉｴである 



 逆に、日本語で紙は広いとはいえない。大きい紙である。広い紙はない。これはなぜか。

日本語の広いは場所性を伴うからである。公園や部屋は場所になる。ベッドも寝る場所な

ので広いベッドといえる。だがベッドとほぼ同じ面積を持つ布団は場所ではなく、かける

道具なので広い布団とはいえない 

 紙は場所ではない。ゆえに広いとはいえない。だがアルカの場合、ｽﾉｵは面積が大きいこ

とである。そこに場所性は関係ない。ゆえに紙もｽﾉｵといえる 

 このように、日本語の広いとｽﾉｵは食い違いが大きい。ｽﾉｵは面積の大きさだけを表わし、

更に場所性を要求しない 

 

 ｽﾉｵは範囲が大きいことも意味しない。顔が広い。話題が広い。趣味が広いなど 

 寛容という意味もない。心が広いのように 

 額はｽﾉｵ。顔もｽﾉｵ、或いは頭全体を見ればｱﾉｴ。鼻が広いのは横幅なのでｹﾏｲ。唇は広い

とはいわないがアルカでは面積が大きい唇はｽﾉｵ 

 

 ｽﾌｵは狭い。限定の意味はない。範囲が狭いのように 

 

ｽﾉﾀ,ｽﾌﾀ,ｽﾏﾀ,ｽﾒﾀ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 順に赤、青、緑、黄。それぞれ少し薄いものから濃いものまで取れる。それなりに幅広

い範囲を表わせる 

 但し、日本語ほどアルカの色は弁別的ではない。赤リンゴは確かに赤い。これはｽﾉﾀであ

る。だが赤味噌は実際には赤くない。せいぜい茶色であろう。これはｽﾉﾀでなくｹﾉｷである。

このようにアルカの色のほうが弁別的ではない 

 また、青と緑の区別もはっきりしている。青リンゴは緑リンゴである 

 

 ｽﾉﾀは赤のほかに、財政が赤字という意味もある。アルバザードで赤字を赤いインクで付

けたことが始まり 

 赤は血の色で、人間の目にとって目立つ色である。それだけ衝撃的な色である。特に目

立たせたいときに使う。そういう事情で赤字は赤で書かれた 

 これは赤字だけに限ったことではない。手紙も同様である。手紙、及び文章も赤は注意



を引くための色であり、強調に使われる。もし手紙全部を赤で書いたら相手は相当な衝撃

を受ける 

 また、赤は攻撃的な色である。ゆえに全てが赤い字の手紙は相手に喧嘩を売るようなも

のであり、無礼である 

 赤が攻撃的であることから、赤は動的なイメージを持つ。アクティブ、積極的、前向き、

陽気、ホット、活性、エタット、攻撃、外交的、ポジティブ、怒りなどは全て赤で象徴で

きる 

 火は赤。橙ではない。血も赤 

 共産主義という意味はない 

 赤の他人などの意味もない 

 

 ｽﾌﾀは青。人を沈静化する色である。ゆえに静的なイメージを持つ。消極的、後ろ向き、

クール、沈静、エティット、防御、内向的、ネガティブなどを象徴する。落ち込んでいた

り鬱で沈静化しているさまを象徴する 

 尚、ﾀﾏｷは赤と結びつく。ﾀﾒｷは青と結びつく 

 また、ｽﾌﾀは未熟という意味はない 

 

 ｽﾏﾀは緑。自然に多い色で、人を安らげる癒しの色である。癒すことは行為の一つである

からｽﾌﾀよりも動的である 

 緑は赤青と同じくらい好まれる色で、安らぎや安定感を象徴する 

 植物の若芽などの意味はない 

 

 ｽﾒﾀは黄色。人の注意を引くのに適した色。自然界では黄色と黒の縞が危険を表わし、注

意を引く色である。現にトラやハチがそうである。黄色もその一員であり、注意を引く色

である 

 注意を引くことから黄色は好奇心を象徴する。好奇心を抱きやすいのは経験の多い老人

より経験の少ない若者、特に子供である。ゆえに黄色は幼さの象徴でもある。言い換えれ

ば黄色は子供の色である 

 実際、アティーリでも四色の悪魔ニムラの一人、黄色の悪魔インプラは好奇心が強く、

それがゆえにアルテに罠をかけられ、倒された。このように黄色は好奇心を象徴している 



 未熟な子供を象徴することから素直や純粋の色であるとともに無知で愚かなことも象徴

する。挑発に騙されて倒されたインプラのように、馬鹿の象徴でもある 

 黄色い声という比喩はない。嘴が黄色いとも言わない 

 

ｽﾉｴ,ｽﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾉｴは縦、垂直、鉛直。鉛直とは上下方向のことで、地面と垂直に交わる方向である。ふ

だんは地面に垂直な方向のことだが、人が寝ていたり水中、空中にいればｽﾉと同じく頭か

ら足の方向がｽﾉｴになる 

 また、物についていう場合、竪穴式住居のように動かないものなら天地の方向をｽﾉｴとい

う。本のように動かせるものの場合、細長いほうをｽﾉｴという。棒なども同じ 

 首を縦にふる場合はｽﾉｴ 

 因みに斜めはｱﾏｲで、「傾いた」という意味 

 

 ｽﾌｴは横、水平、地平。縦と垂直に交わる方向のこと。ふだんは自分から見て左右の方向 

 日本語ではその物体を正面に捉えたときの左右の側面という意味があるが、ｽﾌｴにはない。

横顔はｽﾌｴではない。顔のｽﾌｴとは右頬から左頬までの長さについて述べる方向を表わす。

横顔という意味はない 

 箱についても同じ。箱を正面に捉えて、その右と左の面を意味するということはない。

あくまで箱の正面の面の右端から左端までの方向を指す 

 ｽﾌｴは細長いものの幅を表わす。棒の縦に対する横である。横に棒を切るとは、断面が丸

くなる切り方で、キュウリをサラダ用に切るときも横に切るという 

 ここが難しいところだが、ｽﾌｴは同時に水平方向も表わすわけだから、棒を縦に置けばｽﾉ

ｴだが、横に寝かせればｽﾌｴといえる。この場合、ｽﾌｴはむしろ棒の幅でなく、棒の長さを指

す。横笛などもｽﾌｴだが、このｽﾌｴはまさに笛の長さの方向を表わしている。なぜなら横笛

の横は水平方向に寝かせた方向を意味するからである 

 このように、事情によってはｽﾌｴが物の水平方向の長さだったり、物の幅だったりする。

ｽﾉｴも同じく物の鉛直方向の長さだったり、物の単純な長さだったりする。混同しないよう

に気をつけなければならない 

 ｷﾉｵ ｽﾉｴで縦にされた女。ｷﾉｵ ｽﾌｴで横にされた女。寝かされた女と同じ姿勢 



 ﾉｵｱ ｽﾉｴで縦に書かれた線。ｽﾌｴだと横 

 

ｽﾉｴｸ,ｽﾌｴｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾉｴｸは年上。人を取る。物も擬人法的に取れる 

 ｽﾌｴｸは年下 

 

ｽﾉｳ,ｽﾌｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾉｳは優れた。能力が優れているさま。或いは地位が上位であるさま。抽具を取る。ｷﾉｵ ｽ

ﾉｳ（上司の女）,ｷﾉｹ ｽﾉｳ（優れたできばえの仕事）など 

 ｽﾌｳは劣った。能力か地位に使う 

 地位に関してはより具体的にｽﾉｳｱﾏｵｲ,ｽﾌｳｱﾏｵｲといっても良い 

 

ｽﾏｱ,ｱﾌﾏ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｽﾏｱは唯一のという意味。たった一つのものであることを意味する。ｷﾉｵ ｽﾏｱだとたった

一人の女性。具体的に何について唯一なのかは文脈やｱﾏｱで表わす。ﾄﾒﾌ ｽﾏｱは唯一の本 

 副詞の場合、たった唯一の行為であることを指す。ｲﾒ-ﾉ ｽﾏｱだとただ行っただけ。行く

ことしかしなかった。ｲﾒ-ﾉ ﾌｴと違うのはｲﾒ-ﾉしたことが心理的に甚小でないという点であ

る 

 ｲﾒ-ﾉ ﾌｴだと行ったことが最低限で取るに足らないことだが、ｽﾏｱの場合そうではない。

それが唯一の行為であることを示している。唯一であるから却って貴重で大事な行為の場

合もある。この点でもﾌｴとは意味が異なる 

 

 ｱﾌﾏは単なるという意味。ｷﾉｵ ｱﾌﾏだと単なる女。良悪はない。純粋な意味で素朴な女を

表わす。宝石なら純度の高い宝石などという意味もある。これは良い意味である。逆に悪

い意味もある。たとえば単なる女、何の変哲もない女など。つまり、ｱﾌﾏは純粋さと変哲の

なさを表わす。只、素であることを表わす 

 副詞の場合、単にという意味である。下心、戦略、計画、予備動作などもなく単純にと



いう意味である。ｲﾒ-ﾉ ｽﾏｱは行ったことだけが唯一したことである。一方、ｲﾒ-ﾉ ｱﾌﾏは唯

一の動作とは限らない 

 たとえば道々に罠があるので用心して調べながら行かなければならないのに何もせずに

行ってしまった場合、単に行ったということでｲﾒ-ﾉ ｱﾌﾏという。ｽﾏｱとは意味が違う 

 

 ﾌｼ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾌｼは敢えてという意味。副詞で使うが、形容詞にもなる。ｷﾉｵ ﾌｼは敢えて何かする女、

敢えて選んだ女など 

 ｲﾒ-ﾉ ﾌｼは本当は行かないべきなのだがそこを押して敢えて行ったという意味 

 状況によってはﾌｼはわざと、あくまでなどとも訳す 

 

ﾌﾏ,ﾌﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾌﾏは両方。二つあるうちのどちらもという意味。双方、両側という意味もある。刃物が

両刃や諸刃であるものは、両側に刃が付いているのでﾌﾏである 

 ﾌﾒは片方。片側という意味もある。二つのうちの一つ。カッターや刀などは片刃なので

ﾌﾒである 

 ｷﾉｵ ﾌﾏといえば二人女がいて二人とも。ｷﾉｵ ﾌﾒは二人女がいてそのうちの一人、片方。

もともと数が二つに限られているものは話は尚早い。ﾌｵｴ ﾌﾏ,ﾌｵｴ ﾌﾒなど 

 

ﾌﾃﾉ,ﾌﾃﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾌﾃﾉは左右対称。シンメトリー。ﾄﾉｴ ﾌﾃﾉは左右対称な手。ｽﾉｿ ﾌﾃﾉは左右対称な文字。た

とえばﾃのような字 

 ﾌﾃﾌは左右非対称。アシンメトリー。ｽﾉｿ ﾌﾃﾌはたとえばｱ。ただ、ｱ単体ではなく、ｱとｲ

なら話は別で、互いにﾌﾃﾉである 

 

ﾂﾉﾄﾉ,ﾂﾉﾄﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ﾂﾉﾄﾉは定期の。周期が決まっているさま。ｻｴﾒﾄ ﾂﾉﾄﾉ,ﾏﾀｹ ﾂﾉﾄﾉなど 

 ﾂﾉﾄﾌは不定期 

 

ﾂﾉｳ,ﾂﾌｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾂﾉｳは太い。棒状のものの断面積が大きいさま。人にも使える。三次元体に使うが、紙に

書いた巨漢も太いといえる。実際は二次元体である紙に書いてあるが、これは三次元体で

ある人の三次元性を捨象した結果である。人はこれを擬似的な三次元と認知するため、太

いといえる 

 糸はﾂﾉｳ。線、腕、指、首、胴、麺、ペン、などもﾂﾉｳ 

 面状に長く伸びているものの幅が広いという意味はない。太い帯はｹﾏｲである。眉毛もｹﾏ

ｲやｹﾉやｺﾉｳなど 

 たくましいという意味もない 

 性格が図太いという意味はない 

 ﾂﾌｳは細い 

 

ﾂﾏ,ﾂﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾂﾏは怒った。人や付属物を取る 

 ﾂﾒは柔和 

 

ｲﾉｷｵ,ｲﾌｷｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾉｷｵは哀れな。同情を誘うようなさま。抽具を取る。ｷﾉｵ ｲﾉｷｵは可愛そうな女。ｴﾏｹﾉ ｲ

ﾉｷｵは可愛そうな事件 

 ｲﾌｷは蔑まれる。同情の反対。軽蔑が入った反感を誘うようなさま。ｹﾒｸﾉｵ ｲﾌｷｵは蔑むべ

き詐欺師 

 

ｲﾉｺ,ｲﾌｺ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｲﾉｺは富んでいる。裕福な。特に指定がなければ金持ちという意味。具体的に何に富むか

はｱﾏｱで表わす。金銭や宝石、鉱物資源、油田など、何かの資源に富むこと。知恵や知識、

見識、人脈などに富むことも表わせるがやや比喩的な言い回しである 

 ｲﾉｺは悪徳。金を持つことに興味を持つ人間は少ない。困らない程度にあることが一番。

これが良識である。多少の金持ちなら問題ない。その程度の貧富の差はある。だが、それ

以上の金持ちは蔑まれる。襲われても国民はまず同情しない。貧乏人がほしがるものを喜

捨もせずにぶらさげているバチが当たったと考えるためである 

 ｲﾌｺは貧しい。貧乏。富んでいない様子。困窮しているさま。貧乏は自由な行動を束縛す

るので悪徳。貧乏にならないことが望ましい。だが、多少の貧乏は人間を良く育てると考

えられ、美徳とされる 

 結局のところ中か中の下辺りの所得が最も好まれる。ただ、たくさん稼いでいるのに無

駄遣いして貧乏な場合は全く美徳ではない。浪費は美徳ではない 

 また、たくさん稼いだものを喜捨しすぎて貧乏になることも悪徳。自分の身を切ってま

で助けるのはかえって悪徳であるとされる。金持ちは行き過ぎない金持ちである程度に金

をコントロールせねばならない。少し金持ちである程度まで喜捨するのが望ましい 

 

ｲﾉｲ,ｲﾌｲ,ｲﾏｲ,ｲﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 類似性を表わす。順に、同一、類似、相違、反対を表わす。類似性がｧｦｦ％かそれに近い

さま、高いさま、低いさま、ｦ％かそれに近いさまを指す 

 これらは何でも取れる。ｷﾉｵ ｲﾉｲ,ﾄﾉｼ ｲﾉｲ,ｴﾉｻ ｲﾉｲ,ﾏｴﾌｴ ｲﾉｲなど、何でも取れる。但し

具体的な解釈は文脈やｱﾏｱによる 

 副詞として使っても同じ。ﾉｳｱ-ﾉ ｲﾉｲは同じに書いたという意味。ｲﾌｲだと似せて書いた。

ﾉｳｱ-ﾉ ｲﾉｲは誰かがしたのと同じく書いたという意味ではない。その場合はﾉｳｱ-ﾉ ｲﾉｲ ﾄﾉの

ように格詞を使う 

 副詞の場合、その行為が何かと同じであることを指す。たとえば手本を見ながら同じよ

うに書くとか、横の人がやるのと同じように書くといった意味である 

 

ｲﾉｲｴ,ｲﾌｲｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｲﾉｲｴは本物。偽者ではない、本物の。或いは様式や味などが本場の、本格的な 

 ｲﾌｲｴは偽者。ばったもん、贋作、偽造品、変造、イミテイト、イミテーション、レプリ

カなど 

 いずれも抽具を取る。ｷﾉｵ ｲﾌｲｴは偽の女。主婦なのに警官と偽っている女であるとか、

或いは本当は男なのに女の格好をしている偽者の女など、解釈はさまざま 

 ｺﾌﾄ ｲﾌｲｴは贋金。ﾄﾒﾌ ｲﾌｲｴは偽書。ｳﾉｲ ｲﾌｲｴは絵のレプリカ 

 

ｲﾉﾄｲ,ｲﾌﾄｲ,ｲﾏﾄｲ,ｲﾒﾄｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 これらは順に「以上」「以下」「より上」「未満」を表わす。即ち数学の≧、≦、＞、＜の

ことである。実際に数学用語としてもこれらを＞などの意味として使う 

 これらは数学的な意味以外に、時間的、数量的な意味で用いられる。空間的意味で使わ

れることはない 

 

 時間的意味の場合、「その時点を含んでそこから未来」「その時点を含んでそこから過去」

「その時点を含まないでそこから未来」「その時点を含まないでそこから過去」という意味

である。それぞれ簡単にいうと厳密ではなくなるが、おおよそ「以降」「以前、までに」「か

ら後」「まで」などに相当する 

 

 数量的な意味の場合、たとえばその数字がｪだとすると「ｪ以上（ｪ,ｫ,ｬ,ｭ#）」「ｪ以下（ｪ,

ｩ,ｨ#）」「ｪより上（ｫ,ｬ,ｭ#）」「ｪより下（ｩ,ｨ,ｧ#）」という意味になる。今は整数で例示した

が、無論小数でも良く、ｩ\ｯでもｪより下である 

 また、数量の後に単位を付けても良い 

 尚、これらはふつう定量を取り、不定量や数の分からない節はふつう取らない 

 これらはその動詞を説明するのに必要な数の境界線を表わす。その数は時間的意味でも

数量的な意味でも良い 

 

ｲﾉﾄﾏ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 後一歩の、おしいというさま。解釈は文脈による。何でも取れる。ｷﾉｵ ｲﾉﾄﾏでおしい女。



何がおしいかは不明。ｶﾉｴ ｲﾉﾄﾏは惜しい戦いで、あと少しで勝てた戦い 

 

ｻﾉｴ,ｻﾌｴ,ｲﾉｸｻ,ｲﾌｸｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉｴは明るい。具象を取る。光が多いさま。十分な光があるさま。人も後光が指していた

り光を当てられていればｻﾉｴ 

 抽象的な意味はない。色もｻﾉｴではない。将来が明るいなど、肯定的な評価の意味もない。

詳しいという意味もない。道に明るいもｻﾉｴではない。性格も明るいとはいわない 

 ｻﾌｴは暗い 

 

 ｲﾉｸｻは眩しい。具象を取る。人も後光が指していたり光を当てられていればｲﾉｸｻ 

 抽象的な意味はない。豪華だとか美人だとか立派だという意味はない 

 単に光を大量に感じて見るのが辛いという意味である。その光は直射光でも反射光でも

良い 

 ｲﾌｸｻは暗い。明るいの反対の暗いではなく、眩しいの反対の暗い。光をあまり感じられ

ず、見るのが辛いさま。薄暗く仄かであるさま。ﾒﾁ ｲﾌｸｻとかｻﾉｸ ｲﾌｸｻなど 

 日本語と違って暗い本といえる。ﾄﾒﾌ ｲﾌｸｻである。これは部屋の明かりなどが少なくて暗

く、読むのが辛い本を指す 

 ｲﾉｸｻ,ｲﾌｸｻはｻﾉｴ,ｻﾌｴの下位で、どちらも見づらいという意味を共有する 

 

ｲﾉｵ,ｲﾌｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾉｵは易しい。ｲﾌｵは辛い。これはｳﾏｻ,ｳﾒｻとどう違うか。取るものは共通する。抽具であ

る 

 ｲﾉｵはｳﾏｻと同じくしばしば難易度が簡単であることを指す。だがその根底には難易度で

はなく、労力や代償が少ないという意味がある。つまりｲﾉｵは労力や代償やリスクが低いこ

とから、自然と難易度の低さに繋がっているだけである 

 交通整理は作業としては簡単である。難易度は低い。だが、これはしばしば危険である。

また、悪天候に見舞われることも多く、精神的にも肉体的にも重労働である。但し前述の

とおり難易度は低い。つまりｳﾏｻであるが決して楽ではない。このとき、この仕事はｳﾏｻで



はあるがｲﾉｵではない 

 ｲﾌｵは逆に労力や代償やリスクが高いさま。辛いという意味である。ｲﾉｵと同じものを取

れる。主に仕事などの抽象を取るが、物や人も取れる。ｸﾌﾌｲ ｲﾌｵは切るのに苦労するりん

ご。或いはまずくて食べるのに苦労するりんごなど。ｷﾉｵ ｲﾌｵは一緒にいると辛い女 

 労力やリスクが大きいことから精神的な辛さもいう。精神的に苦しい、辛いということ。

苦しいはｶﾉｳもあるが、これは肉体的な苦しさ 

 

ｲﾉｳ,ｲﾌｳ,ｲﾏｳ,ｲﾒｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 満足度や充足度を表わす。ｲﾉｳは満足度ｧｦｦ％かそれに近い。ｲﾌｳは高い。ｲﾏｳは低い。ｲﾒ

ｳはｦ％かそれに近い。順に満足、十分、不十分、不満足 

 何についての満足度かはさまざま。量でもあり質でもある。ﾒﾄ ｲﾉｳは満足な量の水。ｳﾉｲ 

ｲﾉｳは満足のいく絵 

 また、条件に対する適応度も表わす。ｴﾒﾄ ｲﾌｳは何かについて十分な写真 

 物理的に何かに満ちているさまも表わす。ﾉｲﾉ ｲﾉｳは満ちた海。ﾒﾄｷﾒ ｲﾉｳは水嵩が増して

水面がぎりぎりまで上がってきている泉。液体だけでなく気体でも固体でも良い 

 

ｲﾉｷ,ｲﾌｷ,ｲﾏｷ,ｲﾒｷ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 は頻度を表わす。ｲﾉｷはいつも、常に、必ず。ｲﾌｷはしばしば、よく、頻繁。ｲﾏｷはたまに、

まれに、あまりない。ｲﾒｷは絶対しない、必ずない、滅多にない 

 

ｲﾒｷﾉ,ｲﾒｷﾌ,ｲﾒｷﾏ,ｲﾒｷﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 方角を表わす。順に南北西東。その方角を向くことを意味する。ﾒﾒﾄ ｲﾒｷﾉなら南を向いた

顔。ｱﾒｸｴ ｲﾒｷﾉなら南向きの窓 

 

ｲﾏｲｵ,ｲﾒｲｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾏｲｵは外交的。社交的な性格。性格が積極的でポジティブというよりは、その人付き合



いの良さに焦点を当てる 

 ｲﾒｲｵは内向的、シャイ。性格が消極的でネガティブとは限らない。人付き合いの悪さに

焦点を当てる 

 人や付属物を取る。ｷﾉｵ ｲﾏｲｵ,ｳﾏﾏｲ ｲﾏｲｵなど 

 

ｲﾏｵｴ,ｲﾒｵｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾏｵｴは専門。専攻や学部学科も表わせる。ｷﾉｵ ｲﾏｵｴは専門家の女。ｷﾉｹ ｲﾏｵｴは専門の仕

事 

 ｲﾒｵｴは門外漢。全く専門でないさま 

 

ｲﾏｴ,ｲﾒｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾏｴは一つ前の。抽具を取る。ｷﾉｵ ｲﾏｴは何かについて一つ前の女。ｴﾒﾄ ｲﾏｴはある時点か

ら見た昨日、前日。ｱﾉｻｴ ｲﾏｴは前回の試験。ｹﾌﾉｴﾒﾄ ｲﾏｴは去年のディアセル 

 ｲﾒｴは一つ後の、次の 

 

ｲﾄﾏｸ,ｲﾄﾒｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾄﾏｸは心が広い。寛大なさま、度量の大きいさま。人の失敗や欠点を厳しく追及せず、思

いやりをもって優しく接するさま。厳しく罰さず、緩く罰して許すさま 

 人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｲﾄﾏｸ,ｹﾏｳ ｲﾄﾏｸなど 

 ｲﾄﾒｸは心が狭い。度量の小さいさま 

 

ｲｵﾉ,ｲｵﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲｵﾉはまっすぐ。形しか表わさない。正直という意味はない。ｷﾉｵ ｲｵﾉは正直ではなく姿

勢がまっすぐな女や、進行方向がまっすぐな女など。ﾉｵｱ ｲｵﾉはまっすぐな線 

 このまっすぐさはどの方向を向いていても良い。前後でも上下でもかまわない。立って

いても寝ていてもかまわない 



 ｲｵﾌは曲がった。これも抽象的意味はない 

 

ｲﾏﾉ,ｲﾏﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾏﾉ-ﾒはﾏｶ-ﾒ ｳﾒ ﾉﾄ ｲﾏﾉと同じ意味。つまりｲﾏﾉ-ﾒは「ﾏｵをここに置く」という意味。した

がってその形容詞は「ここに置かれた」である。言い換えれば「ここにある」である 

 ｲﾏﾉはここにあるという意味で、抽象的な意味はない。まさに物理的にこの場所にある場

合を指す。ゆえに具象を取る。ｷﾉｵ ｲﾏﾉ,ｷﾒﾄｲﾉ ｲﾏﾉなど 

 ｲﾏﾌはあそこにある、あそこの 

 

ｲﾏｴｵ,ｲﾒｴｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｲﾏｴｵは兼用。複数の目的で使われるさま。ﾒｴｵ ｲﾏｴｵは晴雨兼用の傘。何について兼用か

はｱﾏｱで表わす 

 ｲﾒｴｵは専用。ﾒｴｵ ｲﾒｴｵは雨傘、或いは日傘。ﾒｴｵ ｲﾒｴｵ ｱﾏｱﾒｵ ﾏｴｲで兼用でない晴専用の

日傘 

 人にも使える。ｷﾌｵ ｲﾏｴｵは一夫多妻における夫のこと。複数の妻に兼用されることから。

無礼な言い方ではない 

 

ｲﾕｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 くしゃくしゃなさま。面が皺だらけなさま。ｳﾏｲｱより細かくない皺である点でｳﾏｲｱとは

異なる 

 

ﾄﾉｹﾄ,ﾄﾌｹﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉｹﾄは自然、天然。人間が人工的に作っていないもの。自然物はみなそうである。木、山、

星、岩、風、水、光、動物などである 

 人間も生殖によって自然と産まれてくるものはﾄﾉｹﾄである。だが、人工授精や人造人間な

どの場合はﾄﾉｹﾄでなくﾄﾌｹﾄ 



 ﾄﾌｹﾄは人工で、人の技術で作られたもの。天然の動物でも人工授精させたものやクローン

はﾄﾌｹﾄである。品種改良した植物もﾄﾌｹﾄである 

 抽象的なものにも使える。言語は自然言語はﾄﾉｹﾄであるが、人工言語はﾄﾌｹﾄである。たとえ

ばアルカはﾒﾄｹ ﾄﾌｹﾄである 

 

ﾄﾉｷｱ,ﾄﾌｷｱ,ｾﾕｵﾉｵ,ｾﾕｵﾌｵ,ｱﾏﾄｴ,ｱﾒﾄｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉｷｱは上品、ﾄﾌｷｱは下品。ｾﾕｵﾉｵは優雅、ｾﾕｵﾌｵは粗野。どれも人と付属物を取る。ｷﾉｵ ﾄﾉ

ｷｱ,ｲﾕ ﾄﾉｷｱなど 

 ﾄﾉｷｱとｾﾕｵﾉｵの違いは何か。ﾄﾉｷｱは精神的、内面的な上品さである。高い教養や高い倫理

観、高尚なマナーや作法や喋り方や振舞い方をわきまえているさまである 

 一方、ｾﾕｵﾉｵは見た目重視である。肉体的、外見的な上品さである。服装や挙動、物腰、

態度などについていう 

 ﾄﾉｷｱとｾﾕｵﾉｵは重複する面もある。喋り方や態度などはどちらにもいえることである。た

だﾄﾉｷｱな態度は内面的なもので、目に見えないが何となく上品だと感じる態度に使う。ｾﾕｵ

ﾉｵな態度は外見的なもので、スカートのたなびかせ方や座り方など、目に見えるところで

上品だと感じる態度に使う 

 人と話していて特に向こうが上品なそぶりも見せないのにこちらが何となく上品な人だ

と思う場合、それはﾄﾉｷｱである 

 

 ｱﾏﾄｴは正々堂々。卑怯でなく倫理をわきまえ、人道にそむかず、約束を守る態度である 

 ｱﾒﾄｴは卑怯。自分に好都合なことは倫理や人道や約束に背いても得ようとする態度 

 これらも人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｱﾏﾄｴ,ﾉｵﾏ ｱﾒﾄｴなど 

 

ﾄﾉｲ,ﾄﾌｲ,ﾄﾉｲｱ,ﾄﾌｲｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉｲは賑わしい、込んでいる。人がたくさんいるさま。良悪はないが、アルバザードは一

般に孤独を愛するので人気の多いところは好まない 

 抽具を取る。ｷﾉｵ ﾄﾉｲはその女の周りにたくさん人がいるような女。人気があるかどうか

は不明で、単に人がたくさんいることだけを表わす 



 映画館で良い席に座れば当然周りにたくさん人が来る。端を選べば人は少ない。このと

き、もし良い席に女が座れば彼女はｷﾉｵ ﾄﾉｲである。端に座ればﾄﾌｲである。人気のあるなし

とは必ずしも関係がない 

 ﾄﾉｲは物や場所も取る。ｻﾏｵ ﾄﾉｲで人がたくさんいる道 

 ﾄﾌｲは逆に人気のない寂れた様子 

 

 ﾄﾉｲｱは人気がある。そこに人がいるかどうかということではなく、人気があること。人気

があってもネットアイドルなら周りに人はいないのでﾄﾉｲｱだがﾄﾌｲである。このようにﾄﾉｲとﾄ

ﾉｲｱは別物である 

 抽具を取る。ｷﾉｵ ﾄﾉｲｱ,ﾄﾉｼ ﾄﾉｲｱ,ﾏｴﾌｴ ﾄﾉｲｱなど 

 ﾄﾌｲｱは人気のない 

 

ﾄﾉｸ,ﾄﾌｸ,ｲﾉｱ,ｲﾌｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉｸは初めて。第一回目のという意味である。人も取れる。ｷﾉｵ ﾄﾉｸは初めての女。具体的

な内容はｱﾏｱ 

 ﾄﾌｸは最後の。最終回のという意味 

 

 ｲﾉｱは始められた。開始されたという意味で、初回という意味とは関係がない 

 ｲﾌｱは終わった。終了したという意味。ﾉｱﾉ ｲﾌｱで終わった会議 

 ｲﾌｱはもうだめだという意味はない。ﾕｲｵ ｲﾌｱは終わった人生だが、「だめだ、もう人生終

わったも同然だ」という意味にはならない。よりシビアにより単純に「死んだ」という意

味である 

 

ﾄﾉｸﾉ,ﾄﾉｸﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉｸﾉは安全な。害が及ぶ心配のないさま。抽具を取る。ｷﾉｵ ﾄﾉｸﾉ,ｲﾉｹ ﾄﾉｸﾉ,ﾄﾒﾌ ﾄﾉｸﾉ,ﾏｴﾌｴ 

ﾄﾉｸﾉなど 

 ﾄﾉｸﾌは危険な。害が及びそうなさま 

 この害とは事故や犯罪や災害などによる怪我や病気といった肉体的な害だけでなく、金



の損失などの経済的な害や、精神的に悪影響という害も意味する。ﾄﾒﾌ ﾄﾉｸﾌといえば有害図

書である 

 また、ﾄﾉｸﾉはリスクが低いことも意味する。ﾄﾉｸﾌはリスクが高いでもある 

 

ﾄﾉｶ,ﾄﾌｶ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉｶはうるさい、やかましい、騒々しい。音が大きくて不快なさま。音を出すものを取る。

ｷﾉｵ ﾄﾉｶ,ｷﾏ ﾄﾉｶなど 

 うるさいといってもしつこいとかわずらわしいという意味ではない。あくまで音が大き

くて不快なさまである。人がベラベラ話したりごちゃごちゃ説教するときもﾄﾉｶである 

 ﾄﾉｶは悪い意味で使う 

 

 ﾄﾌｶは静か。騒々しい音がなく、騒音が気にならないさま。ふつう良い意味で使うが、静

けさが却って不気味なときは悪い意味になる。ﾒﾁﾏ ﾄﾌｶは良くも悪くもある 

 

ﾄﾒﾉｱ,ﾄﾒﾌｱ,ｴﾒｹﾉ,ｴﾒｹﾌ,ｹﾒｸﾏ,ﾄﾒｲｱ,ｸﾒﾄｸ,ｱﾒﾏﾄﾏ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾒﾉｱは賢い。一般的な賢いで、様々な点で頭が良いさま。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ﾄﾒﾉｱな

ど。ﾄﾒﾌ ﾄﾒﾉｱは読むと賢くなる本や、書いた人は頭が良いだろうと思わせるような本など 

 ﾄﾒﾌｱは愚か 

 

 ｴﾒｹﾉは思考が柔軟なさま。多角的に思考でき、偏見が少なく、何より間違いを見つけれ

ばすぐに正せるさま。ｴﾒｹﾉは美徳 

 ｴﾒｹﾌは頭が固いさま。悪徳 

 

 ｹﾒｸﾏは頭がぼーっとしていて回らない馬鹿であるさま。頭の回転が遅くぼーっとしてい

る馬鹿。ただの馬鹿でなく時間を無駄にもする馬鹿である点でﾄﾒﾌｱより性質が悪い 

 

 ﾄﾒｲｱは迷った知恵であるさま。よくわかっていないのにわかっている気になっているさま。

ﾄﾒﾌｱより性質が悪い。ｷﾉｵ ﾄﾒｲｱ,ﾄﾉｼ ﾄﾒｲｱなど 



 

 ｸﾒﾄｸは天才な。努力をあまりしないでも少ない情報だけでなんでも理解したり創造したり

できる頭脳。極めて良い誉め言葉。人と付属物を取る 

 アルバザードでは天才は先天性と後天性の合体がなせる業であると考えられている。特

に後天的な努力が重要で、これを怠れば何も意味がない 

 

 ｱﾒﾏﾄﾏは馬鹿。ﾄﾒﾌｱより意味がずっと軽い。アホ程度か。ｱﾒﾏﾄﾏと言われてもそれなりの理

由があれば別段怒る気はしない。理由がなくても口癖のようにｱﾒﾏﾄﾏという人がいるので、

こういわれても有名無実なので別にわざわざ怒る気もしない。ただ、それは勿論冗談関係

にあればである 

 

ﾄﾏｴ,ﾄﾒｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾏｴはメイン。主を表わす。主副が考えられるもののうち、主を表わす。抽具を取る 

 ﾄﾒｴはサブ。副である 

 

ﾄﾒｶﾉ,ﾄﾒｶﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾒｶﾉは純粋。余計なものがなく、混じり気のないさま。プロトタイプは水や血などの液体

だが、抽具を取れる。人に使うと心が純粋という意味になる。また、体が汚されていない

という意味にもなる 

 ﾒﾄ ﾄﾒｶﾉだと混じり気のない水。ｷﾉｵ ﾄﾒｶﾉは心が純粋な女、或いは処女、或いは何らかの点

で純粋な女 

 ｴﾉｻ ﾄﾒｶﾉは埃などの汚れのないか少ない空気 

 ﾉﾄｷ ﾄﾒｶﾉは哲学や他の学問とは独立した純粋な数学だけの要素を持った数学 

 結局のところ殆どの場合、何について混じり気がないかは文脈かｱﾏｱで表わす 

 ﾄﾒｶﾌは不純。混じり気のあるさま。心や肉体が穢れているさま 

 

ﾄﾏｳｱ,ﾄﾒｳｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ﾄﾏｳｱは範囲内を示す。範囲は抽具いずれでも良いが、ふつう何らかの集合を取る。ｱﾏｱと

違って、「～にとって」という意味はない 

 ｶﾉｵｱ ﾄﾏｳｱは範囲内の攻撃。範囲は抽象的な範囲でも良い。たとえばｻﾌｵﾉ ﾄﾏｳｱは条件に合

う範囲内での約束で、条件という範囲は抽象である 

 ﾄﾒｳｱは範囲外 

 これらは人として或いは異性としての交際範囲も表わせる。ｷﾉｵ ﾄﾒｳｱで眼中にない女 

 

ﾄﾉﾂ,ﾄﾌﾂ,ｴﾉｸ,ｴﾌｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾉﾂは熟した。食材が食べごろなさま。人や家畜が成熟して大人になったさま 

 ﾄﾌﾂは未熟 

 ｴﾉｸは若い。人や物が若いさま。食べごろという意味や成長して大人になったという意味

ではなく、単に平均的な寿命から見て今の年齢がまだ前半部にあることをさす。食べごろ

と関係がないので木でも石でも原子でも若いといえる。寿命があるからである 

 人の場合、成熟していても若いことがある。ｨｦ歳はｴﾉｸ/ﾄﾉﾂで、ｧｦ歳はｴﾉｸ/ﾄﾌﾂである 

 ｴﾌｸは老いた。人が老いたさま 

 

ﾄﾌｸｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 限定された。ある範囲の中に限られたさま。数や意味などの抽象や場所、人、物などの

具象を取れる。ｷﾉｵ ﾄﾌｸｴで何らかの点で限定された女 

 

ﾄﾌﾁｼ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 道に迷った。人を取る 

 

ﾄﾏﾉ,ﾄﾏﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾏﾉは器用な。手先や手足など、体が良く動いて細かい作業ができるさま。人と付属物を

取る。ｷﾉｵ ﾄﾏﾉは器用な女。ｸﾒﾄｻ ﾄﾏﾉは器用に縫われた縫い物 



 ﾄﾏﾌは不器用 

 

ﾄﾏﾏｹ,ﾄﾏﾒｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾄﾏﾏｹは予想外の、意外な、誤算の。抽具を取る。解釈は文脈かｱﾏｱ。ｷﾉｵ ﾄﾏﾏｹは予想外の

女 

 ﾄﾏﾒｹは予想通りの。副詞だとやっぱり、やはりなど。ﾉｴ I ｱｽﾏﾕｺｽｱに相当 

 

ﾄﾏﾏﾁ,ﾄﾏﾒﾁ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 端の。縁、淵、隅、際など。末端の部分。細長いものは先っぽと尻尾の部分で、つまり

短い辺を指す。長い辺はふつう指さない。テーブルのように広いものになり、細長くなく

なると四つの辺が全て端になる。崖などの終端部、あと一歩行けばもう穴という最後の地

面部分も端である 

 ﾄﾏﾒﾁは端以外の部分。パンなら耳以外の白い部分 

 

ｸﾉﾂ,ｸﾌﾂ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 どろどろの。ヨーグルト状の 

 ﾂﾉｺは糊のような接着感があるが、ｸﾉﾂにはない。ﾂﾉｺは他の物体との接着性について表わ

し、ｸﾉﾂはその物体そのものの形状について表わす。ヨーグルトや泥はｸﾉﾂであってもﾂﾉｺで

はない。逆にシールの糊面はﾂﾉｺであってもｸﾉﾂではない 

 ｸﾌﾂはカピカピな。どろどろしていたものやどろっと塗れていたものが乾いてパリパリす

るさま 

 

ｸﾉｲｵ,ｸﾌｲｵ,ｷﾉﾀｱ,ｷﾌﾀｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾉｲｵは心が温かみのあるさま。美徳。ﾌｷのより厳密な言い方。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｸ

ﾉｲｵは温かみのある女。ｲﾕ ｸﾉｲｵは暖かい思いやりのある言葉 

 ｸﾌｲｵは心が冷たく冷淡なさま。悪徳 



 

 ｷﾉﾀｱは熱心なさま。一生懸命なさま。やる気があって積極的なさま。美徳。人と付属物

を取る。ｷﾉｹ ｷﾉﾀｱは熱心な仕事ぶり 

 ｷﾌﾀｱは冷淡なさま。悪徳。ｸﾌｲｵは心が冷たいさまで、ｷﾌﾀｱは熱意がないという意味での

冷淡さ。ｷﾉｵ ｸﾌｲｵは心優しくない女で、ｷﾉｵ ｷﾌﾀｱはやる気のない女 

 

ｸﾉｲｱ,ｸﾌｲｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾉｲｱはせっかちなさま。待つことができないさま。人と付属物を取る。ｲﾒｲｴ ｸﾉｲｱは待つ

ことのできないで早く出発しようとする旅行や、一つのところに収まらず、次々と早く他

の場所を見ていく旅行など 

 ｸﾌｲｱはのんき。のんびりでおっとりしたさま 

 どちらも良悪はない。どちらにも転べる 

 

ｳﾉｻ,ｳﾌｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉｻは有名な。抽具を取る。良悪はない 

 ｳﾌｻは無名 

 

ｸﾉｵｳ,ｸﾌｵｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾉｵｳは気付かれるように。ｹﾉﾂ ｸﾉｵｳは気付かれるように仕向けた親切。ｶﾒｴｲﾕ ｸﾉｵｳは聞

こえよがしの独り言。ｹﾉﾄ-ﾒ ｸﾉｵｳは人に気付かれるように助けた。人も取れる。ｷﾉｵ ｸﾉｵｳ

は何かと気付かれるように行動するわざとらしい女。或いは何事も気付かれるようにして

しまう目立ちたがりや、大げさな動作の女 

 ｸﾌｵｳは気付かれないように。ﾒｷｱ ｸﾌｵｳは気付かれないようにした窃盗。ｷﾉｵ ｸﾌｵｳは気付

かれないように何かする女。ﾒﾄｷ-ﾒ ｸﾌｵｳはそーっと逃げる 

 

ｸﾉｻ,ｸﾌｻ,ｸﾏﾉ,ｸﾏﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｸﾉｻは予想より早く、もう、といった意味。ｸﾌｻはようやく、今更などの意味で、予想や

期待などより遅い 

 ｸﾏﾉは既にで、ｸﾏﾌは未だ～ない。否定の意味を内包しているのでﾏｴは不要 

 

ｸﾉｻｳ,ｸﾌｻｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾉｻｳは既成、既存、出来合い。既に存在するもの。ﾏｴﾏｵ ｸﾉｻｳは既存の考え。ｼﾒﾄ ｸﾉｻｳ

は出来合いの料理。スーパーの惣菜やコンビニ弁当など 

 ｸﾌｻｳはあつらえの。既成でなく自分でオーダーして注文したもの。或いは自分で作り上

げたもの。要するに自分がオーダーして他人が作ろうと、自分で作ろうとどちらでも良い。

ｴﾉｼ ｸﾌｻｳはオーダーメイドの服 

 

ｸﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾒはもう一度、再度の。ｸﾉｿｴ ｸﾒは再婚。ｲﾒ-ﾒ ｸﾒはまた行く 

 ｸﾒは前に最低一回同じことをしていることが前提である。同じことといっても全く同一

でなくても良い。たとえば再婚はふつう前と違う人と行うが、ｸﾒを使って良い 

 また、ｸﾒは前に何回あろうと、最低一回同じ経験があれば使える。更に、これきりとい

う意味もない。再婚して更にまた離婚して後に再婚する可能性もある 

 あと一回だけと言いたいときはﾀﾉｴ ｲﾏ ｽﾏｱという。ﾀﾉｴ ｲﾏ ﾌｴともいえるが、意味が異

なる。後者はたった一回という意味である。ﾌｴはｲﾏという数の少なさを述べているだけで、

回数制限については何も言っていない。回数制限についてはﾀﾉｴ ｲﾏと何ら変わらない 

 ﾀﾉｴ ｲﾏは一回という意味で、その後また何回かあるかもしれない。とりあえず現段階で

は一回という意味である。ということはﾀﾉｴ ｲﾏ ﾌｴも同じである。しかしﾀﾉｴ ｲﾏ ｽﾏｱはそ

うではない。一回だけである 

 一回だけはｸﾒを使っては表わさないので注意 

 

ｸﾏｼ,ｸﾒｼﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾏｼﾄは空間が埋まっているさま。余分なスペースがないさま。物理的な意味しかない。席



が埋まっているさまや、タンスなどが一杯で入れるところがないさまを表わす 

 人はふつう取らないが、取れないこともない。たとえば子供が父の背中を馬にして遊ん

でいるとき、他の子供が乗りに来たとする。ところが父には既に先客がいるので乗れない。

このとき父はﾄﾉﾒ ｸﾏｼﾄである 

 ｸﾒｼﾄは空いている、空席の、空きがある 

 

ｸﾒｸ,ｺﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾒｸは丸い。ｺﾒｲは球形の。どちらも物の形を形容する。物の形を取るものなら何でも取

れる。副詞の場合、物の形に関連するものなら何でも取れる。たとえば線を丸く書くはﾉｳｱ

-ﾒ ｸﾒｸ ﾉｵｱ。ｸﾒｸはﾏｵでなく副詞 

 ｸﾒｸは円なので二次元であるが、ｺﾒｲは球なので三次元である。ここを間違えないように。

日本語では丸いボールといえるが、ｸﾒｸではなくｺﾒｲである。球体だからである 

 また、円はアルティスで完全なものを意味する。図形の中で円は完全な形と考えられて

おり、そこから完全なものを象徴するようになった。古アルカでも神を表わす字は丸が付

いたものが多い 

 ゆえにｸﾒｸには完全なという意味もある。これは良い意味で完全であるからﾉﾀと違う。ｷﾉ

ｵ ｸﾒｸは才色兼備 

 また、正解を表わすのは丸記号である。円が完全を表わすからである。ゆえにｸﾒｸは正解

のという意味もある 

 ｺﾒｲには完全という意味はない 

 

ｸﾏｸｴ,ｸﾒｸｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾏｸｴは起源であるさま。何かの出だし、起源を示す。言いだしっぺも同じである。独創

的という意味もある。抽具を取る 

 ｸﾒｸｴは起源でないさま。起源から生まれた流派のことを指す 

 

ｸﾏｵ,ｸﾒｵ,ｸﾏｵﾉ,ｸﾏｵﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｸﾏｵははっきりした。明白、明瞭、確か、確実。明らかで曖昧さがないさま。証拠が明白、

意識が明瞭、合格が確実、判断が明白、態度が明瞭など、全てｸﾏｵである 

 態度がはっきりしているとは主張を曖昧でなく述べるさまである。喋り方が明瞭で聞き

取りやすい場合もｸﾏｵである 

 また、色が原色という意味もある 

 ｸﾒｵはあやふや、不明瞭、曖昧、ぼやけた、不確実、語源などが不確実で不明。或いは色

が原色から遠いさま 

 

 ｸﾏｵﾉは既知で、ｸﾏｵﾌは未知や不明。知らないこと。語源不明は大抵ｸﾒｵであるが、アルカ

でなければｸﾏｵﾌでもしっくりくる 

 

ｸﾏﾀ,ｸﾒﾀ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾏﾀは新品の。人に使うと未経験者や新人とか処女・童貞といった意味 

 ｸﾒﾀは中古の 

 一度人の手に渡っているかどうかが決めて。物その物が新しいか古いかという問題では

ない。また、生産者や仲介者は手に渡ったうちに入らない 

 新品の靴は店で買えるが、その靴は既にその時点で生産者、問屋、運送業者、販売店の

手を渡っている。しかもその時点その時点で一度所有権を引き渡している。問屋が生産者

から買った時点で問屋の物である。にもかかわらず客が販売店で買った靴は新品であるの

で注意。その客がフリーマーケットに出したりして初めて中古になる 

 

ｸﾏｴ,ｸﾒｴ,ｴﾏｶ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾏｴは中心を表わす。二つの間の中心にある場合はｸﾏｴでなくｴﾏｶを使う 

 ｸﾏｴは二次元体と三次元体に使える。二次元体はたとえば紙に円を描いた場合で、円の中

心がｸﾏｴになる。一方三次元体はたとえば球の重心が中心になる 

 ｸﾏｴは円のように軌跡が明示されているものだけでなく、軌跡が良く分からないものにも

使える。女を三人の男が取り囲んでいるとき、三人の男は線で繋がっているわけではない。

決して円形を描いているわけではない。しかし人間は三人の取り囲む男をひとまとめに認



知し、そこにないはずの円の軌跡を想定する。これが人間の自然な認知である。そして想

定された円の軌跡から中心を考える。その中心とは即ち女である 

 しかも人間の認知はそれがおおよそ円だと思えば満足する。本当はちょっと楕円だった

り、実は円でなかったりするかもしれない。だが、人間にとってはおおよそ円だと認知で

きれば常にｸﾏｴを考えることができる 

 勿論、円だけでなく、四人が四隅を囲っていれば、見ている人は彼らに四角形を想定す

る。そしてその重心に女を置き、ｸﾏｴという。このように、厳密な図形は問題にならない。

単に囲んでいる何かから軌跡を想定し、その重心にｸﾏｴを置くという大雑把な任地である 

 

 一方、ｸﾒｴは囲んでいる軌跡を指す。周辺、周りという意味である。四角形で囲んでいる

図を想定すればその軌跡がｸﾒｴになる。円なら円周がｸﾒｴになる 

 また、囲むものがなくてもｸﾒｴを想定できる。人間は、誰かが立っている周りの空間を想

定することができる。状況によって半径は異なるが、立っている人の周りには彼のパーソ

ナルスペースがあり、そのスペースの境界線が円の軌跡を描いている 

 そして人間はその実際には存在しない円をパーソナルスペースとして想定する。こうな

れば囲うものがなくともｸﾒｴを想定できる 

 この点はｸﾏｴも同じである。囲むものがなくとも想定さえすれば中心を考えられるため、

ｸﾏｴが使える 

 

 尚、ｸﾏｴ,ｸﾒｴは空間的意味でしか使わない。ふつう、節も取らない。時間を表わす「～ご

ろ」という意味もない。ﾉﾀﾏﾕｵｹは周りという意味と時間の概数を表わす意味があるが、ｸﾒｴ

にはない。時間の概数はただの概数と同じくｶﾌﾉである。ﾌｸ ｷﾒﾉ ｲﾏ ｶﾌﾉのように 

 

 ｴﾏｶは間を表わす。二つのものの間を指す。三つ以上の場合、ｸﾏｴを使う。二つというの

は厳密に二つの数とは限らない。たとえば四人いて、二人ずつグループで分かれていると

き、その四人は二つと見なされる。何人いようと二つのグループとみなされれば良い。そ

れらの間を表わすのがｴﾏｶである 

 また、ある期間をも示す 

 

ｸﾌｹﾉ,ｸﾌｹﾌ 



[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 リディアのアティーリやアルバザードシェルトにおける概念からすると、聖とは神聖だ

けでなく、穢れなく正義であることも考慮した上での概念で、聖＝神＝アルテ・アルシャ

（アルデ）とは限らない。当然、邪＝悪＝テームス・デームスというわけでもない。神に

も悪い者がいるし、悪魔にも情けはある。アティーリで書かれる悪魔たちは人間や神の視

点で初めて悪魔であり、彼らにその自覚はない。あるとすれば人間から見て自分らが悪で

あるという相対的な自覚のみである。だからこそミダンとヴェンシートは聖と共に邪を司

る。邪が悪魔を即座に意味しない裏づけでもある 

 なお、ヴェンシート自身は邪悪を司るが、本人は邪悪ではない。ミダンも聖人というわ

けではない。司るがゆえに、ヴェンシートは邪悪に飲み込まれることがなく理性を保つこ

とができ、ミダンは聖であることに徹せず、行動を束縛されない。このことから、聖邪は

ひとつの属性であり、どちらにも欠点はあるということが伺える。聖＝善とはなるかもし

れないが、聖＝良と手放しではいえない。もちろん、邪に飲まれればそれは即座に悪だろ

うが、善にも飲まれ縛られると良くないという考えが受け取られる。飲まれずに善を操り、

邪については飲まれずに退けるのが最もであるとされるのだろう 

 

ｹｾﾕｴｴﾏﾕ,ｴﾏﾕ,ﾄﾕﾉ,ﾄﾌﾌﾁ,ﾀﾉﾕ,ﾒｸﾌ,ｸﾌﾌｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 全て敬称と卑称。名前か名字の後に付ける 

 尚、公的な場面で公的な話をしているときは相手との身分の差や関係がどうあれ絶対に

敬称も卑称も愛称も使ってはならない。無礼である 

 

 ｹｾﾕｴｴﾏﾕは男に使う。様、殿などに当たる 

 目上に使う。関係が同等でも、尊重しなければならない相手にはつける。たとえば神話

でルフェルはアルデスをｹｾﾕｴｴﾏﾕで呼ぶ 

 

 ｴﾏﾕはｹｾﾕｴｴﾏﾕの略形。ｹｾﾕｴｴﾏﾕより敬度が低い。近しい友人はふつう呼び捨てで呼ぶ。

友人でなければｹｾﾕｴｴﾏﾕをつける。したがって遠い友人が主に使う。また、近くても相手の

ほうが上だと感じていればｴﾏﾕをつけても良い 

 彼女が彼氏を呼ぶときに付けることがある。特に彼女がエティットで彼氏がエタットの



場合はその傾向にある 

 

 ﾄﾕﾉは女に使う。様、さんに当たる。男と違って敬度による違いがない。親しい間には付

けないが、上だと思っていれば付ける。同等でも尊重しなければならない相手にもつける。

たとえば神話でアルデスはルフェルをﾄﾕﾉで呼ぶ 

 

 敬度の区別がない代わりに、女にはﾄﾌﾌﾁがある。可愛いと思っている女や親しい女に付け

る。主に子供相手に使うが、大人にも仕える。但し大人の場合は目上には仕えない。この

点では女にも敬度の区別があるといえる 

 

 ﾀﾉﾕは名字に付ける。親しくない間柄に使う 

 

 ｹﾉﾌｵは名字にも名前にも付けられる。フルネームにプラスされることが多い。「～様」に

当たる。役所、病院など、機関で名前の呼び出しを受けるときに良く使われる 

 

 ﾒｸﾌは卑称で、～の野郎などという意味。男女を問わない。卑称を使っているときは怒っ

ているので目上目下も一々問わない 

 

 ｸﾌﾌｵはﾒｸﾌより軽い卑称で、冗談交じりに使う。実際に怒ってはいない。近しい間柄だと

むしろ親近感を覚えさせることができる。日本語でいうと、ほくそ笑みながら「あいつめ」

というときの「め」に近い 

 

ｸﾌｲﾉ,ｸﾌｲﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾌｲﾉは信心深い、敬虔な、信仰心のある。宗教心の高いさまを表わす。人や付属物を取

る。ｷﾉｵ ｸﾌｲﾉ,ｹﾏﾀｱ ｸﾌｲﾉなど 

 ｸﾌｲﾌは敬虔でない、信心が浅い、罰当たりな、信仰心のない。ｷﾉｵ ｸﾌｲﾌで敬虔でない女。

ｴﾏﾏﾄ ｸﾌｲﾌは罰当たりな行為 

 ディアセルやメルセルを祝わないのはｸﾌｲﾌ。神を頼らないのもｸﾌｲﾌ。神を頼らないのは

自分は神の力がなくてもやっていけると考えていることに繋がり、傲慢とも取られる 



 

ｸﾉﾄｹ,ｸﾌﾄｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾉﾄｹは騒がしい。ﾄﾉｶは音だけに限った「うるさい」だが、ｸﾉﾄｹは音だけではない。人だか

りができてざわざわしている場合はｸﾉﾄｹであるが、これは人の声だけでなく人が集まってわ

らわらと動いているさまも含んでいる。聴覚だけでなく視覚的にも騒々しく動いているさ

まを指す 

 人だかりは騒々しい。デモ隊なども騒々しい。基本的に音を出す物を取る。事でも良い。

ﾉｱﾉ ｸﾉﾄｹなど 

 良悪はないが、比較的悪い意味で使う機会が多い 

 ｸﾌﾄｹは沈静した。静まったという意味 

 

ｸﾏｳ,ｸﾒｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｸﾏｳは接触した。くっついた。ﾉﾀｲと違って連結したわけではなく、単に面と面が接して

いるさま。物理的な意味で使う。だが、スケジュールが別のスケジュールと隣接していて

間に休みがない場合もｸﾏｳといえる。ゆえに時間的な意味もある 

 ｸﾒｳは離れた 

 

ｵﾉﾉｲ,ｵﾉﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｵﾉﾉｲは親しい。人に対して互いに気が知れているさま。物事に対して精通しているさま。

ｷﾒﾄ ｵﾉﾉｲで精通している勉強。ｹﾉｳﾄだと玄人レベルに精通しているさまである。ｵﾏｱは単に

慣れているだけで精通しているかどうかは不明 

 あと、その土地に明るいという意味もある 

 確かにｵﾉﾉｲは精通だが、そんなにレベルが高くもない。親しいという意味なので頻繁に

関わっているということを意味するだけである。当然その結果として精通しているだろう

という推測でしかない 

 ｵﾉﾌｲは人が疎遠。物事に不慣れ、疎遠。その物事に対して関わりが少ないさま 

 



ｵﾉﾉｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 念のため、一応。恐らくそうであろうことは分かっているが確認するさま。ｱﾉｻｴ ｵﾉﾉｵは

念のための試験。ｱﾉｼ-ﾒ ｵﾉﾉｵは一応調べる 

 日本語の「一応」は逃げ腰なところがある。調べる気が満々なのに「一応調べる」とか、

思い切り頑張るべきところなのに恥ずかしがって「一応頑張る」などという。この用法は

アルカにはない。分かっていたりできることが分かっているが確認のため行うという意味

がそのまま現われる 

 ｷﾒﾄ-ﾒ ｵﾉﾉｵは高得点を取れるのが分かっているが確認で勉強するとか、この問題は解ける

はずだが確認として勉強するという意味である。日本語の「一応頑張る」は悪い点を取ら

ないようにせいぜい頑張るという逃げ腰なニュアンスがあるが、アルカにはない 

 

ｵﾉｲ,ｵﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｵﾉｲは驚いた。びっくりした、ぎょっとした。予想外の事態に対して動揺すること。良い

驚きと悪い驚きの区別はない。ゆっくりな驚きと急激な驚きの区別もない。驚きの総称で

ある 

 予想外の事態に驚くのは人間として自然。恥ずかしくない。むしろ驚くべき事態に驚か

ないほうが強がりとして恥ずかしがられる。感情はコントロールすべきである。コントロ

ールするとは抑制することだけを意味するのではない。出すべきところはきちんと出すの

が正しいコントロールである 

 日本人はその点を勘違いしており、感情を抑制することばかり気にかける。日本人は犬

が突然吠えてびっくりするとすぐバツが悪くなり、恥ずかしいと感じて舌打ちをしたり平

静を装ったりする。「こいつ、びびったな」と思われるのが恥ずかしいからで、特に若い男

に顕著である。たとえ周りに人がいなくても己で己を恥じる 

 ところがアルバザードではむしろ平静を装うほうが恥ずかしい。犬が突然吠えれば誰で

も驚く。さも平然であるかの態度は明らかにわざとらしい。さも修羅場をくぐってきたか

のような平然とした態度は強がりの現われで嘲笑の的である 

 アルバザードではむしろ格好つけたい若い男は強がりをしていない証拠を見せたがり、

いかに自然な様子で驚いてみせるかに専念する。自然な驚きを演出することがかえって格



好良いことや強さや男らしさに繋がる。過度に驚いたり平然を装うとかえって恥ずかしい 

 そういったしがらみのない女子は自分の驚きたいだけ驚く傾向にある。これは日本と変

わらない。女子は犬が吠えれば「きゃっ」と素直にわめく。それで仕舞いである 

 ｵﾌｲは平然。驚きのないさま。とりわけ、予想外の事態が起こったにも関わらず動揺しな

いさま。上記のとおり、良い意味とは限らない。むしろ嘲笑の的となることもある 

 

ｵﾉﾄ,ｵﾌﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｵﾉﾄは安心。ほっとした。心配がなくなって気持ちが落ち着くさま。良い意味。抽具を取

る。ｷﾉｵ ｵﾉﾄは安心した女。ﾄﾒｸ ｵﾉﾄは安心させる曲 

 ｵﾌﾄは不安。心配で心が落ち着かないさま。悪い意味 

 

ｵﾉｸｻ,ｵﾌｸｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｵﾉｸｻは態度が良い、感じが良い、丁寧な。人や付属物を取る。店員の態度などに使う。

人のメトニミーとして店の態度も表わせる。ﾉｱﾒ ｵﾉｸｻは態度の良い店だが、これはメトニ

ミーで、実際に態度が良いのは人 

 ｵﾌｸｻは感じが悪い、生意気な、偉そうな、尊大な、態度が悪い、悪態、ムカつく、嫌な 

 ｵﾉｸｻ,ｵﾌｸｻはその人の喋り方、動き方、身なり、果てはより細かく目つきや顔つきなど、

その人から受ける全体的なイメージによる総合的な判断である。総合的な判断で態度が良

いとか悪いとかを決める 

 ｵﾉｸｻは単に態度が良いだけではなく、動き方や喋り方や顔つきまで総合的に好ましいこ

とである 

 ｵﾌｸｻも全体的な判断である。てきぱきしていてハイハイとよく聞くが、どことなく冷淡

そうな眼差しの店員や、どことなく忙しそうで客を扱うというよりは客を捌く感じの店員

がいるとする。彼は確かにｱﾉｻではある。ｷﾉﾉｵでもある。だが、何となく気に食わない。そ

ういうときにこそｵﾌｸｻである 

 

ｵﾏｹ,ｵﾒｹ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｵﾏｹは相対的。他の何かと比較をしたさま。ﾄﾉ ﾒｱ ｵﾏｹ ﾄﾒﾉｱは彼は比較的賢い。日本語と違

って少しという程度的な意味はない。純粋に誰かと比較した場合にしか使えない 

 ｵﾒｹは絶対的。何とも比べないさま 

 

ｵﾏｱ,ｵﾒｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｵﾏｱは慣れた。経験が豊富ということよりもそれに多く関わってきたということに焦点を

当てる。落ち着いて事を運べる精神状態を表わす 

 ｵﾒｱは不慣れ。ｷﾉｵ ｵﾒｱ,ﾄﾉｼ ｵﾒｱなど 

 

ｵﾉｱ,ｵﾌｱ,ｵﾉｹﾉｵ,ｵﾉｹﾌｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｵﾉｱは優しい。態度や言い方や処遇が思いやりあるさま。良い意味。甘やかすこととは違

う。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｵﾉｱ,ｲﾕ ｵﾉｱなど 

 ｵﾌｱは厳しい。態度や言い方や処遇が冷酷であるさま。悪い意味。規制がきついとか追求

が厳しいという用法はない。それはｵﾉｹﾌｵである 

 

 ｵﾉｹﾌｵは規制などが厳しいさまである 

 ｵﾉｹﾉｵは規制が緩いさま。良悪なし 

 

ﾏｸﾏ,ﾏｸﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾏｸﾏは眠い。寝たい状態。ｷﾉｵ ﾏｸﾏは眠たそうな女。ｲﾕﾄ ﾏｸﾏは眠くなるような話 

 ﾏｸﾒは眠くない。目が冴えている状態。ｴﾏｹﾉ ﾏｸﾒは目が覚めるような事故。実際にある程

度眠いと思っている状態からの復帰という場面でしか使えない。元々全く眠くもなかった

のに衝撃的という意味で使われることはない 

 日本語は目が覚めるような美人という言い回しがあるが、これは別に眠くないときにも

使える。だがアルカでは使えないということである 

 

ﾏｴ 



[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 否定を表わす。名詞動詞だけでなく、形容詞、副詞、更には格詞にもつく。論理的な意

味での否定を表わすが、論理学の否定とは異なる点がいくつかある 

 ﾏｴは日常論理学的な否定である。逆は必ずしも真ならずにもかかわらず、日常的には逆

も真であることが前提で話されることが多い。これは逆だけでなく裏にもいえることであ

る。ということはﾏｴが表わす否定は裏が真になることが前提とされる否定である 

 また、ﾏｴはたびたび厳密な否定でもない。美人を否定すると論理的には醜女か普通かに

なる。だが日常的には美人でないは醜女を指すことが多い。尤も。はっきり醜女というよ

りは柔らかいが、普通という意味にはならないことが多い。つまりﾏｴは厳密な否定とは限

らない 

 このように、ﾏｴは日常的には論理的な否定と異なる点がいくつかあるので注意。但し、

同じﾏｴでも数学や論理学、或いは公的な場でのスピーチなどでは論理的な否定を意味する

ことが多い 

 

ｻﾉ,ｻﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉは右の。ｻﾌは左の。右にある、左にあるという意味。物理的な意味しかない 

 

ｻﾉﾉｲ,ｻﾉﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉﾉｲは良いところを見るさま。何かの長所を積極的に見ようとするさま。美徳 

 ｻﾉﾌｲは悪いところを見るさま。あら捜し。ｷﾉｵ ｻﾉﾌｲは欠点ばかり見る女。ｱﾉｼ ｻﾉﾌｲは欠

点ばかり調べようとする調査。悪徳 

 

ｻﾉｷ,ｻﾌｷ,ｻﾉｷｵ,ｻﾌｷｵ,ｻﾌｲﾉ,ｻﾌｲﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉｷは鋭い。形だけを問う。感覚が鋭いのはｻﾉｷｵ 

 ｻﾌｷは鈍い 

 

 ｻﾌｲﾌが形に使う鋭さである。ｻﾌｲﾌは物の先端が鋭いさま。刃物や棒や筆記用具などに使



う 

 ｻﾌｲﾉは先端が丸まっているさま 

 

ｻﾉﾄ,ｻﾌﾄ 

 ｻﾉﾄは白い。白っぽい色の総称。雪や砂糖などの色 

 白は穢れないことの象徴。純白と同じ感覚。そこから無実という意味もあ

る 

 また、白は最も色がない色と考えられている。それゆえ透明と近い感覚で捉えられるも

のの、透明とは明確に区別される。透明を間違えて白とはいわない 

 白は最も色がない色であるため、味気ないことの象徴でもある 

 善悪でいうなら善。白魔法も白のイメージなので、ﾄﾒｶｵﾉｵは白い服を好む 

 

 ｻﾌﾄは黒。黒っぽい色の総称 

 黒は逆に穢れていることの象徴。有罪でもある 

 善悪でいうなら悪。黒魔法も黒のイメージなのでﾄﾏｶｵﾉｵは黒の服を好む 

 黒は色がない色とは捉えられない 

 製品では黒は高級感を持つ。ここに邪悪なイメージはない。むしろ洗練されたイメージ

や知的なイメージを持つ 

 

ｻﾉﾄｶ,ｻﾌﾄｶ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉﾄｶは露骨な。ストレートに婉曲なしで表現するさま。ふつう良い意味。ｷﾉｵ ｻﾉﾄｶはスト

レートに物を言う女。ｲﾕ ｻﾉﾄｶはストレートな物言い 

 ｻﾌﾄｶは婉曲、遠まわしな。ふつう悪い意味 

 

ｻﾉﾄｳ,ｻﾌﾄｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉﾄｳは善。ｻﾌﾄｳは悪。道徳的な良さと悪さを表わす。それ以外の観点での良悪は表わさな

い。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｻﾉﾄｳ,ｴﾏﾏﾄ ｻﾉﾄｳなど 

 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



ｻﾏｻ,ｻﾒｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾏｻは厚い。立体において、平べったいものの持つもう一つの辺（たとえば高さ）が長い

さま。本などを取る。テーブルの台も厚い。つまり板も厚い。壁も厚い 

 完全に平べったくなくても良い。胸、背中、腹などは身体で唯一厚い部分である。尻は

厚くない。大きい 

 雲なども厚い。これも完全に平べったくなくても良い 

 思いやりがあるという意味はない。物理的な意味にだけ使う 

 ｻﾒｻは薄い 

 

ｻﾏｱ,ｻﾒｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾏｱは中を表わす。三次元体における内部である。箱のように境界面があろうと、空間の

ように境界面がなかろうと構わない。境界面がなければ仮定すれば良い 

 また、絵に描いた丸の中もｻﾏｱであるから２次元も表わせる 

 公園はフェンスがなければ境界はないが、出たところに道があることで自ずと境界が生

まれている。道との境を境界面と仮定できる 

 また、内部が詰まっていようといなかろうと構わない。人体には血や内臓が詰まってい

るが、人体の中もｻﾏｱと呼べる。逆に中が空虚でも同じくｻﾏｱである 

 ｻﾒｱは外である。ｻﾒｱというからには中と呼ばれる空間が存在する。その空間にあらざる

空間を全てｻﾒｱという。あらゆる空間の集合を仮定したとき、ｻﾏｱがその中のある空間を占

めるとする。するとｻﾒｱはｻﾏｱの補集合に当たる 

 ｻﾒｱもまた外見が詰まっていようと空虚だろうと関係ない 

 

ｻﾉｴｲ,ｻﾌｴｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾉｴｲは過程を表わす。途中という意味である。語、節を取れる。抽具を取れる。行為的

な意味を持つ語や節を取る。勉強や帰宅など、行為的な語はとりやすく、好きなどの非行

為的な語はとりにくい 

 ｻﾌｴｲは過程に対する結果、事の顛末を指す。ﾌｱﾏ ｻﾌｴｲは勉強した結果の点数。どのよう



に勉強したかは不明 

 

ｻﾏﾀ,ｻﾒﾀ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾏﾀは予め。結果が分かる前や事態が訪れる前に既にしておくさま。ｲﾏｹ ｻﾏﾀは何かが起

こる前の予めの外出。人も取れるが、解釈は文脈による。ｲﾒ-ﾉ ｻﾏﾀは予め行った 

 日本語は「この問題の答えをどう予想しますか」ということができる。これに対して稀

に理屈屋が「その問題の答えは未知でなく既に用意されて回答集に載っている。なのに予

想とはおかしい。推理や想像などと言うべき」というかもしれない 

 だがアルカではこのようには言わない。ｻﾏﾀは事態が訪れる前だけでなく結果が分かる前

も表わせるからである。その問題の答えが解けたのは遥か昔だろう。解けたという事態が

訪れたのは遥か昔なので予想は確かにおかしい 

 だが、ｻﾏﾀは結果が分かる前も表わせる。回答者にとって結果が分かる前も表わせる。な

ので質問者は回答者がまだ結果を知らないと思っているのでｻﾏﾀを使うことができる 

 ｻﾒﾀは後で。後から。結果が分かってから、或いは事が済んでから。ｹﾉﾄ ｻﾒﾀはアフターケ

ア。今更遅い助けという悪い意味と、アフターケアという良い意味がある。どちらになる

かは文脈次第 

 

ｻﾀﾏｴｱ,ｻﾀﾒｴｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｻﾀﾏｴｱは縁起が良い。幸運や幸福がこれから訪れるのではないかと期待させるようにする

さま。抽具を取れる。ｷﾉｵ ｻﾀﾏｴｱ,ｲﾕ ｻﾀﾏｴｱ,ﾉﾄｳ ｻﾀﾏｴｱなど 

 ｻﾀﾒｴｱは縁起が悪い。悪運や不幸がこれから訪れるのではないかと心配させるようなさま 

 

ﾀﾉｲ,ﾀﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾀﾉｲは越えた。超越した。空間的な意味と時間的な意味がある。ｷﾉｵ ﾀﾉｲは何かを越えた

女。ﾃﾉﾄ ﾀﾉｲは越えられた山。これは空間的 

 ｴﾉﾁﾌｸ ﾀﾉｲは越えられた期限 

 ﾀﾌｲは内在。まだ内にあって越えられていないさま 



 

ﾀﾉｴｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 視点時間から見てそれより過去の事柄に対してかつて、一度。或いは視点時間から見て

それと同じ時間の事柄に対して一度、一旦、いったん、ひとたび、ひとたび、ひとまず、

いっぺん、一回、一遍 

 ﾀﾉ ﾀﾉｴｲはかつての家。ｴﾏｹﾉ ﾀﾉｴｲはかつての事件。ｳﾌｲｴ ﾀﾉｴｲは一度のキス 

 

ﾀﾏｷ,ﾀﾒｷ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾀﾏｷは意味が広い。人の興奮、性格の熱血さ、部屋や衣類などの乱れや乱雑などを表わす。

つまり、整然としていないさまを指す。良悪どちらも 

 ﾀﾒｷはその逆。整然としているさま。良悪どちらも。人が冷静な、冷淡な、冷めた、クー

ルな、落ち着いた、穏やかな。場所が整っている、荒れていない。海が穏やかである。な

どなど 

 

ﾀﾏｲ,ﾀﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾀﾏｲは成功。目的どおり上手く達成したさま。抽具を取る 

 ﾀﾒｲは失敗 

 

ﾀﾏｸ,ﾀﾒｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾀﾏｸは急な。事態が前触れなく突然発生すること。進行速度が早いことではない。それは

ｶﾉｹである 

 ｴﾏｹﾉ ﾀﾏｸは前触れもなく起こった事故。ｶﾌﾄ ﾀﾏｸは急性の病気。進行速度が早い病気はｶﾌ

ﾄ ｶﾉｹ 

 ﾀﾒｸは緩やかな。慢性の。前触れを伴って徐々に事態が起こるさま 

 

ﾀﾒｻ 



[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 断続的な。オンアンドオフなさま。横断歩道の信号のように付いては消えるもの。また、

電飾のように光ったり消えたりするもの 

 光だけではない。救急車のサイレンのように鳴ったり止んだりする音。止んだり降った

りふる雨。間欠泉。閉じたり開いたりする瞼。全てﾀﾒｻである 

 

ｴﾉ,ｴﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉは「前に」という意味で、空間的、順序的、時間的な意味で使える。プロトタイプに

あるのは空間的な前である。目の付いている方向である。また、人が並ぶとき、前のほう

が後ろより先である。そこから順序的な意味が生まれた 

 そして順序的に先であるほうが行為を早く済ませられる。つまり、ｱが列に並んで切符を

買ったのがｭ時だとすると、ｱの前に並んでいたｲはｬ時には切符を買える。ｲのほうが過去で

ある。つまり、順序的に先なものは過去を表わす。よって前は過去という時間的な意味を

持った 

 このように、ｴﾉは空間的な前と順序的な先と時間的な過去の意味を持つ 

 ｷﾉｵ ｴﾉは目の前にいる女、自分より順序が先な女、昔付き合った女などの意味 

 例外的な使い方だが、空間的な前は想像上の空間でも構わない。目の前に誰かがいると

いう前提で話せばそこに実際いなくともいることになるのでｴﾉといえる。電話で話してい

るとき、相手が自分の前にいると仮定していれば前で良い。たとえその人の家が自分の後

ろにあろうとも構わない 

 ｴﾌは後ろである。空間的には後ろ、背中の方向である。順序的には後、時間的には未来

である 

 

ｴﾉﾉｲ,ｴﾉﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉﾉｲは心に残る。印象が強い。印象に残る。抽具を取る。ｷﾉｵ ｴﾉﾉｲ,ﾄﾉｼ ｴﾉﾉｲ,ｴﾏｹﾉ ｴﾉﾉ

ｲなど、何でも取れる。ｹﾉﾄ-ﾉ ｴﾉﾉｲ ﾄﾉは印象に残るように彼を助けた 

 ｴﾉﾌｲは心に残らない。印象が薄い。忘れられやすい。何も心につっかかるものがないさ

ま 



 

ｴﾉｹ,ｴﾌｹ,ｴﾉｸ,ｴﾌｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉｹは新しい。バージョンが新しいさまである。一方、ｴﾉｸは若い。年齢が若いさまであ

る。新しい・若いとｴﾉｹ,ｴﾌｹは実はかなり違う 

 ｴﾉｹ,ｴﾉｸはどちらも人も物も事も取れる。同じ名詞を修飾できる。ではこれらは何が違う

か。ｴﾉｹはバージョンが新しいことである。型番や形式が新しいさま、変更されたり改定さ

れたさまである。一方、ｴﾉｸはできてからの日が浅いさまである 

 十年前の文書ファイルがあるとする。これを実に十年ぶりに書き換えた。するとこのフ

ァイルは日本語では新しいといえる。だがこの新しいは二つの意味を持ちうる 

 一つはこのファイルができてからまだ新しいという意味。だがこのファイルは十年前に

できたと分かっているからこの解釈はありえない。もう一つはこのファイルが変更されて

からまだ新しいという意味。こちらが正しい解釈である 

 だが、もし十年前と分かっていなかったら上の二つのどちらを選ぶか迷うだろう。日本

語の新しいではその差を表わすことができない。しかしアルカは違う。両者は厳密に区別

される。上における前者はｴﾉｸで、後者はｴﾉｹである 

 このように、ｴﾉｸはできてからの日の浅さを指す。そしてそれは人だけでなく物でも何で

も良い。一方、ｴﾉｹは変更があってからの日が浅いことを指す 

 新しい研究はｷﾏﾄ ｴﾉｹでもｷﾏﾄ ｴﾉｸでもある。前者は研究そのものは昔からやっているのだ

が、その中で新興的な研究であることを指す。後者はその研究そのものが最近できたばか

りという意味である 

 ｴﾌｹ,ｴﾌｸは古い、老いたと訳すが、本質的な違いは上記のとおり 

 平生、人は変更しないのでｴﾉｹとは言わない。若いしかないからｴﾉｸである。ところが今

日から俺は新しく生まれ変わるなどの表現の場合、仮定の話の中で自分は変更を受けてい

る。ゆえにｴﾉｹといえる 

 新しく考えるはﾏｴ-ﾒ ｴﾉｹである。今までの考えを変更するからである 

 

ｴﾉｷｵ,ｴﾌｷｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉｷｵは一度に、一気に、まとめて。同時に複数の物事に対処し、しかもそれらを一つの



まとまりとして処理するさま 

 ﾒﾒｳ-ﾒ ｴﾉｷｵ ｴﾉｼは服をまとめて洗濯する。たくさんの種類の服を一つのまとまりと考え、

まとめて洗うこと 

 ｱﾉｻｴ ｴﾉｷｵは一度に何教科もまとめて行う試験 

 ｴﾌｷｵは個別に。一人ひとり。一つずつ。ｳﾉｳ ｴﾌｷｵは個別指導 

 

ｴﾉｲｴ,ｴﾌｲｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉｲｴは平らな。面に凹凸や高低のないさま。ﾒﾄﾒｵ ｴﾉｲｴなど 

 水平面と平行であるという意味はない。「そこは坂じゃなくて平らだよ」というとき、平

らは凹凸がないことでなく、坂でないことを表わしている。水平面と平行であることを表

わしている。だがこの用法はない 

 高低のあるさまは別の例で使う。坂には使えない。たとえばベッドにはかけ布団が敷い

てある。綺麗に敷いていれば布団は平らな面で、ｴﾉｲｴである。だが朝起きてそのまま無造

作にベッドから降りると布団は乱雑した形になる。一部が膨らんで盛り上がって一部が下

がった形である。これを高低差があるということでｴﾌｲｴという 

 その面の中で高低差があるときにｴﾌｲｴという。坂の場合、坂自体に隆起があればｴﾌｲｴと

いえるが、坂の頂上と坂の下との高低差は表わせない 

 ｻﾏｵ ｴﾌｲｴは凹凸のあるでこぼこした道で、山道や砂利道などに多い。砂浜もそうなって

いる可能性があるし、砂漠は隆起が多いのでｴﾌｲｴである 

 

ｴﾉｲｱ,ｴﾌｲｱ,ｴﾏｲｱ,ｴﾒｲｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 順に近い過去、近い未来、遠い過去、遠い未来を表わす。訳は順にさっき、あとで、こ

ないだ、いつか 

 ｴﾏｹﾉ ｴﾉｲｱはさきほどの事故 

 

ｴﾉﾄｳ,ｴﾌﾄｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉﾄｳは公認された。はっきり明言して許可されたさま 



 ｴﾌﾄｳは暗黙の。明言されてはいないうちに許可されたもの 

 ｹﾏｵｲ,ｹﾒｵｲは許可だけを意味しない。暗黙の決まりは許可ではないのでｹﾒｵｲ。つまりﾏﾁ ｹ

ﾒｵｲ。ｴﾌﾄｳはｹﾏｻ ｴﾌﾄｳのように使う 

 

ｴﾉｵｲ,ｴﾌｵｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉｵｲは通時的。ずっと、一時的でない、通して、通じて、本当の、本物の、正規の、一

生の、生涯のなどの意味を持つ 

 「正規の」は社員などを取る。パートのようにすぐ止めるものでないという意味。「本当

の」「本物の」も通時的で変わらないという意味において使う。ｳﾉｵ,ｷﾌﾏの意味はない 

 ｷﾉｹ ｴﾉｵｲは生涯の仕事 

 ｴﾌｵｲは一時的な、一過性の、仮の、一時の、暫定的な、当面の。ﾉｵﾏ ｴﾌｵｲは当面の計画。

ｶﾌﾄ ｴﾌｵｲは一過性の病気。ﾄﾉｼﾉｵ ｴﾌｵｲは仮雇用の労働者や、ヘルパーですぐいなくなる人 

 

ｴﾉｴ,ｴﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉｴは順序が順であるさま。たとえば自然数でいうならｧ,ｨ,ｩ,ｪの順をｴﾉｴという。副詞

は順番にという意味。ｳﾏｸ-ﾉ ｴﾉｴ ｷﾒﾄｲﾉはいくつかの学校を順番に回った 

 ｴﾌｴは順序が逆であるさま。ｪ,ｩ,ｨ,ｧという順である。逆順にという意味である 

 時計でｴﾌｴというと逆周りのことで、五時の次が四時になるものである。ｸﾒﾄｲ ｴﾌｴは逆回

転する時計 

 人も取れるが何について順や逆であるかは不明 

 

ｴﾉｱ,ｴﾌｱ,ｵﾉｵｱ,ｵﾌｵｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾉｱは公の。ｴﾌｱは私の。ｵﾉｵｱはプライベートな。ｵﾌｵｱは公衆の。つまりこれらは公私で

ある。ｎ対が互いに逆意になっているが、意味も良く似ている。しかもこれらはﾉﾉｵ(社会),

ﾉﾌｵ（個人）にも似ている。では何が違うか 

 ﾉﾉｵとﾉﾌｵは社会と個人の対立。ｴﾉｱとｴﾌｱは国と個人の対立。ｵﾉｵｱとｵﾌｵｱは公と個人 

の対立である 



 ｴﾉｱは国で、政府である。ｴﾌｱはそれ以外なので一人ひとりの個人もそうだし、企業のよ

うな法人もそうである。人の集団もｴﾌｱである 

 ｵﾌｵｱは公で、公衆である。一人ひとりの個人以外という意味である。ｵﾉｵｱが個人である。

ｵﾌｵｱは個人と対立する公衆である。社会というまとまった組織との対立ではない。プライ

ベートに対するパブリックである 

 人は公的な面と私的な面を持つ。会社で会議をしているときや、記者会見をしていると

きなどはｵﾌｵｱである。人間はｵﾉｵｱ,ｵﾌｵｱにはなれるが、ｴﾉｱとﾉﾉｵにはなれない。人間はｵﾉｵｱ,

ｵﾌｵｱの両面性を持つが、ｴﾉｱは国なのでなれないし、ﾉﾉｵも社会なのでなれない 

 ｵﾉｵｱ,ｵﾌｵｱは人間のある一面を表わし、人間はそのどちらにもなれる。だがｴﾉｱ,ﾉﾉｵはそ

うはいかない 

 私的な用事はﾁﾉｵｲ ｵﾉｵｱ。公的な用事はﾁﾉｵｲ ｵﾌｵｱ。ﾁﾉｵｲ ｴﾉｱにすると国の用事。国が何

か必要としていることである。ﾁﾉｵｲ ﾉﾉｵは社会が必要としている何かの用である 

 

ｴﾏｸ,ｴﾒｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏｸは複雑。単純な事柄が複数絡み合っているさま。一つひとつは単純なことだが、組み

合わさると分かりづらくなる。それを表わしたのがｴﾏｸ。体系や仕組みや問題などに使う 

 ｲｵﾏ ｴﾏｸは複雑な問題で、数学のような問題。単純な公式や解法から成るが、それらがい

くつも絡み合っているのですぐには解けないさま。だから必ずしも難しいとは限らない。

ただ面倒なだけもある。ゆえにｹﾉｼ,ｳﾒｻとは異なる 

 また、心についても表わせる。ｵﾉ ｴﾏｸは怒りや喜びなど、単純な感情が絡み合っている

感情である。いくつもの感情が絡み合っていてそれが何であるとは分かりがたいさま 

 髪型が複雑なのもｴﾏｸ。奇抜な髪型はｴﾏｸだが、三つ編も人によってはｴﾏｸに見えるかも

しれない。ストレートに伸ばした髪はただ切っただけでいじったりしない髪形は必ずｴﾏｸで

はない 

 化粧にも使える。とにかく単純なものをいくつも絡ませてすぐには単純なものの集まり

に還元できないさまを表わせば化粧でも味でも料理でも匂いでも何でも良い。香水などは

いくつもの匂いを混ぜているのでｴﾏｸである 

 ｴﾒｸは反対で、単純 

 



ｴﾒｵﾏ,ｴﾒｵﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾒｵﾏは気長な。長く待つことができたり、堪忍袋の緒が長いこと。人と付属物を取る。

ｷﾉｵ ｴﾒｵﾏ,ｶﾉｱ ｴﾒｵﾏなど。美徳だがあんまりできずぎてもグズとして悪徳 

 ｴﾒｵﾒは短気な。待つのが嫌いで気が短くすぐ怒るさま。アルバザードの人間はｴﾒｵﾒの傾

向がある。多少のｴﾒｵﾒは人を行動的にするが、基本的には悪徳 

 ｴﾒｵﾏとｴﾒｵﾒの間に収まるようにコントロールせねばならない 

 

ｴﾏﾀ,ｴﾒﾀ,ｽﾉﾉｱ,ｽﾉﾌｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏﾀ,ｽﾉﾉｱは高い。ｴﾒﾀ,ｽﾉﾌｱは低い。いずれも空間的な意味しかない。ではこれらは何が

違うか 

 ｴﾏﾀは基準面に在る物の上方向への距離が大きい。基準面は地面などの水平面が多いが、

垂直面でも良い。塔、背丈、ビル、木などに使う。鼻は突き出ているのでﾃﾉｳ 

 ｽﾉﾉｱは基準面からそのものにいたるまでの上方向の距離が大きい。つまり、上方向専用

の遠いである。上方向に遠いさまを表わす。雲、窓、飛行機、電気のかさなどを取る 

 もしこれがなかったらどうなるか。ｴﾏﾀといったとき、それが地面に生えているのか、遠

く上を飛んでいるのか分からない。もし後者をﾌｱｵにしたら、飛行機は遠いものになってし

まうが、遠いとも少し違う気がする。遠いはふつう上方向以外を表わすからである。とい

うことは飛行機はまだ高いに近い気がする。となるとﾌｱｵでもｴﾏﾀでもダメになる。さて、

どうしようと考えたときに使えるのがこのｽﾉﾉｱである 

 日本語の高いはｴﾏﾀでもｽﾉﾉｱでもある。窓などを取ったときに迷うこととなる。ｱﾒｸｴ ｴﾏ

ﾀという場合、窓が地面に接していない限り基準面は下側の窓枠になる。この窓枠から上の

窓枠までの距離が大きい窓をｱﾒｸｴ ｴﾏﾀという。縦に長い窓である 

 これをｱﾒｸｴ ｽﾉﾉｱとすると、基準面は地面になる。地面からの距離が大きいことにある。

つまり天井に近いところにある手の届かないような高い窓のことである 

 いってみればｴﾏﾀはそのものその物の長さが高いことで、長いに近い。長いと違うのは主

に片一方だけが固定されている点と、主に片一方が地面に接していることである 

 一方、ｽﾉﾉｱはその物が地面などの基準面から見てどれだけ遠いところにあるかを表わし

ている。ゆえに遠いに近い。ただ、上方向と決められている点で遠いとは異なる 



 ところで、ｽﾉﾉｱもｴﾏﾀ同様、地面以外を基準面に取れる。たとえば天井近くの高いところ

の壁に時計をかける。これはｸﾒﾄｲ ｽﾉﾉｱであるが、それは床から見た話である。もし時計の

下に高い本棚を置いたらどうなるか。地面から見ればいまだにｽﾉﾉｱであるが、棚の天井か

ら見ればｽﾉﾉｱではない。こういう場合、ｸﾒﾄｲ ｽﾉﾌｱ ｱﾏｱﾒｵ ﾄﾒﾌｲﾌｼという 

 さて、ｽﾉﾌｱは今見たとおり低いである。ｴﾒﾀも低い。用法は上と同じ 

 

ｴｲﾏﾄ,ｴｲﾒﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴｲﾏﾄは茶飯事になじみの、おなじみの、顔なじみの、固定客の、いつもの、お決まりの（冗

談など）、ルーティン、日常の。抽具を取る。ﾌｱｸﾉｵ ｴｲﾏﾄ,ﾄﾉｼ ｴｲﾏﾄ,ｲﾏｲﾏｵ ｴｲﾏﾄなど。ﾉｱｸﾏｵ ｴ

ｲﾏﾄは日用品という意味もある 

 良くも悪くもある。良ければ馴染みの、悪ければ陳腐な 

 ｴｲﾒﾄは逆で、常連でなく一見な 

 

ｴﾄﾏｵ,ｴﾄﾒｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾄﾏｵは主観。ｴﾄﾒｵは客観。但しアルバザードの考え方からいってｴﾒﾄｵは主観的客観である

のがふつう。主観的客観とは客観といっても所詮多数の主観を集めて平均化したものに過

ぎないという考え。人間は客観的にはなりきれない 

 科学的に求めたデータでさえ個々の観測機は微分して見れば異なる値を出すし、アナロ

グ機器なら観測者の視力によっても結果が変わる。どうも客観的にはなりきれない 

 数学は公理から始まる取り決めなので客観性が最も高い部類である。これは主観的客観

ではなく極めて客観に近い 

 こうしてみると殆どは主観的客観である。ゆえにｴﾄﾏｵが事実上表わすのは主観的客観であ

る 

 抽具を取る。ｷﾉｵ ｴﾄﾏｵ,ﾏｴﾌｴ ｴﾄﾏｵ,ﾄﾒﾌ ｴﾄﾏｵなど 

 

ｴﾏｸﾉ,ｴﾏｸﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏｸﾉは十字の形。ﾁﾏｸ ｴﾏｸﾉは十字架の形にされた木のこと。ｻﾏｵ ｴﾏｸﾉは十字路。形の意



味しかない 

 ｴﾏｸﾌは罰点。×である。十字を四十五度傾けた形である。ﾁﾏｸ ｴﾏｸﾉやｻﾏｵ ｴﾏｸﾉは少し首

を捻ればすぐｴﾏｸﾌになる 

 

ｴﾏﾉ,ｴﾏﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏﾉ,ｴﾏﾌはそのような、このような、あのような。ｴﾏﾉは近で、ｴﾏﾌは遠である。はっき

りそれこれあれと指示しない曖昧な指示である。ｱﾕははっきりこれと指示しているが、ｴﾏﾉ

は遠巻きに曖昧に指示している 

 このことはﾉﾄ,ｲﾏﾀの関係と似ている。ﾉﾄは終点だが、ｲﾏﾀは終点へ向かう方向である 

 ではどういったときにｱﾕでなくｴﾏﾉにするか。ﾄﾉｼ ｱﾕ,ｷﾉｵ ﾄﾕとﾄﾉｼ ｴﾏﾉ,ｷﾉｵ ｴﾏﾉは何が違

うか。ｴﾏｹﾉ ｴﾏﾉはｴﾏｹﾉ ｱﾕと違うのか 

 このｴﾏﾉははっきり示したくない、直接示したくない、遠巻きにして触れたくないという

気持ちを表わしている。人間がこのような気持ちになるときは、そのものに対して恐れや

嫌悪や畏怖などの近寄りがたいと思わせる感情を抱いているときである 

 ｴﾏｹﾉ ｴﾏﾉは凄惨な事件であるために人は恐怖し、直に関わりたくないという意識を起こ

させる。ゆえにｱﾕでなくｴﾏﾉが使われる 

 また、そういったマイナスの感情以外にｴﾏﾉが表わすものがある。これはﾉﾄ,ｲﾏﾀの対立に

似ている。ｱﾕははっきり指示するが、ｴﾏﾉははっきり指示しないのでそのものだけでなく、

そのものの周辺も含む。つまりﾄﾉｼ ｱﾕといえばその仕事だけを表わすが、ﾄﾉｼ ｴﾏﾉはその仕

事及びそれに類似した仕事を表わす 

 このように、指示を曖昧にすることによってそのものだけでなくその周辺のものも含む

ことができる。こちらもｴﾏﾉの用法として重要である 

 ｹﾒｸﾏといわれたときにﾉｵ ｴﾌｵ-ﾌ ｲﾕ ｱﾕといえば私はその言葉が嫌いという意味である。

それ以外の似た悪口も嫌いであることをいうならｴﾏﾉにすれば良い 

 ただ、ｹﾒｸﾏが嫌いな時点でｱﾒﾏﾄﾏなども嫌いだろうことは十分に想像が付くため、ふつう

ｴﾏﾉとは言わずにｱﾕで済ます。曖昧は嫌われるからである。もしそれでも敢えてｴﾏﾉにして

いるなら、それは先に述べたその言葉への嫌悪の現われである。類似を表わす用法とは考

えにくい 

 



ｴﾏｽ,ｴﾒｽ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏｽは徹底的な。程度が高く、最後までやりとおすこと。人でなくても良い。抽具を取る。

ｷﾉｵ ｴﾏｽ,ﾄﾉｼ ｴﾏｽ。ｱﾒﾒﾁﾒ ｴﾏｽは徹底的に町を破壊しつくす竜巻 

 ｴﾒｽは妥協した。詰めの甘いさま 

 

ｴﾏﾀﾏ,ｴﾏﾀﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴﾏﾀﾏは革新的な。それまでの体系を打ち壊すような。抽具を取る。ｷﾉｵ ｴﾏﾀﾏ,ｸﾒﾉ ｴﾏﾀﾏ,

ﾀﾉｵ ｴﾏﾀﾏ。良悪なし 

 ｴﾏﾀﾒは保守的な。良悪なし 

 

ｴｱﾏｵ,ｴｱﾒｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｴｱﾏｵは反省した。自分が悪かったと認めて改善しようとするさま。人と付属物を取る 

 ｴｱﾒｵは反省しない、悪びれない。同じ過ちを繰り返すので極めて悪徳 

 

ｱﾉｵｴ,ｱﾌｵｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｱﾉｵｴは美徳な。道徳の面から見て良いこと。人と付属物取る。ｷﾉｵ ｱﾉｵｴ,ｴﾏﾏﾄ ｱﾉｵｴなど 

 ｱﾌｵｴは悪徳。ｲﾏｵﾄに添わないこと。非難されるべき悪 

 

ｱﾉｵｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ジグザグ。物理的な意味しかない。特に空間的な意味が多い。道、軌跡、線などを主に

取る。物理的な例としてはのこぎりの刃の部分がある 

 

ｱﾉｻｸ,ｱﾌｻｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｱﾉｻｸは筋道のたった、筋道の通った。論理や考えなどをとる。また、そういう考えの人



も取る 

 ｱﾌｻｸは支離滅裂な。ｲﾕ ｱﾌｻｸは支離滅裂な言葉 

 

ｱﾉｻｵ,ｱﾌｻｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｱﾉｻｵは態度が真剣なさま。ｷﾉｵ ｱﾉｻｵ,ｽﾒｲ ｱﾉｻｵなど。手紙の場合は内容が真剣なさま。ふ

つう美徳 

 ｱﾌｻｵは態度がいい加減なさま。ふつう悪徳。ただ、冗談っぽいという程度の意味もあり、

これだとそんなに悪くはない。ｲﾕ ｱﾌｻｵだと悪いか悪くはないかのどちらか。文脈で判断す

る。大抵は悪い 

 

ｱﾉｴ,ｱﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｱﾉｴは大きい。空間的な意味しかない。更に、三次元体にしか使わない 

 ある三次元空間を占める割合が甚だしいさま 

 形は問わない。人、箱、球、良く分からないぐにゃぐにゃしたゼリー状の形などなど、

何でも良い 

 中が詰まっているかも問わない。鉄の塊でも水槽でも良い 

 境界線がなくても良い。公園でも宇宙でも認知者が勝手に空に境界線を仮定するので、

物理的な境界線は必要ない 

 

 ｱﾉｴは絶対に甚だしいという意味にならない。もの凄いとか非常にとか偉大なといった意

味は全くない。空間的な意味しかないので物理的な存在以外には使えない。物理的なら形

がなくても良く、空気も大きいといえる。その代わり非物理的なことが絶対に指せない 

 よって、責任が大きいは不可。愛情、憎しみ、不安、ショックなども不可。意味、メリ

ットなども不可。態度や話も大きくなれない 

 また、数の大きさも表わせない。数が大きいのはｱﾌｵである。数がいえないということは

比率もいえない。大きい比率も不可 

 よって「年が大きい方が」という言い方も不可。「僕が大きくなったら」も不可。年齢は

表わせない。もしこれが「僕の身長が大きくなったら」だとしたらｱﾉｴでなくｴﾏﾀである。



いずれの解釈にせよ不可 

 もっとも、人も取ることができる。偉大なという意味はない。背が高く横幅もある人で

ある。横幅が広いは二つある。一つは太った人。もう一つは逞しい筋肉質な人 

 上述のとおり、偉大という意味もないので器が大きい、あの人は人間が大きいという用

法も皆無 

 副詞にしても空間的な大きさしかない。ｸﾌﾄｸ-ﾒ ｱﾉｴは空間をたくさん利用して踊るさま。

手を大きく広げたり、或いは動き回って踊るさま 

 副詞にしたときも抽象的な意味はなく、大きく踏み出すのように強さや長さを表わすこ

とはできない 

 尚、ｱﾌｴは小さい。同じく抽象的な意味はない。音が小さいとか、些細な出来事とか、幼

いとか、萎縮したといった意味はない。ささやかで度量が小さく規模の小さいさまも表わ

せない 

 逆に、出先で知人にあったときに日本語では「狭い世界ですね」というが、この言い方

はアルカにもある。ﾉｱﾏﾄﾉｴ ﾒｱ ｱﾌｴ ｲﾏｲという。やや比喩的で、ふつうは偶然ですねという。

見ればわかるように、アルカでは狭いではなく小さいである。ｱﾌｴを使う 

 

ｱﾒﾏｸ,ｱﾒﾒｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｱﾒﾏｸは永遠の。終わりがないさま。ｷﾉｵ ｱﾒﾏｸは永遠に生きる女、或いは何らかの点で永

遠な女。ｷﾉｹ ｱﾒﾏｸは永遠に終わらない仕事。ﾉﾄｳ ｱﾒﾏｸは永遠に終わらない数。無理数や循環

小数に当たる 

 ｱﾒﾒｸはいつか終わりが来るさま 

 

ｱﾒﾏｴ,ｱﾒﾒｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｱﾒﾏｴは遠慮がちな。人と付属物を取る。やりすぎは悪徳、少しなら美徳 

 ｱﾒﾒｴはあつかましい、無遠慮な。悪徳 

 

ｱﾏｱ,ｱﾒｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｱﾏｱは有縁を表わす。関係のあるという意味。何と関係あるかは更にまたｱﾏｱで表わす。

ｷﾉｵ ｱﾏｱ ｱﾏｱﾒｵ ｴﾏｹﾉは事故に関係ある女。単純にｷﾉｵ ｱﾏｱﾒｵ ｴﾏｹﾉでもほぼ同じ 

 ｱﾒｱは無縁。関係ないさま 

 

ｶﾉｲ,ｶﾌｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｲは全体。部分と全体の関係における全体。抽具を取る。固体全体は勿論、境界が決ま

れば液体にも気体にも使える。無論、人体にも使える 

 抽象にも使えるので、規則という集合の全体をも取れる。十の規則があったとすると、

ﾏﾁ ｶﾉｲは十の規則全体を表わす 

 ｶﾌｲは部分 

 

ｶﾉﾏ,ｶﾉﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉﾏは「より～」を表わす。副詞が多い。ｷﾉｵ ｴﾏﾀ ｶﾉﾏはより背の高い女。背のことだと

分かっていればｷﾉｵ ｶﾉﾏで十分。この場合は形容詞であるとも形容詞を省略した副詞である

ともいえる 

 ｼﾉﾏｴ-ﾒ ｶﾉﾏはもっと殴る。ｴﾉｼ-ﾒ ｶﾉﾏは今着ているものより更に重ね着する 

 ｶﾉﾏは現状から比べてより程度が上であるさまを指す。現状と比べてなので、結果として

上になるかどうかは分からない 

 百点満点のテストで零点から一点になった場合、結果としてはﾉﾒだが、ましにはなって

いるのでﾉﾏ ｶﾉﾏという。「より良い」である。ただ、より良いといっても「良い」とは別物

であるということを忘れてはならない 

 ｶﾉﾒは逆で、より～でない。～の部分は文脈で判断したり、形容詞をつけてｶﾉﾒを副詞に

したりして判断する。つまり、ｷﾉｵ ｶﾉﾒは文脈で判断し、形容詞をつけるならｷﾉｵ ｴﾏﾀ ｶﾉﾒ

などとする 

 尚、ｴﾏﾀ ｶﾉﾒとｴﾒﾀ ｶﾉﾏは同じことを指すが、ニュアンスが異なる。ｴﾏﾀ ｶﾉﾒは腐っても

鯛のように、腐っても高い気がする。ｴﾒﾀ ｶﾉﾏは何か元々ある程度低いニュアンスを受ける 

 また、高低にかかわらず、高いことを話題にしていれば前者を使い、低いことを話題に

していれば後者を使う 



 

ｶﾉｺ,ｶﾌｺ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｺは自然。天然であること。人工の反対ではなく、人が手なずけていないという意味。

手なずけた、飼いならしたの反対である。人工の反対だと作っていないという意味だが、

ｶﾉｺは飼いならしていない、支配していないというニュアンス 

 動物に使うと野生と訳す。植物は天然の。人間が育てていないで自生しているさま 

 人にも使える。人に従って飼いならされて生きていない孤高なさま。或いは社会に従わ

ない凶暴なさま 

 ｶﾌｺは手なずけたさま。人工と近くもあるがﾄﾌｹﾄとは違う。また、森などの自然が文明化さ

れた状態も指す。動物の場合、家畜化した動物や、愛玩化した動物を指す 

 植物はｴｱﾒｲ ﾄﾌｹﾄ（人工）ともｴｱﾒｲ ｶﾌｺともいえる。前者は品種改良などをして人工的に

作った野菜という意味。後者は自生させるのではなく畑を作ってそこで育てるという意味。

人間に飼いならされた野菜ということである 

 品種改良した野菜を畑に植えている場合、品種改良していることか畑で育てていること

かのどちらか、或いはどちらにも焦点を当てれば良い 

 

ｶﾉｵﾉ,ｶﾉｵﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｵﾉは自信がある、強気な、堂々とした、堂々と、勝気な。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｶﾉｵ

ﾉ,ｲﾕ ｶﾉｵﾉなど 

 ｱﾏﾄｴは態度や行動が正々堂々としているさまで、ｶﾉｵﾉは自信があるさま。ｱﾏﾄｴは言い方に

たとえ自信がなくとも行動が卑怯でなく正々堂々としていれば使える。だがそのときｶﾉｵﾉ

は使えない 

 逆にただ偉そうに、できると勘違いして自信たっぷり卑怯なことを働くこともできる 

 ｶﾉｵﾌは自信がない、弱気な。ｱﾌｱｵとは違う。あれは内気。これは弱気 

 

ｶﾉｵﾏ,ｶﾉｵﾒ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｵﾏは意欲がある、やる気がある。努力しよう、何かをしようという意思のあるさま。



人と付属物を取る 

 ｶﾉｵﾒは意欲のない、やる気のないさま 

 

ｶﾉｳ,ｶﾌｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｳは苦しい。ｶﾌｳは痛いであるから、ｶﾉｳは肉体的な苦しさを表わす。肉体的な苦しさだ

けである。精神的な苦しいはｲﾌｵである 

 痛いは体に損傷を受けた場合の感覚で、主に体の外部に生じる。名詞は傷という意味な

ので傷を受けたときの感覚である。切り傷刺し傷など、何でも良いが、傷ができたときの

燃えて刺されるような鋭い痛みのことである 

 外部がメインだが、内部も痛いことがある。内臓も刺されれば痛い。内臓疾患や病気な

どで傷のようなものができたときも痛いと感じる。たとえば胃腸炎で胃に炎症が起きれば

胃酸のせいで炎症部位が刺激され、熱い針でチクチク刺されたような痛みを感じる 

 また、アキレス腱が切れても痛い。筋肉痛でも痛い。これも内部が切れているから内部

の傷と見てｶﾌｳである。鼻のかみすぎで鼻が炎症を起こし、触れると鼻の欠陥が脈打つよう

にドクドクいい、しかもそこに熱が流れるようにジンジンする場合も痛い。タンスに小指

をぶつけても痛い。目に猫の毛が入ってまばたきしても痛い。骨が折れても痛い。骨のひ

びが傷と見なされるからである 

 ｶﾉｳは傷やそれに準ずるもので刺されたような痛み以外の苦しみを表わす。内臓に感じる

感覚で、外部には感じない。一番感じやすいのは腹や胸である 

 便秘や下痢で腹をかき回されるようなときは苦しい。肺や心臓が悪くて呼吸がままなら

ないときも苦しい。走りすぎたときも苦しい。階段を昇りすぎても苦しい。水の中に潜っ

て息がなくなっても苦しい。埃や煙が多くて息がすえなくても苦しい 

 また、痛いと苦しいが同時に来ることもある。心臓にズキンと痛みが来て、糸が張り詰

めたような感覚がするときがある。息を吸おうとすると糸が余計に張って切れそうになる。

切れたら痛そうなので息を弱く吸う。当然呼吸も苦しくなる。この場合、痛いと苦しいが

一度に来ているのでｶﾉｳ/ｶﾌｳである 

 

ｶﾏﾄｳ,ｶﾒﾄｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｶﾏﾄｳは大切な。大切にした、大事にした、深刻な、重大な、真剣な、重症な、重度の、シ

リアスな。人、物、事に対して重要であるとか大切なという意味。ｷﾉｵ ｶﾏﾄｳ,ｷﾉｹ ｶﾏﾄｳ,ﾉｱﾉ ｶ

ﾏﾄｳなど 

 日本語で大切というと良い意味で、守ろう可愛がろうというイメージがある。だが、ｶﾏﾄ

ｳはもっと意味が広い。重要人物に使うときの重要という意味もある。重要人物は別に可愛

くないので日本語の「大切な」とはニュアンスが違う 

 また、ｲﾕ ｶﾏﾄｳは重要な言葉だが、重要な言葉をいうときには真剣なことが多いのでとき

には真剣と訳す。シリアスでも良い。ｶﾌﾄ ｶﾏﾄｳは大切な病気ではない。訳すときは重大な病

気ということで、深刻とか重度のなどと訳す 

 このように、ｶﾏﾄｳは大切より広いし、更に重要よりも広い。意味の広い語である 

 ｶﾒﾄｳは全然重要でない、どうでもよい、どうでもいい、取るにたらない、些細な、粗末に

して良い、下らない、くだらない 

 

ｶﾏｸｵ,ｶﾒｸｵ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 勇敢な、と、臆病な。前者は褒め言葉だが後者は貶し。だが、勇敢も過ぎれば無謀にな

り、臆病も場合によっては君子になる。それはﾉﾏ,ﾉﾒなどといって表わす 

 

ｶﾏｴ,ｶﾒｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾏｴは複数。ｶﾒｴは単数 

 これらは数えられる物事にだけ付く。抽具どちらでも良いが、その代わり数えられない

といけない。ﾒﾄ ｶﾏｴはふつう不可能。だが、容器に入っていれば良い。また、化学で水分子

が複数ある場合もﾒﾄ ｶﾏｴといえる。この水は分子単位で数えるからである 

 

ｶﾏｳ,ｶﾒｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾏｳは意図的に、わざと。ｴﾏｹﾉ ｶﾏｳはわざと起こした事故。意図的な事故。ｴﾒｱ ｶﾏｳは意

図的な殺人。殺そうと思って殺した場合。未必の故意は「死ぬなら死んでもいいや」と考

えているわけだから完全に意図的とはいえない。かといって無意図でもない。ｶﾏｳ ﾏｴなど



と言い表すことが多い 

 副詞だと「わざと」。ｼﾉﾏｴ-ﾉ ｶﾏｳはわざとなぐった。本当はそうすべきでないのに敢えて

という場合はｶﾏｳでなくﾌｼになる 

 ｶﾒｳは無意図で、無意識に。ふと、ついとも訳せる 

 

ｶﾌﾉ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 概数を表わす。副詞では使わない。数字の直後に来る。ｧｦｦｦ ｶﾌﾉは約千。千人の生徒は

ｧｦｦｦ ｷﾒﾄﾉｵ。では、千人ほどの生徒の場合はどうかというとｧｦｦｦ ｶﾌﾉ ｷﾒﾄﾉｵである。ｶﾌﾉは

数に直接かかる 

 基数だけでなく序数にも使える。ｷﾉｵ ｧｦ ｶﾌﾉは十番くらいの生徒。九番かも十一番かも

わからない 

 

ｶﾉｸ,ｶﾌｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｸは暴れているさま。暴れた、乱暴な、獰猛な、凶暴な、暴力的な、野蛮な。人や動物

などに使う。台風など、自然には使わない。その代わり人と付属物は取れるので、ｴﾏｹﾉ ｶﾉ

ｸなどは可能 

 ｶﾌｸは大人しいさま。穏やか、しとやか 

 

ｶﾉｴ,ｶﾌｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾉｴは争っている、抗争中の、仲が悪い、戦っている。人と付属物を取る 

 ｶﾌｴは平和な、仲が良い 

 

ｶﾏｲ,ｶﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾏｲは忙しい、せわしい。することに負われて暇がないさま。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｶﾏ

ｲ,ﾄﾉｼ ｶﾏｲなど 

 情勢が差し迫って落ち着かないという意味はない。将棋の局面がここで急に忙しくなっ



てきたという場合は使えない 

 忙しいは日本語では美徳や言い訳として良く使われる。まるで忙しいと言わなければ働

いてなく悪であるかのような捉え方である。ああ忙しいとか、すみません忙しいんでなど

という日本人は多い 

 日本人はなにかにつけて忙しいを口にする民族だが、アルバザードではまずない。なぜ

なら忙しいは悪徳だからである。忙しく生活することは余裕をなくす。これはアルティス

が悪だと述べている 

 だからアルバザードでは忙しいはあまり聞かれない。良い意味では勿論、断りの言い訳

として使われることもまずない。忙しいといって断る場合は本当に真剣に誰が見てもあか

らさまに忙しい場合にしかありえない。ふつうはｻﾒｵｱ,ﾉｵ ｹﾉﾄ-ﾕﾄ ｱﾌという。忙しいですと

いって断る用法はない 

 逆にｶﾒｲは暇な。することがなくて手持ち無沙汰。これは日本と同じくふつう悪徳。時間

は貴重だから何もしないでいることは悪徳。尚、休息は何もしないことではない。休息は

重要な行為である。ゆえに休息しているときは暇だとは絶対に言わない。これは日本人と

は若干異なるかもしれない 

 

ｶﾏｲｱ,ｶﾒｲｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾏｲｱは先天的な。ｶﾒｲｱは後天的な。能力などの抽象を取ることが多い。ﾄﾒﾉｱ ｶﾏｲｱなど。

人は取らない。先天的な人といわれても意味がわからない。但し、文脈から仮にわかる状

況があれば修飾できる 

 たとえば鳥が人間に変身できるという物語を考えよう。彼は鳥から人間に変わった。こ

の場合、彼は後天的な人間である。そうするとｷﾌｵ ｶﾒｲｱといえる。逆にふつうの人間は彼

と比べると先天的な人間であるからｶﾏｲｱである 

 

ｶﾏｸ,ｶﾒｸ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｶﾏｸは怖がらない。勇敢ではなく、怖がっていない状態を指す 

 ｶﾒｸは怖がった、恐れた 

 人と付属物を取る 



 

ﾃﾉｻ,ﾃﾌｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾃﾉｻは利き。いくつか、特に二つあるうち、メインで使われるものを指す。より上手に得

意に扱うことができるほうを指す。利き腕などに使う 

 ｱﾉｲ ﾃﾉｻは利き腕、ﾄﾉｴ ﾃﾉｻは利き手。日本語で利き腕というときはﾄﾉｴ ﾃﾉｻのほうが多い 

 ﾃﾌｻは利かないほうで、ﾃﾉｻの反対 

 

ﾃﾉｳ,ﾃﾌｳ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾃﾉｳは突き出た、飛び出た。空間的な意味しかない。面から何かが突き出ているさま。崖

の断面から飛び出た木や岩はﾃﾉｳ。鼻は顔から突き出ているのでﾃﾉｳ 

 ﾃﾌｳは凹み。面の一部が凹んでいるさま。缶を握れば缶は凹むが、これをﾃﾌｳという。筒

のように穴があいたものは駄目。井戸のように底があっても穴は穴なので不可。ある面の

一部が凹んでいるときしか使わない 

 いってみればへそは腹に対してﾃﾌｳである。逆にでべそはﾃﾉｳである。出っ歯もﾃﾉｳ 

 

ｳﾉｼ,ｳﾌｼ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉｼは現実の、実在する。ｳﾌｼは虚構の、架空の、非現実の、実在しない。存在に関する

語であるから存在しうるものに使う。人や物は勿論、考え方などの抽象も取れる。ﾏｴﾏｵ ｴﾏ

ﾉ ﾉｱ ｳﾌｼは「そんな考えは実在しなかった」である。つまり新発見だと言っている 

 

ｳﾉｷﾄ,ｳﾌｷﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉｷﾄは余裕な。余裕のある。精神的な余裕も時間的な余裕も表わす。ｷﾉｵ ｳﾉｷﾄは何かを余

裕でこなす女。ﾄﾉｼ ｳﾉｷﾄは時間的に余裕な仕事。簡単という意味よりも精神的時間的に余裕

があるという点に焦点が当たる。「こんなの余裕余裕」は簡単と訳す 

 ｳﾌｷﾄはギリギリ、余裕がない、間一髪、どうにか、どうにか頑張って、かろうじて、何と

か 



 

ｳﾉｽ,ｳﾌｽ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉｽは有罪。ｳﾌｽは無罪。人と付属物を取る。ｷﾉｵ ｳﾉｽ,ｴﾏﾏﾄ ｳﾉｽ 

 

ｳﾉﾉｻ,ｳﾉﾌｻ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉﾉｻは有標の。ｳﾉﾌｻは無標の。学術用語だが、広く一般に認知された用語なので日常的

にも使える。抽具を取る 

 

ｳﾉｲｳ,ﾀﾌｱｴ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 シャリシャリ。歯ごたえがあって瑞々しく、それでいてどろどろしていないさま。レタ

スなど食感。食感に使う。触った感じにも使えるので触感でもある。砂のシャリシャリで

はない。ポテトチップスはむしろパリパリなのでﾀﾌｲｴ 

 ﾀﾌｱｴはパリパリ。カリカリでクリスピーなさま 

 

ｳﾉｴｲ,ｳﾌｴｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉｴｲはどうにでもできた、何だろうとできた、仕様があった、なんとでもできた、なん

とでもなった、どうにでもなった、何とかなった。何とでも対処しようのあるさま 

 抽具を取る。ｷﾉｵ ｳﾉｴｲ,ﾄﾉｼ ｳﾉｴｲ,ｾﾒｱ ｳﾉｴｲなど。ｽﾉｿ ｳﾉｴｲなどになると文脈で解釈する。

たとえば何と書いてもそれなりに書ける字など 

 ｳﾌｴｲはどうしようもない、仕様がない、どうにもならない、対処できない、うだつがあ

がらない、やりくりできない、上手くいかない。何とも対処しがたいさま 

 日本語で「しょうがない」「もうだめだ」「どうしょもない」「どうにもならない」などと

いうとき、ｳﾌｴｲという。単なる諦めの意味もあるが、客観的に見てどうにもならない冷静

な分析をした上での諦めもある 

 尚、どうにもならないのを不幸だと捉え、その不幸を幸福に変えるための祈りの言葉は

ｴﾉﾌﾉという 



 

ｳﾉﾁ,ｳﾌﾁ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾉﾁは限界のある。ｳﾌﾁは限界のない。抽具に使う。人の場合、何について限界なのか文

脈やｱﾏｱに頼る 

 永遠とかいつか終わりの来るという意味ではｱﾒﾏｸ,ｱﾒﾒｸを使うのでその用法はｳﾉﾁらには

ない 

 川はいつか終わりが来て海に行くのでﾒｲﾒ ｳﾉﾁではなくﾒｲﾒ ｱﾒﾒｸという 

 ｳﾉﾁは制限があることも意味する。ﾏﾁ ｳﾉﾁは制限のある規則 

 

ｳﾏｲ,ｳﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾏｲは相互の、互いに。双方向の。何かと何かが相互に関係しているということを表わす 

 ﾌｵｴ ｳﾏｲは両目ではなく、互いの目。誰かと誰かの目。両目はﾌｵｴ ﾌﾏ 

 ｼﾉﾏｴ-ﾒ ｳﾏｲは互いに殴る 

 ふつうｳﾏｲは誰かと別の誰かに使う。ただ、自分ひとりに使う場合もある。右手と左手を

互いに合わせるというような場合は右手と左手が互いになっているので人としては自分ひ

とりしかいない 

 また、双方向のという意味もあるのでｻﾏｵ ｳﾏｲは一方通行でない道になる。勿論、状況次

第では、ｱの私道とｲの私道を互いに繋げるというように、互いと訳す場合もある 

 一方、ｳﾒｲは一方通行の、非相互の、一方的な。ｳﾏﾏｲ ｳﾒｲは一方的な会話 

 

ｳﾏﾄ,ｳﾒﾄ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾏﾄは必然。そうなることが必ず起こるさま。必至の。抽象を取る。文脈から分かれば人

も取れる 

 ｳﾒﾄは偶然。ｶﾉｴｱ ｳﾒﾄなど 

 

ｳﾏｵｱ,ｳﾒｵｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ｳﾏｵｱは間に合った、間に合う、セーフ、危機一髪な、ギリギリな、危なかった。ｷﾉｵ ｳﾏ

ｵｱは間に合った女。ﾄﾏｻ ｳﾏｵｱは間に合った乗れた電車。どの程度時間的余裕があったかは不

明 

 危なかったといっても危険という意味ではない。目の前をボールが横に通り過ぎてもう

少しで当たりそうだった場合、ﾄﾉｸﾌである。That was closeの感覚ではないので、ﾉｱｵでは

ない 

 ｳﾒｵｱは間に合わない、乗り過ごした、取り逃がした、しくじった 

 

ｳﾏﾀ,ｳﾒﾀ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｳﾏﾀはすっぴんの、化粧を施さない。人を取るが、擬人的に物も取れる 

 ｳﾒﾀは化粧した 

 

ｳﾉｱ,ｳﾌｱ,ｳﾏｱ,ｳﾒｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 必要性を表わす。順にｧｦｦ％かその近く、高い、低い、ｦ％かその近く。日本語にすると

必要な、あるべき、あるといい、いらない 

 抽具を取れる。ｷﾉｵ ｳﾉｱは必要な女、ｸﾉｴ ｳﾒｱはいらない紙。但しこれは直ちに捨てて良

いとは限らないことが多い。必要性はないが、捨てるのは可哀想だとかもったいないなど

という理由でタンスの奥にしまうことがある 

 尚、昔の記念品は記念品ということで必要性があるので現在使わなくてもｳﾉｱである。い

らない紙ももしそれが記念ならｳﾉｱでありうる 

 

ｾﾏｺ,ｾﾒｺ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｾﾏｺは贅沢。衣食住などの物に必要以上に金をかけるさま。非常に悪徳。結果的に豪華か

どうかは分からない。嫌に地味なものを高値で買ったら豪華ではないが贅沢ではある 

 人や物を取る。ｷﾉｵ ｾﾏｺは贅沢な女。金遣いの荒い放蕩する女。ｴﾉｼ ｾﾏｺは贅沢な服。ｳﾏ

ｵﾉｴ ｾﾏｺは贅沢な食べ物 

 また、分をわきまえない程度を望むさまも表わす。駅までタクシーで行くのは贅沢だと



いう場合もｾﾏｺである。あの男にあの女は贅沢だというのは日本語ではあまり聞かないが、

意味は分かる。だがアルカではこの用法はむしろ日常的である 

 尚、趣味やアンティークに凝る人間には理解者が多い。そういう場合はあまり贅沢とは

見られない。ただ、あれもこれもと節操ない者や、良く分からずただ値の張るものを集め

れば即座に悪徳。むしろアルバザードはいかに安く合理的に自分で改良を加えて良いもの

を作ったり集めたりするかに価値を置く。そういった努力をしないでただ集めるのは贅沢 

 ｾﾒｺは質素な、倹約した。ケチではない。美徳 

 

ｾﾏﾉ,ｾﾏﾌ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ｾﾏﾉは便利な。使えるとも訳すが、availabeleの使えるではない。つまり利用可能ではな

い。役に立つという意味である。抽具を取れる。当然人も取れる 

 ｾﾏﾌは不便な。役に立たない 

 

ｾﾏﾕ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 重複した、被った、重なった、ダブった。抽具を取る。ﾉｹﾌ ｾﾏﾕはダブったカード。同じ

ものが二枚出てきた場合。ｴﾒﾄ ｾﾏﾕは同じ日に用事がかぶったような日の場合 

 ｷﾉｵ ｾﾏﾕは何かでかぶった女。たとえば同じ男に入れ込んだ女や、逆に二人の男が好きに

なってかぶってしまった女など 

 

ﾁﾏｺ,ﾁﾒｺ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾁﾏｺは気前良い。人のために惜しみなく与えるさま。喜捨するさま。美徳。自分が苦しく

なるほど与えるのは良くないを通り越してアルバザードでは完全に悪徳 

 ﾁﾒｺはケチな、出し惜しむような。悪徳。良い意味ではｾﾒｺという 

 人と付属物を取る。ｷﾉｵ ﾁﾒｺ,ｳﾉｵｱ ﾁﾒｺなど 

 

ﾁﾏｲ,ﾁﾒｲ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 



 ﾁﾏｲは応用の。基本をベースにそれ以上の発展したものを作るさま 

 ﾁﾒｲは基本 

 抽象を取る。ﾉﾄｷ ﾁﾏｲなど。物も取る。ｴﾏｸｱ ﾁﾏｲは応用した編み物。人はあまり取らない。

文脈で分かれば取れる 

 

ﾁﾏｲｱ,ﾁﾒｲｱ 

[ｶﾒｱｾﾏﾄﾏｸ] 

 ﾁﾏｲｱは頂上の。てっぺんにある。屋上という意味もある。物理的な意味しかない。つま

り最上位という意味はない 

 ﾁﾒｲｱは底の。底にあるという意味。また建物でいうところの一階や地下階などの、一番

下の階を指す。ここが日本語の底と違う。ﾒﾁ ﾁﾒｲｱで最も下の階にある部屋。最も下の階は

ｼﾏﾄ ﾁﾒｲｱ 

 


